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チベット書写語とチベット口語1)

近年， チベット語諸方言についての研究が次第に活j援になりつつある九 し

かし，それらの成果の多くは， 現代口語の記述的な研究であって3h 一つの方

言，乃至は一定地域のいくつかの方言を歴史的な観点から取扱った労作は極め

て少くない。現在の段階では，いずれの方言に関しでも，チベット語がたどっ

てきた言語形式の変遷を考察するにあたって，我々がどのような資料を利用す

る乙とができるか，また利用しなければならないかといった基礎的な事柄さえ

も?未だはっきりとわかっていないのである。チベット語においても，口語形

1) 乙乙でチベット書写語というのは，その種類を間わず，チベット文字を用いて表記された言語を指

し，チベット口語とは，いわゆる会話に用いられる口頭語を意味する。チベッ卜書写語には，後に述

べる中古チベット語・チベット文語・古典チベット語がある。(口頭語と書写語については，服部四

郎， r家古文語の起源についてJ，li~言語研究Jl 3 号， 1939， p.1注2を参照)。
2) 最近のチベット方言の研究成果として， つぎの論文，著書が発刊されている。 AndreMigot， Re 
cherches sur les dialectes Tibetains du Si-K'ang (Province de Khams)， BEFEO. 1957 pp. 
417-562. Premiere partie; Phonetique， Deuxieme partie; Onze contes populaires en 
dialectes du Si-K'ang， Troisieme partie : Morphologieに分かれ，K'ang-Ting(庚定)1. K'ang・
Ting 11. Tao-Fu (道手)， Kanze (廿孜)， De-ge (徳格)の方言を扱う。 G.Rorich， Lopsang 
Phuntshok， Textbook of colloquial Tibetan， Calcutta. 1957. (中央チベット語についての記
述)0 G. Rorich， Le parler de L' Amdo， Roma. Serie Oriental Roma， XVIIl， 1958.アムド
語 (Reb咽Kong地方)の記述， Phonるtique，Morphologie， Textes et traductions， Vocabulaire 
からなり，近辺のチベット方言にも言及する。金鵬， 11)1高話回:薩口唱只Ijg者rs話的比較研究」科学出版，
1958はLhasa，Shigatse， Chamdoの方言を扱う労作。
3) 注 2)において掲げた研究は，いずれも現代方言の記述を主体としているけれども(金鵬は現代方

言の記述とともにその結果を比較対照する)，記述の方法自体が言語学的ではない。



式は，一般に書写語として伝えられる形式とかなりかけ離れているために，普

通に考えて， ζの両者の間に認められる関係から一応その言葉の変濯を推測す

る乙とは確かに可能である D たとえば， 現代ラッサ方言でく百>はね3.tham1.

pa1 といい p く五百>は t)al_p~a3 という 4)。そして，これらの単語をチベット

文語を用いて表記するときには， く百>は brgyathamゃa，<五百>は lnga

brgyaと書かねばならない。 したがって<百>の単語形式には brgyaから

p~a3........ね3 への変化があり，く五>の形式は lnga rIt)aJからt)a~ζ変遷したの

であろう ζ とは容易に推測できる D しかし， より立ち入って， ラッサ方言で

brgyaが何時頃無声音化したのか， また初頭の音結合 rgyーが何時頃歯茎硬口

蓋閉鎖音キーに変ったのか， さらに単独にあらわれるときには先行する子音 pー

を何時頃脱落するようになったのか，を追求しようとするならば，それらの問

題を解決し得るにたる十分な資料に欠けている O その上，より厳密に考えるな

らば， ラッサ方言の p~a3........もがあるいは ua1 が，果して，上に掲げた書写語の

形式から直接来源したのか否かが大きい問題となって来るであろう。われわれ

はく百> p~a3""""~a3 が brgya から変化したと想定し得るのと同程度に，現代

パルテイ方言が保存する bgyaからそれが変化した蓋然性をももっている 5)。

換言するならば，初頭音 gy-に先行する rが， ラッサ方言の音韻変化に対し

てP特に何らかの役割を果したのか否かは明らかではないのである。またく五〉

t)a1が何らかの種類の子音を先行する軟口葦鼻音から来源したととは， ζの形

式がもっトネームから確信できてもペ先行する子音が lであったという積極

的な保証は見付からない。現代口語と書写語の間には，とれと並行するより顕

著な事実を少なからず見出す乙とができる 7)。 たとえば， ラツサ方言形<膝>

4) 以下ラッサ方言形は，原則として金鵬氏の表記(上掲書)にしたがう。ラッサ方言のトネーム型は
1.高降型53，2.低降型41，3.低昇型13，4.高昇型35である。チベット文字転写は，北村甫，西田
龍雄， rチベット文字転写とチベット語表記J(日本西蔵学会会報七号)のシステムを用いた。
5) 乙の -r-音は，チベット・ピノレマ共通語形を想定するときには， 十分存在理由をもっている。
<百>T. B. brgya. Wr. Tib. brgya: Anc. Bur. rya > Wr. Bur. ra: Lushei zaa: Manchad. 
ra.ζれと並行してく八>T. B. brgyad. Wr. Tib. brgyad: Anc. Bur. ha吋<hryad. Wr. 
Bur hrac: Lushei pa-riat : Manchad. re.一般にシナ・チベット語族lと属する言語の<百>と<八>
は， 1) brgy-系， 2) ry-系， 3) b-系に大別できる。1)の形はチベット語系の言活1(，2)はピノレマ語
系， 3)はシナ・タイ語系の諸言語によってそれぞれ代表される。
6) 拙稿， rチベット訴とピ、ルマ詰におけるトネームの対応についてJ 活研究 11，35， 1958， p.91-。
7) とくに Ba1ti方言形との聞に顕著な例を見出し件る。たとえばくflower>Ba1ti. mindoq: Wr. 
T. meぺog，<debt> bulon: bun， <above> thyoq-tu: thog-tu，くelbow>khrinmo!J : gre-
mo，くgreat>chhoγ0: che-ba， <fatigued> gal・ba:ngal-baなどの諸例がある。 A.F.C.
Read， Ba1ti Grammar， The Royal Asiatic Society， London 19340 
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peLmo1，シガッツェ方言 peLmo2，ラダッ夕方言 pis-mo，ラブール方言pir-mo，

が直接来源した形式として， 書写語形 pus-moを規定する乙とは? 乙れらの

方言で -usから -eに，あるいは -usから -is，一ir，乙変化した特別の条件が

明らかにされない限り，許されないであろう D 同様に，パルティ方言形<膝>

bukhmo [buxmo J，プリック方言 puks-mo，アムド方言 wui-moも，書写語

pus-moから直接に来源した形式であるとは考えられなし，¥8)0 <膝>を意味す

る書写語の形式は，上掲のいずれの方言形とも直接には関連しないのである O

パノレティ方言形式は，むしろ書写語形式よりもより古い段階を代表していると

考えた方が適切である場合が多い。書写語と現代方言の聞に発見し得る対応関

係を手づるに，各方言形式の発展の概略を想定する乙とは極めて妥当な手続で

はあるけれども，両者の聞の対応原則を，当該方言の史的変遷を代表するもの

として規則的に置き換えるととは許されない場合が少くない。換言するならば，

書写語の形式は，極めて包活的な性格をもっていて，特定の時代の特定地域の

言語形式を代表しているのではなし1からであるO

ここで?チベット書写語には，実際には 2つの種類がある乙とを述べておか

ねばならない。その一つは，チベット人が chosskad <仏教言葉>と称してい

る書写語であって，仏教サンスクリットを翻訳する目的から出発し 7世紀に

文字がおそらくインドから輸入されて以来へつねに経典醗訳の事業と関連して

発展したいわばサンスクリット化された翻訳単語と練訳文体を主体とするチベ

ット語である O いわゆるチベット大蔵経 bkab-bgyur<経部>bstan-bgyur <論

疏部>によって代表されるそ仏教言葉'は? 実際には khri-sdesrong-btsan， 

ral・pacanの治世， 826年(午の年)に， ラッサの南， On ljang do宮殿にお

いて， tsang方言にもとずいて改革され統一された書写語であるといわれ

8) 乙れらのチベット方言形はつぎの資料による。 Balti方言は上掲Readを;Purig方言は Bailey，
Linguistic studies from the Himalayas， The Royal Asiatic Society. London 1920を;
Ladak方言は A.H.Franck， Sketch of Ladakhi Grarmmar， Calcutta. 1901を;Lahul方言は
G. Roerich. The Tibetan dialect of Lahul， 1933を Shigatse方言は金鵬上掲書を;Amdo方
言は筆者の資料をそれぞれ用いる。

9) チベット文字の来源については，稲葉正就『チベット語古典文法学j]p.1. (京都法政館)，佐藤長『古

代チベット史研究』上巻 p.89.(京都大学東洋史研究会1958)を参照されたい。なお最近の研究とし
て，つぎの2論文がある。 F.W.Thomas. The Tibetan alphabet. Festschrift zur Feier des 
zweihundertjahrichen Bestehens der Akademie der Wissenschaften in Gottingen. I1. 
Philologisch-Historische klasse. 1951. pp. 146-165. G. Uray， On the Tibetan letters BA 
and Wa.， contribution to the origin and history of the Tibetan alphabet. Acta 
Orientalia. Vol V 1-2. 1955. pp. 101-121. 
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る10)。 その結果，後の時代の学者が，残存するチベット訳文から失われたサン

スクリット原文を還元できるほど麟訳の体裁の整ったを仏教言葉'が成立した。

仏教学者は，乙れを'古典チベット語'と呼んでいる 11)。

他の一つは，サンスクリットとは直接の関連をもたないで， 9世紀のはじめ頃

まで，各時代各地域の口語形式を基盤として発展し，そして各時代各地域の口

語の性格を表記面に反映した書写語である 12)D 筆者は，乙れらを総称して中

古チベット語'と名付けている O この町中古チベット語'は， 826年に古典チベット

語が成立して以後，その強い影響のもとに，別の一つの書写語として発展したO

いわゆる蔵外諸文献は ζの書写語を用いて書かれている O 筆者は，これを電チ

ベット文語' と呼びたいと思う O それ故，チベット文語は，おそらく，ラッサ

を中心とする地域のチベット語を基盤として成立し 7世紀以来，漸次変濯し

た中古チベット語の書写法を基礎としたのであろうけれども，その上に古典チ

ベット語のもつ諸規則に同化されたいわば混合的な性格を合んだ書写語である

ということができる。現代ラッサ方語形も，パノレティ方語形も，チヤムド方言

形もおそらくいずれの方言形も，全体として文語からの直接発展形式として扱

えない場合が多いのは，この点から首肯できると思う口

古典チベット語と中古チベット語が 9世紀初頭においても，かなり相違し

ていたにちがいないと推測できるのに，たとえばつぎの事実がある。古典チベ

ット語では属格(ilden gyi sgra)を示す助辞は，つぎの条件に応じて表記わけ

されねばならない 5種類の形式をもっているD

1. 先行する単語の末尾音が -d，-b，←S で綴られる場合に， kyiを用いるo

10) cf. lO. H. PepHx， TH6eTcKHH 5I3b1K， MocKBa. 1961. p.26 B. Lauferが今日用いられる椴
字は， khri-lde srong-btsanの時代に， 2人の学者 Skaゐaの dpal-brtsegs(crikuta) と Cog-ro
の Kluirgyal・mtshan(Nagadhvaja) が多くの学者の掠助を得て，改革されたと言伝えられると
述べているのは，正しくない. (Bird divinations among the tibetan. T' oung Pao. Vol XV. 
1914. pp.65-) Lauferが述べているのは，デンカノレマの目録が dpal-brtsegsと klubidbang予0
によって作られたことを指すのであらうか.cf.プトンL仏教史J和沢，佐藤長「古代チベット史研究』
下巻 p.771.p.859)

11) チベットの学者は9世紀以前の綴字を brdarnying < I日騒字〉と称し，改革を加えられた綴字
を brdagsar <新綴字>と称する。しかし，との改革は綴字上の改変のみではなく，サンスクリ γ
トにあてられるチベット訳語-の改良も合まれていた。たとえば skr.sarva Iとは/rl訳では tsen-ne
が!日いられたが$f，1F~では thamふcad Iζ改められたなど。 cf.lcang-skya hutuktu; dag yig 
mkhas pabi bbyur gnas zhes bya-ba las brdab gsar rnying gi skor bzhus・so.

12) Turfan， Turkestan，敦j;ilでf'fi々 のチベット写本が先凡され，特殊な綴下山によって表記された
単話が多く記録されている。たとえば， i.(J，を;意味する;文;日形nyaに対して，敦臨む:本の一つで lnya
と表記されているととは，この綴字が，その地方の言語形式をそのまま以影した結果であると考えざ

るを得ないであろう. (F.W. Thomas， Ancient Folk-literature from North-Eastern Tibet. 
Akademie Verlag， Ber1in. 1957. p.62 [51J) 
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2. 先行する単語の末尾音が -g，-ngで綴られる場合に， giを用いる。

3. 先行する単語の末尾音が -n，-m，-r，-lで綴られる場合に， gyiを用いるo

4. 先行する単語の末尾音が -bで綴られる場合に， yiを用いるo

5. 先行する単語が末尾子音をもたない場合に biを用いる。

この規則が実際には何時頃制定されたのかは簡単に決定できないけれども，

13)少くとも826年には，古典チベットの規則として認められるようになった口し

かし?その 4年前すなわち 822年に書かれた唐蕃会盟碑においては，乙の規則

がよくまもられていないのである 14) たとえば古典チベット語では bodには，

上記条件 1にしたがって -kyiが連続して bodkyiとなるところを，この碑文で

は bodgyi <チベットの> (w.l) と書かれ，古典チベット語の規則では加d

rgya g首iskyiとなるべきととろを，乙の碑文では bodrgya g首isgyi <チベッ

ト・中国 2つの>と表記されている O 同様に dbonzhang giを期待するのに換っ

て dbonzhang gyi <甥男の>形が見出される。また古典チベット語には用い

られない da-dragの使用も多く認められ15) 個々の単語形式についても， yang 

dag par ~ζ換って yang thag par <実に>が，首izla <日月>と表記されない

で g凸izlaと書かれているなど中古チベット語の代表的な形を少なからず発見

することができる。との事実は，唐蕃会盟碑のチベット文が，おそらく当時の

ラッサで使われた言語形式にもとずいて，それを中古チベット語の伝統的な綴

字法によって表記されたことを意味するのであろう。たとえば上例の -d，-sの

の後でgyiが用いられたのは，当時のラッサ方言では末尾音-d，-sが有声音で

あった乙とに起因し， ni zlaのかわりに gnizlaと表記されたのは，ラッサ方

言がかつて g首izlaという形式をもっていた時代に使われた綴字法をそのまま

採用した結果であるにちがいない。乙れに対して4年後に成立した古典チベッ

ト語がツアン方言を基盤としたのであれば，おそらくシガッツェを中心とする

地域では， 末尾音 -b-d -sはすでに無声化していたと想定するととができる

であろう o

13) 乙れは7世紀に Thonmi Sambhota が制定した規則とされているが (Sumbcu-paの中，
第10伺)，実際には 9位紀に作られた蓋然性が大きい。 Sumbcu・paの(三卜唄)も rtag-kyi
bjug-pa (性入法) もその内有が9世紀にかなり改変されたのではなし、かと疑い件る余地がある。
14) 府蕃会阻碑については， Li Fang-kuei， The inscription of the Sino帽TibetanTreaty of 
821-822 T‘oung Pao， VOL. XLIV 1957および、佐藤長『古代チベット史研究』付録日を参照された

15) cf.拙稿 rチベット語動詞構造の研究JIF言語研究J]33号 1957.p35-. 
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っさに，チベット書写語の発展と時代区分の概略を示して見たい16〉o

I 古代チベット語(?-7世紀)

乙の言語を表記した資料は実在しないが，中古チベット語と古形式を保存

する現代方言とを比較した結果?推定し得る形式をいう O

H 中古チベット語 (7世紀-9世紀初頭)

a. 旧仏教チッベト語. ソンツエン・ガンポの時代以後 9世紀までに

かれたサンスクリット化した仏教チベット語をいう。

b. 中古チベット語. 現存する敦燈文書， トノレケスタン文書， トノレファ

ン文書および諸碑文によって代表される仏典以外のチベット語をいう O もっと

も最後の資料として唐蕃会盟碑(長慶2年， A.D.822)がある。

E 近古チベット語 (9世紀初頭-10世紀)

a. 古典チベット語. 宝歴2年 (A.D.826)に， khri-lde srong btsan王

によって，旧仏教チベット語を改定し，はっきりとした綴字の規則とサンスク

リット化された統辞法をもって制定された新仏教チベット語をいう O 新訳大

蔵経 bkab-bgyur，bstan司bgyurによって代表されるo

b. チベット文語 9世紀以後，中古チベット語の諸規則によって改変

された書写語をいう。仏典以外の文書に用いられているO

W 中世チベット語 (10世紀-17世紀初頭) 17) 

チベット文語の発展時代 1(10世紀--14世紀〉教理哲学的文語の成立。

Rin chen bzang-poの活動と Buston rin chen grubの著-作によって代表され

る。

ii チベット文語の発展時代II(14世紀-17世紀初頭)教理哲学的文語の

完成。 Tsongkha paなどの著作によって代表されるチベット語。

V 近世チベット語 (17世紀-19世紀)

蒙古語満州語漢語(トノレコ語)と対訳される 『四体清文鑑Jr五体清文鑑』
によって代表される口 チベット文語の新しい整理段階 (17世紀後半から 19世

紀)をさす。単語の意味が整理され，新造語が満州語漢語を基準として造られ

16) これまでチベット語の時代区分を試みたのは，管見の及ぶ限り G.Roerich氏のみである。上指
TH6eTCKHH月3b1K.P.26-および OCHOBHblenpOOJIeMbI TH6eTCKoro 5I3b1K03HaHHSI. COBecrcKoe 
BOCTOKOBeぇeHHe.No.4. 1958. P.ll1.以下の区分はまったく仮りのものであって，資料の不足と未

調査から，今後多くの補充を必要とするであろう。

17) 中世チベット語の文献については，上掲 Roerichにしたがった。
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ナこ18)。

VI 現代チベット語 (20世紀一〉

中共統治以後のチベット語。漢語を媒介として，新しい科学知識を表現する

ための豊富な語葉作成と?漢語からの多数の借用語によって特徴づけられる書

写語をいう 19)。

これらの各段階を代表するチベット語の形式を再構成し，さらにそれらを比

較して?語集の変遷，音韻体系，文法体系の変化を考察する乙とは，極めて厄

介なととではあるが，必要な目標である O その目的のためにはチベット語以外

の言語による音表記あるいは対訳語棄をともなった資料がもっとも重要な役割

を果たすことは当然である。乙の種の資料には，とくに上記Wの段階に属する

漢字による音表記をもった乙種本『西番館訳語』がありう Vの時代には，満州

文字によって音表記された『五体清文鑑』がある O これらの文献の研究は，N

およびVの時代の代表的な書写語の形式，あるいは特定の地域に限定された書

写語の形式を，少くともその一部について十分に明らかになし得るであろう O

一方，チベット口語(phalskad)形式の発展は，当然乙れらの書写語の変遷とは

別個に考えなければならない。それはより厄介な問題であり，また資料も極め

て乏しい。しかし?その中で過去の特定地域のチベット語口語を記載した好個

の資料があるO いわゆる丙種本「西番館訳語』とよばれている漢語とチベット

語の対訳単語集である O 本稿は，乙のテキストを対象として?そ乙に記載され

た言語の音韻体系および単語形式を再構成し，文法形態の一部を記述しようと

試みたものであるD

二西番語Aならびに西番語B

一一15世紀アムド地方文語と16世紀西康省天全方言一一

『西番館訳語』あるいは『西番館(訳語)雑字』という表題をもっテキスト

は， 15世紀から17世紀にわたって，中国において編纂されたチベット語と漢語

または漢語とチベット語の対訳単語集であって，当時中国領土内で，チベット

語が分布した主要な地域の代表的な言葉の基本語葉とその発音を記載したもの

である。現代筆者が扱い得るテキストには，つぎの 8種類の齢、本と刊本があるO

18) 近世チベット語と現代チベット語の聞に当然民国初期のチベット語， 近代チベット語をあげるべ
きであるが，それを代表する文献を見出し得ないために保留した。

19) cf.拙稿 rチベット語新造語:廷について」日本西蔵学会会報6号 P.5-，1960. 
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1. パリ・アジア協会本『西番館訳語J

2. 京大文学部言語学教室蔵本『西番訳語J

3. 天理図書館蔵本『西番訳語J

4. 龍威秘書中lと合まれる『西番訳語』

5. 東洋文庫所蔵『西番館訳語雑字J

6. 今西龍先生旧蔵 1種『松潜属象鼻高山西番訳語J
7. 今西龍先生旧蔵H種『松潜属瓦沃雑竣大小金川各西番訳語J

8. 同波国文庫本『西番館訳語J20) 
lから 7は，いわゆる乙種本華夷訳語に属し 8は丙種本華夷訳語と呼ばれ

るO

乙の中， 1. 2. 3. および4は，数ケ所に見出される誤記を除いては，相互

に内容は全然異るととろがない。その上乙の四種類の西番館訳語は 5に掲げ

た東洋文庫本と全く同一のチベット語を記載したのみならず，東洋文庫本は前

者の内容を補足する目的のもとに作られた続添本であったと考えることができ

るO 筆者は本稿とは別に， ζれらのテキストに記録されているチベット語を分

折した結果， ζれらの西番館訳語はおそらくアムド地方の一種の共通語と認め

られる書写語とその諌書音を記述したものであるという結論を得た21)。 その言

語は，チベット文語に極めて近い古い形式をよく保存していて，現代アムド方

のほぼ4世紀を遡った一段階を代表するチベット語であるという乙とができ

るo 乙の言語を便宜上"西番語A" とよぷ乙とにしたい。

これに対して 6および 7に掲げたテキストは，や〉体裁を異にする。とれ

らのテキストでは予め中段に漢語の基本単語 742項目が印刷されており，調査

員が ζれを各地に持参して，漢語に該当する土語の形式を土着の文字を用いて

上段に，その発音あるいは口語形式を漢字によって下段に記入するような体裁

になっている O 乙の体裁自体はいわゆる乙種本と一致するけれども，一定数の

20) 乙のほかに9)ベルリン国立図書館所蔵齢、本， 10)桐劫悲氏所蔵明紗本， 11)英国ケンブリッチ

大学図書館所蔵のウエード・コレクシヨン中の『訳語」と称する紗本， 12)パリー国民図書館本(清朝

抄本)， 13)エドキンズ氏旧蔵現大英博物館蔵本(明代刊本)， 14)ハノイ極東学院蔵本(清室長、本)があ
るといわれる。(石田幹之助， r女真語研究の新資料J~'桑原博士還歴記念東洋史論叢JJ 1931による)ζ
の中 14)は上に掲げた 6)，7) と同じ碍類の西蕃訳語であろう。間宥氏によればハノイの極東学院
には3部あって， 1)松結局包蒔等四番 2)泰京j詞沈辺等商番 3)建白属木裏瓜別商番と題されて

いる (1埼11氏自身は未見)。そのほか北京故宮!事物館に所蔵されたが詳細はわからない。 WenYu， 
Phonetic changes of the superadded and the prefixed letters in eastern Tibetan 
dialects. Studia Serica VOL. V. 1946. Note 6. 
21) 拙稿，乙種本部番館訳語の研究(未発表)

円。
Q
M
 



調査単語が定められ，それが予め印刷されている点が異っている。概略今日の

方言調査表に該当すると考えて差支えない O 清朝は，乙の種の語葉;調査表を作

成し，各地の土着言語の調査をかなり大がかりに試みたものと思われる 22)。第

5番目に掲げた西番訳語は，表題として象鼻高山方言と名付けられているごと

く，確かに四川省松藩勝、のチベット方言を記載したものであろう。しかし，チ

ベット文字を用いて上段に書入れられた形式は，チベット文語形にやや近いに

も拘らず，漢字によって表記された形式は，チベット文語・現代諸方言および

その他の西番語との聞にかなりの相違がある O おそらくその漢字表記は，象鼻

高山方言の特異な口語形式を代表しているものと考えられるが， 詳かではな

い23)。今日なお，四川省松藩将、蔵族自治州の中には，乙の言語を伝承するチベ

ット方言が話されているととと思われる o 第 7番目に掲げた瓦沃雑竣大小金川

方言と称される西番訳語は，狭義のチベット語には属さない特徴をもった言葉

を記載している。あるいはその言葉は chiang語系に属する一つの方言ではな

いかと疑い得るがとれも詳かで、はない 24)。

6および 7に掲げた西番訳語は，共にチベット文字を用いて書かれているけ

れども，その表記法自体がかなり特殊である上に，チベット文字による表記と

漢字を用いた音表記とは必ずしも規則的に相応じていない。これらの特殊な西

番訳語の内容については，別の機会に検討したいと思う 25)。

22) 西番訳語のほかに，今西龍先生旧蔵の華夷訳語の中に， 乙の体裁の永寧属水漬課耀訳語が含まれ

ている。

23) 象鼻高山方言の例を天文門から数例掲げる
1) gnam sdon soく天>老恩包 2) nyi・ma
3) zla-ba <月>雑瓦 4) skar-ma 
5) sprin <雲〉舎の bbrug
7) mtshob-ba <電>倉把 8) pa-ma 
9) khab ngan <雪>恰哀額 10) rmug-pa 

24) 瓦沃雑怯大小金川方言の例を天文門から数例掲げる。

く日>尼麻
<墨>恰麻

<雷〉霊
<霜>把木

<露>木巴

1) du-lu (?) く天>得某 2) ki-ni <日>各領

3) tsi-la <月>責納 4) tshubu-ri <星>奏惹
5) sdi <雲>色登 6) ti-che <雷>的直
7) tu-ye <電>fflj也 8) sngar (?) <霜>色奄
9) (ta-phag) <雪>代巴 10) da khu ku rnye <霧>達庫各児領

25) とのほかに，表題のない訳語がある。 はっきりとしたチベット文字で書かれているが狭義のチベ

ット語でない。つぎに天文門から数例をあげる。

1) dmib <天>墨 2) ne-ma 
3) lam-ma <月>良麻 4) king 
5) jag <雲>甲 6) dmi-bjig 
7) dme lag <電>墨!立 8) kek 
9) we <雪〉喧 10) nu-mo 
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<日>乃麻

<星>庚
<雷>墨吉

<霜>陥

<霧>陪模



きて，以上 1から 7までに掲げた西番館訳語はいずれもチベット語と漢語の

対訳単語集であった O ととに 1から 5までのテキストの内容は四夷館あるいは

四訳館において，チベット州からもたらされた末文を翻訳するにあたって?訪露

訳官が参考にした単語集であった。 ζれに対して 8番目に掲げた阿波国文庫

本西番館訳語は，会同館の通訳官がチベット使節との通排にあたって参考にし

た漢語とチベット語の対訳単語集である口とれはチベット文字を用いずに基準

として掲げられた漢語の下に，該当するチベット語を単に漢字をもって表記し

ただけの資料であるために?一見して扱い難いそして同時に価値の少くなしり

印象を与える o それにも拘らずその内容は多くの点で，チベット語史研究に重

要な資料を提供するのである。おそらくチベットに残る数多くの文献を通じて

10世紀以後の口語形式を記載した資料は存在しないであろう D チベット口語は

上述のごとく書写語とは別個に，独自の発展をして来たD 一定の時代の口語形

式はチベット文字による表記では伝えられていない。しかし，乙のテキストに

は漢字を用いた表記がある O 当然，チベット語と漢語の音韻体系の相違から，

漢字表記には一定の制約があったけれども， ζのテキストは， 16世紀中頃のチ

ベット口語の形式を，かなりよく伝えているというととができる。そこに記載

された言葉は，一部に古い形式たとえば語頭の音結合などを保存しながら，全

体としては西康省で話されている言葉，たとえばチヤムド方言にかなり近い単

語形式と音素体系をもっていた。 筆者は， そとに記載された言葉は， 西康省

電天全'のチベット方言であったと推定する O 筆者の推定の根拠は，乙のテキス

トの地名門にある O 地名門では，まず北京・南京が掲げられそれにつづいて，

すぐ天全六番招討司の項目をあげている 26)。 ζの事実はとのテキストを用いる

場合に，北京・南京につづいて，いずれよりも天全六番が重要であったととを

意味する O 天全六番は，おそらく，現在の西康省天全市を中心とする地域に該

当するのであろう。そして， ζの訳語に記載されたチベット語は，少くとも天

全を中心とするその近辺一帯に通用した標準的な口語であったにちがいないと

思われる。 筆者は乙のチベット口語を西番語Bと名付けておきたい。 現在な

お，天全市あるいはその近辺において，西番語Bを伝承するチベット方言が実

際に話されているものと考えられる o

上述のごとく，チベット文字以外の音表記をともなった言語資料としては，

26) 天金六番招討可については，明史列伝巻199にその記載がある。
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乙れらの『西番館訳語』のほかに，なお『五体清文鑑』がある 27)。西番語A.

Bは?共に『五体清文鑑』に伝えられるチベット語ともまた異っている O 後者

はp 現代ラッサ方言にかなり近い形をもっており，満州語にあわせてとくに創

作された単語を少なからず含んではいるけれども，おそらく 18世紀のラッサを

中心とする中央チベット方言(ラッサ方言ではない)28) を記載したものと考え

て差支えないであろう O そ乙 l乙各単語毎に与えられている満州字による音表記

は?概略『同文韻統J(1750)の一般的な記載と一致するから， r五体清文鑑』
は当時中央チベット地域に通用した標準的な讃書音を代表していると云う乙と

ができる O

西番語Aぅ西番語Bおよび五体清文鑑のチベット語が?文語と口語といわれ

る性格のちがいのほかにう時代の相違とともにさらにそれぞれ異った地域の言

葉を代表している事実は?極めて興味がある O ζれらの各言語資料のもつ性格

の一端をより明瞭にするために，つぎの四つの項目の下に 3種のチベット語

を比べ?その差異を整理してみた。

I 同ーの事柄を表現するのに29)，同語幹の単語形式を用いながら， 実際の

音形式が相違している単語がある。

例
西番語 A 西番語 B 五韓清文鑑

<星> skar-ma思葛児腕 rskar-maj : I癌児麻 ikar叩 aj: skar-ma ikar-maj 

<赤い>dmar-po黒麻児播 ixmar欄poj:馬見卜 imar-puj: dmar-po imar-poj 

<飼> ral gri 刺耳草梨 rralgrij 来支 iray dがj: ral gri r ral t~ij 

<雲> sprin 思ト客 rsprinj ト客 i prinj : sprin i prinj 

<石> rdo 児奪 rrdoj 架 i doj : rdo itoj 

乙の例からでも，三つの資料の聞につぎの対応関係を発見する乙とができる。

西番語A 西番語B 五障清文鑑 西番語A 西番語B 五樫清文鑑

1. sk- k- k- 3. sp- p- p-

2. xm-: 百1- 百1一 4. rd-: d- t-
一一一一一一ーー守一一一一一一一一

27) 以下『五体清文鑑』は，民族出版社，上・中・下冊， 1957による。
28) Lhasa方言と中央チベット方言の相違については， R.A. Mi11er， The Independent status of 
the Lhasa dialect witnin Central Tibetan. Orbis. VOL. IV. i 1955 pp.49-55で述べられて
し1る。

29) 厳密には，まったく同ーの事柄と云うことができない場合があるけれども， 同じ漢語p:対照され
る事実から，乙れらのチベット語が同ーの事物を表現していると考えたい。
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5. gr-: d弓一: 9. 一ln -ln -ln 

6. r-. r- r- 10 . 一O 一O 一O

7. -ar: -ar -ar 11. 一口la: -ma: 一日1a

8. -al : -ay : -al 12. -po -pu: -po 

ζの種の対応関係、を，とのほかなおいくつも発見でき， しかもそれらが全体

にわたってほぼ規則的にあらわれている D 上表からでも西番語Bおよび五樫清

文鑑は，西番語Aに対立して，相互にやや近い関係にある ζ とがわかる。

H 同ーの事柄を表現するのに，同一語根形式に属する異った語幹形式を用

いている単語がある。

例
西番語 A 西番器 B 五糟清文鑑

く低い>dman 黒慢「比xm工nanj 罵瓦 fma

<書> 凸削i加nトl-mo寧蹄 「陥伍削i泊n-叩moJ山:(惚示公 「員削i峨叩♂1叩uJ: 首削ingung f抗而in-k口叩un札ω
悶J嗣i

く高い>mt出hon木閤 fmt白honj:闇卜 fth加10n帽puω1リJ:mth加10rthoj 

語根末尾に -nを伴わない形式は30)三つの資料を通じて，必ずしも規則的に

あらわれていない。

田 同ーの事柄を表現するのに，違った語根形式を用いる単語が少なくなく，

3種のチベット語の聞には、基本的な語葉lと関しでもかなりの違いを見出すと

とができる o

例

く硯>

<明日>

く兎>

く雷>

く江>

西番語 A 西番語 B 五髄清文鑑

dar rda達児奪 fdar-doJ 納采 fna?doJ: dar ftarJ 

nang par襲罷児fnauparJ :桑陣内au話iJ: sang f sauJ 

yos約思 fyosj 里公 fri-guuJ : ri bong f ri-pouJ 

thog托 ftho? j ト魯 fbruり : brug sgra fpruk t~aJ 

rtsangゃo児蔵播 frtsau-poj:出戦 ft~hu t~hanJ : klung fkluUJ 

く井戸> khron-pa克笛L罷 fkhron-paJ:輩出 fdoU t~huJ : khron-pa f t~hon司paJ

ζの関係を一つの語葉部門に限って考察すると，四番語Aと西番語Bの聞に

つぎの結果がでて来るD たとえばもっとも基礎的な単語を収録していると考え

られる「人体門Jを例にとれば西番語Bには27諮が収録され?四番語Aでは，

30) チベット諮の -n と~# (zero)の関係については，拙稿， rチベット諮動詞構造の研究J[j"言語
研究.n33 p.28.注1を参照されたい。
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パリ本に36語，東洋文庫本に20語合計56語がある O ζれらの基本単語の中で相

互に共通した形式をもっているのはヲく仁1>，<舌>ヲく限>， <鼻>，<歯>，

<手>， <脚>， <髪>， <腸>，<腹>，く腰〉および<耳>， <身体> (あ

との 2語は，西蕃語Bでは複合語となる)の13語であって<頭>， <顔>，

<心>， く指>， <霧>は?違った形式の単語を記入している。

炉リ
西番語 A 西番語 B (五体清文鑑)

<頭> dbu物 rwuJ :郭 rgoJ : (mgo rkoJ) 

<顔> zhal度耳「ね1J :鷲 ruoJ : (UorUoJ) 

<心> sems線思 rsemsJ :事「益iUJ (s凸ingr益iUJ)

くf旨> sor-mo i俊児磨 rsor-moJ:足谷rdzuguJ : (smodm叫ogLsuo「mt叫01UJ<く食指指~)

く爵援> rgya-bo 児甲俄 rrgya-woJ: 馬瞭~ rma-raJ (sma -ra r ma -ra J) 

一見して，西番語Bは，五体清文鑑lζ近い乙とがわかるけれども，西番語A

とBの聞の相違は，前者がいわゆる敬語形を記入しているために(上例<頭>，

<顔>)あるいは範囲の広い漢語の意味をや〉ちがった点でとらえているため

に(<心>を西番語Aはそmind'に?西落語Bは‘heart'に，<指>を前者は 'finger'

lと，後者はそforefinger'に〉生じている場合も多い31)。

W 同じ事柄を表現するのにその表現手段が異る例がある O

西署語 A 西番語 B 五体清文館

ぐ深い>zab rzapJ 丁零ト rtiuriU-puJ: zab rsapJ 

<浅い>mi-zab rmi zapJ 哨 r~a w J : sra b r sra p J 

<遠い>ring零 rriuJ 塔零 rtha?riUJ 

口く長い>

<近い>首e呆 rIIeJ

=く長い>零 rriuJ:thag ring rthakriuJ 

:塔漏れha市eJ

く短かい>rthuuJ:= <短かい>

西審語Aはく浅い>をぐ深い>の否定として表現し，西落語Bは<深い>を

く深さが長い>と表現する O また?西落語Aではく速い>とく近い>にとくに

thag <距離>を付けないなどの差異がある。

V 西番語Bは，西悉語A，五休活文鑑そのほかのチベット語形に該当する

形式をもたない特殊な単語をいくつかもっている。

31) sma-raく口髪>に対して rgya-boはくつり髪>である。
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商番語 B 西番語 A 五体清文鑑

く桃> 姐干内ekanJ? : thau :f;答吾 rthauJ : mngar kham r:oar-khamJ 

く鷲> 鳴 rgaJ? : ngang帽pa昂罷 r:oa:o-paJ: ngang-pa r :oa:o-paJ 

<蚊> 母昔rmuGij? 

く麻子>拓児巴 rdar司paJ?:

「
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<猫> 葬郎 rmo:ora:oJ?: a-1i阿梨 ra-lij32) 

く璃瑠>暴力 rmoliJ? : gzi席 rzij

ζれら 3種の資料によって代表されるチベット語の地域的な差異は，将来現

代諸方言全体にわたる比較研究によって明確にされ得るであろう o ととに同一

の事柄を表現するために異った単語形式が用いられる事実は，音形式の対応関

係などよりももっと興味のある事柄である。とれについて，つぎに二三付言し

ておきたい。さきに掲げた単語たとえば<兎>には yos(西番語A)，ri-go:o (西

番語B)，ri-bo:o (五体)の 3形式があり，く雷>には thog(西番語A)，bbrug 

(西番語B)，bbrug sgra (五体)の形式があった。 とれらの単語形式は?いず

れも所謂チベット語辞典に登録されている O したがって同じーっの事柄を表現

するのに，各々の方言において，全く同じか(上例<雷>)あるいは極めて近

い意義をもった(上例<兎>) 33)いくつかの文語形式の中から，いずれに対応

する形式を選択しているかが問題なのである O 乙のような単語形式を選択する

仕方の等象線が，方言問の親近関係を決定するための強い根拠として取上げら

れなければならない 34)。との 3種の資料は，現在すでに観察し得ない過去の時

代の単語形式の分布をさぐる ζ とができる点でも，大きい意義をもっている。

しかし，西番語Aと西番語Bを対照する場合には，前者が文語形式を伝え，後

者が口語形式を表記している点をも十分に考慮しなければならない。一般に丙

種本華夷訳語は，漢人の通訳が使用するために，実用的な目的をもって作成さ

れた当時の簡易口語単語集であった。その ζ とは，丙種本が漢語を中心として

配列され，かつ塞外文字を用いていない体裁からもよく理解できる。したがっ

て後者の内容にも，書き言葉にとらわれずに，話し言葉を忠実に表記しようと

32) a-li は Sikkim語形である。
33) yos <兎>に対して ri-bo!)-ri-go!)はく野兎>を意味する。

34) しかし，チベット諮の場合， タイ語などのように明瞭な線を引き得るか否かは明らかではない。
(cf. Fang-kuei Li， Classification by Vocabulary Tai dialects. Anthropological 
Linguistics. 1959) 
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した態度がよくあらわれている。たとえば<海>は西番語Aでは，児甲木錯

Irgja叩 tshojと表記されるのに対してヲ両者語Bでは男剣 tsientsho I drenぺshoJ

と書かれている O また<辺境>は西番語Aの薩木塔 sa-mthaに対して，西番語

Bでは三塔 santhaと表記される O 乙の事実をつぎのように考える乙とができ

るO 前者は? とれらの単語ぐ海>および<辺境>が実際にはそれぞれ2つの形

態素 rgyaとmtsho，saとmthめから成りたっている乙とを意識して表記した

のに対して，後者は，実際l乙間かれる単語形式に重点を置いて記録したのであ

るD 同じ形式の単語を表記しているにも拘らず?両者の間に乙のような差異が

認められるのは?との 2種の西番訳語が表記したチベット語すなわちアムド文

語と天全口語が音素体系を異lとしていたとととは別に，両者の音表記にあたっ

た態度の違いを如実に示しているのである O とのような例はなお若干ある O 文

語 damka ~と該当する<印信>を黛鴎 IdaD kajと表記してう丹鳴 Idam-kaj

としないのも， damの末尾音 -mが， 天全方言において， つづく初頭音 k--

K同化されて軟口蓋鼻音一りになる乙とを表記したのである O 文語 pad-maに

該当する<蓮花>を班麻 Ipam-majと表記して， Ipa?-majとしないのも同種

の現象を記録したのである O 乙れらの単語では，連続する 2つの形態素の聞に

，<閉じたつながり>が認められたにちがいない。しかし?一方外面的にはこれ

と並行した環境にあるにも拘らず? 乙のような同化現象が記録されていない例

もある O たとえばく白槽香>は鎖丹I鹿児ト Itsan・tankar-pujと表記され， 鎖

黛鴎児トとなっていない。 この事実はつぎのように解釈することができる。

<白梧香>鐙丹鳴児トは別の単語<降真呑>鐙丹馬児ト Itsan匂 nmar-pujと

対照して明らかなどとく ItsarトtanJ <梧香〉および Ikar-puJ<白い>のそ

れぞれ独立した 2つの単語から成りたち，上例く印信>ゃく蓮花>とは違っ

て， tsan・tanと kar岨puの問には軽い息の切れがあり， 両者はいわゆるく聞い

たつながり>(open juncture) において連続していたために，上述のような音

声同化が起らなかったのである O 今一つもっと興味のある例を掲げよう O 文語

rma七yaく孔雀>に該当する形ば? 西番語Bで卯牙と表記されている D 他の

例では文語の rmaには?西番語そ罵， Imajが， bya にはつねに電斜， rヰeJが
対応するから<孔雀>を卯牙と表記するのは，一見不規則かあるいは誤りで

あるかのように思われる口しかし，実際にはそうではない。西番語Bではく孔

雀>が rmaと byaの結合であると意識されないで一つのまとまりとして扱
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われたのである。文語 -abには西番語 fawJが該当するから<孔雀>の口

語形式が fmaw働yaJと聞かれ，卯牙と表記されても決して誤った記録ではなか

った。口語形式をそのまま記載した結果である O 丙種本『西番館訳語J(阿波国

文庫本)は，とのどとく忠実に当時の口語形式を表記しようとした書物であった。

華夷訳語に記載された言語を十分に解明するためには，とのテキスト以外に

解明の根拠を求めないで，専らテキスト内部の相互の対照から結果を出そうと

する方法は好ましい態度ではあるけれども，チベット語のような単純な音素体

系をもった言語においでさえも，実際には大きい困難があって，との方法のみ

で得た結論にはp 強い信頼をおく ζ とはできない 35)。乙れは中国塞外諸言語と

漢語が音節形式・単語形式を相違している ζ とからもたらされる当然の帰結で

ある O たしかに，華夷訳語における漢字による表記法には，一貫した原則が認

められる O 同じ単語に対しては，つねに一貫して同じ漢字を用いて表記しよう

とした。 ζの丙種本『西番館訳語Jでは，たとえばく水>には，つねに電出'が

あてられ<烏>にはそ斜'があてられる o したがって，とのテキストの中か

ら， つぎのような手続でいくつかの単語を抽出するととができる o たとえば

く松>湯盛， く椀>看包盛<桑>打児盛の単語をく木>盛と対照する ζ とに

よって， ζの3つの単語に合まれる盛がく木>の意味であり，それぞれ湯村盛，

看包日盛，打児日盛と分解できることがわかる o 同様に， く寅時>思大観坐uは，

<虎>思大とく時>観剣に対照する ζ とによって，思大と観到に分析し得る ζ

とがわかる o しかし， ζζに抽出された単位宅看包三 宅打児'および電思大'を観

剃'がそれ以上lζ分析できるか否か，換言するならば，漢字2字が西番語Bの

ー音節を表記しているのかニ音節を表記しているのかはとの種の手続だけでは

決定できない。さらに，もっと根本的な問題として，それらの漢字が，実際に

は如何なる音形式を表記しようと意図したかを推定するためには，正直にいっ

て，当該言語ともっとも近い親属関係にある言語， ζ とではチベット文語乃至

いくつかの現代チベット語方言をよりど ζろとしなければ，正確には成功しな

いと思う。とのととを，つぎに極端な例について論じて見ょう o さきに掲げた

どとく西番語Bではく兎>は盟公と表記されている O 乙の電盟公'が，さらに

'里'と電公， ，と分析できるか否かは， 乙のテキストのみではわからない。しか

35) 筆者の方法については，拍稿， r十六世紀におけるパイ・イ語一漢語，漢語・パイ・イ語単語集の
研究J IT'東洋学報.!l43巻3号.1961において述べた。
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し，西番語Bで里告が初頭音結合の先行単位を表記したと考えられる例がほ

かに発見できないから，‘里公'は， 2音節形式を表記し， く兎>は1i-kut)あるい

はそれに近い形式をもっていたと推測できる。乙の推測にも拘らず，西番語B

でく兎>が，より正しくは ri-got)であったと推定しなければならないのは，

乙れに対応する文語形式 ri-got)ラッサ方言 rP-kot)3，シガッツェ方言 rP-khot)3，

チャムド方言 rg3欄gOt)3，アムド方言 ri-oot)の諸形式が存在するからである O

いずれの方言においても，初めの音節は lーではなく rーではじまり， 後の音

節の母音・末尾音の連続は -ut)ではなく一ot)である O 当時の漢語では， riお

よび kOt)を正確に表記できる漢字がなかった。 ζのテキスト全般にわたって，

初頭音 rと 1を表記分けしていない上に，一ot)と -Ut)も同様に区別するとと

ができなか勺だ o それらの差別は当時の漢語にはなかったのである o したがっ

て<澗>を意味する西番語Bも， く溝>を意味する西番語Bも?ともに漢字

句瀧， 1ut)を用いて表記されているにも拘らず， 乙の 2単語の形式は実際には違

っていて，それぞれ rot)および 1ut)であったであろうととは，文語形式から

容易に決定できるO また，決定しなければならない。単に漢字表記のみにたよ

ってF 同じ漢字で表記された単語には，つねに差別のない形式を推定するとと

は許されないであろう O 我々はつぎの原則にしたがわねばならない。漢字によ

る表記では区別されていないけれども?別の根拠からある差別が当然西番語B

K存在していたにちがいないと考えられ，かつ当時の漢語で，その差別を(十

分に)適切に書きあらわす手順がなかったことが明確であれば，その差別を西

番語B~L認めて差支えない。それ故，乙のテキストにおける漢字表記を扱うた

めには，いくつかの基本的な補足仮定が必要である D たとえば，親近言語の形

式から考えて，西番語 B~と，初頭の有芦軟口蓋鼻音。ーが存在した乙とが明確

であるとか，上記のごとく， 1-音と r-音が意味の差別をになっていたにちが

いないとか， -ot)と Ut)が確かに弁別されていたに相違ないとかの諸点が明ら

かにされるから，西番語Bの形式を推定するにあたって，乙れらの差別をも認

めるべきであろう O しかし，つぎの原則を見過してはならない。当該言語の A

B形式を表記するのにう漢語の AB形式を用いるのがもっとも妥当であると考

えられるときに，また実際にそのように用いられているときに，たとえば文語

形や方言形式から同じく AB形式を予測できる他の;言、義をもっ単語が，漢語の

AB形式を用いて表記されずに， AC形式あるいは DB形式を用いて表記されて
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いたならば，特殊な条件がない限り，後者の単語は予測に反して，実際には AC

または DB形式?あるいはそれに泣い形式をもっていたと解釈しなければなら

ない。たとえば，西番語Bのく繍>を意味する単語形式には，文語 lde-mig，ラ

ッサ方言 te2咽mi2Fチャムド方言 de3-mdg2西番語A sde-mig思棟迷が対応する

から， rde-mi? Jの形式を予測し，その上， de-riuく今日>が
4
畳零'をもって表記

され， migく眼>が 4密'と表記される例から類推して， く繍>には漢語ぞ畳密'

を用いて表記しているであろうと同時に推測するととができる O そして当時の

漢語では， rde-mi? Jの形式を電畳密'によって十分に表記するととができたO そ

れにも拘らず， ζのテキストでは実際にはく繍>はそ的賦'と書かれている a

電的'にはくどま>的 rtij，電賦'にはくこ>日ijの並行例があるために<鋪>

の形式は rde-mi?Jではなくて， rdi-niりであったと推定しなければならない。

との西番語Bの形式は?チベット人自身の言語意識にもとずいたのではなく F

<眼>の rmi?Jとく鋪>の「泊りが，もともとは同ーの形態素であるととを意

識しない漢人が，耳で聞いた口語の音声形式をそのまま記録した結果である蓋

然性が大きいD 今一つの例をあげよう o <玉>は西番語Bで，電舎'と表記され

るから，音形式 r~eJ を推定できる O とれは文語 shel に対応するために， shel 

を含む別の単語<現泊>にも文語形sposshel ，ともとずいて，同じ形式 rpo~eJ 

を予測する ζ とができる口 しかし， 実際にはこの予測に反して<琉泊>は

'博世， rpo ~ij と表記されているのである O 西番語Bでは，文語の shel，ζ対

応する形式は， 単独にあらわれるときには r~eJ であり， 複合語の一部では

r~ij であった O ζれも漢人が， 口語の音声形式を忠実に表記した結果に外な

らないと思う O ことで曽つての漠人が意識せずに記載した事柄に言語学的な操

作を加えるならば，乙れらの例の rni?J， r~ij があらわれるのは? 複合語の第

二成員の位置に限定されるから，音素形式はたしかに「副?J r~ij であったけ

れども， それぞれ単独にあらわれる rmi?J および r~eJ の allomorphs とし

て， {mi?--員i?}， f~e--~i}のごとく扱うととが許されるであろう O

筆者は?以上のような方法と態度をもって本稿第三章において西番語Bの音

韻体系を推定し，第五章において，乙のテキストに記載された順に，西番語B

の単語形式を再構成した。
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三西番語Bの音韻体系

上述のごとく，乙のテキストに採録されている単語を相互に対照することに

よって?さらにその結果をチベット文語および現代諸方言形式と比接する乙と

によって?一連の形態素を抽出する手続については?とくに問題はない。現在

我々 は， 乙の言語を直接に観察する乙とはできないけれども，かつての漢人が

表記した結果を通じて考察する乙とができる。乙の手続によって，西番語Bの

単語は 1つの形態素あるいは 2つまたは 3つの形態素の連続から成りたってい

る乙とがわかる O そして 1つの形態素は，原則として l種のトネームをともな

った C1VCz音節様式から成立していた乙とも推定できる o C1の位置には単純

子音のほかに若干の音韻結合があらわれるが，Vの位置にたつ単位は，専ら単

純母音に限られていて?母音結合は認められない。 Czの位置には，限定された

単純子音またはいわゆる半母音があらわれて，先行するVとの聞に一定の連続

関係、が成立する D

乙の西番語の音節様式を表記するために，乙の訳語においてとられている方

式として，つぎの諸原則が認められる O

a) CVCZ音節の Czが・#(zero)，ー?， -y， -wおよび-!J， -n， -m，のときに

は，漢字一字すなわち漢語のー音節を用いて表記する O この場合， CV#様式と

CV?様式とを，表記上とくに区別しないが? これは， 当時の漢語にはいわゆ

る入声音がすでに消失していて?乙の両者を明瞭に弁別する乙とができなかっ

たためである。

b) CVC2音節の C2が -s，-r，一1であるときには，漢字2字すなわち漢語

の2音節を用いて表記する O 原則として， -s 'Cは忠を -rには児を，そして
-1 ~とは勅を用いる O

c) CVC2音節の Cが音韻結合であるときには?漢字2字すなわち漢語2音

節を用いて表記する o S ~ζ 思を r ~ζ は児を p l乙は補， ト? 白を用いる O

d) 西番語Bのトネームは?全般にわたって規則的に表記されていないが，

部分的には?漢語の声調?陰平声と去声あるいは上声と去声の対立によって示

されている o

表記に用いた漢語の音韻体系

筆者は，以下西番語Bを表記するために用いた漢語を，明末北京音を代表す
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る徐孝の『重訂司馬温公等韻図経j~ともとずいて再現する 36) 0 r等韻図経Ji ~ご

したがえば，当時の漢語の音韻体系は，初頭単純子音(声母)19種， k-， kh-， 

t-， th-， n-， p-， ph-， m-， ts-， tsh-， s-， SL， tp-， tph-， 21.-， p-， - xーパー:母音

および末尾音の連続(韻母)40種， d!]， i!]， ut]， iUt] (通摂)， i，1， dr， y (止摂)，

u， iu C祝摂)， ai， iai， uai (蟹摂)， ei， uei (畳摂)， au， iau (数摂)， ;)， b， U;) 

(果摂)， a， ia， ua (偲摂)，ε， iε， UE， iuε(拙摂)， dn， in， un， iun (擦摂)， an， 

iεn， uan， iuεn (山摂)， a!]， ia!]， ua!]， (宕棋)， dU， idU (流摂)， [乙の中，若干

の韻母は， 初頭音との聞に限定された分配関係をもっている]， およびトネー

ム(声調) 4種，平声，上声，去声，如声，からなりたっていた。

当時の一人乃宝数人の漢人が，乙の漢語の体系，少くとも，これに極めて近

い体系にもとずいて，西番語Bを表記したと想定して，つぎにA)初頭子音?

B)母音および末尾子音の連続，ならびにC) トネームについてF 漢字による

表記例の並行から，西番語Bの音単位を考察する o

以下，推定した西番語Bの各単位が，概略他の現代方言形式とどのように対

応するかを示すために，異った条件をもっ対応例をそれぞれ一例づっ掲げた。

とれは，チベット語諸方言の比較研究というには価しないけれども，今後との

方面の研究のために，十分参考になるものと思う O ととでは，比較の対象とし

て，チベット文語， ラッサ方言(中央)，パノレティ方言(プリック方言(西部))，

チャムド方言(東部)，およびアムド方言(東北部)の形式を選んだ37)

A 初頭子音の種類

~1 西番語B，軟口蓋閉鎖音本k-*kh-*g-38) 

漢語の k-(見母)および kh-(渓母)を用いて表記される西番語Bの初頭

音には，それぞれ軟口蓋閉鎖音な-*g-およびなhーを推定する O

表記例1. く星>鳴 k-児麻 (16) く脚>問 k-巴 (622)

36) 以下に用いる『等韻図経」の再構成音は，陸志章氏の研究にしたがった。「記徐孝重訂司馬温公等
韻図経J燕京学報， 32期 pp.169-196.
37) 現代チベット方言の分類は，資料の関係から未だ十分な段階lといたっていない。 以下の比較に選

んだ方言は資料のややととのっている代表的な方言である。 Balti方言と Purig方言は立に極めて
密接しているから， Balti形が発見できない場合に Purig形を掲げる。 (P.によって示す)
38) 厳密にいうと，とれらはいずれも推定形式である。章者は， 一定の再構成の手続を経て推定した

形式を， r Jでつつんであらわしたいと思う。正確にはζれを音韻と呼ぶのは適当ではないが，漢
人が漢語の音韻体系にもとずいて記述した結果を，他の条件を考点して再び記述し改めた単位という

ととができる。
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2. <舞う>明書 k-児粘 (550) : <満ちる>岡 k-(54) 

3. <城市>渇 kh-児 (95) : <家>康 *kh-(394) 

lの系列は， チベット文語の無声無気音に (k-)，2の系列は有声無気音に

(g-) ， 3の系列は無声出気音に (kh-)，それぞれ該当するO もし漢語による表

記に忠実にしたがうならばヲ 1の系列と 2の系列が共に無声無気音を用いて表

記されているために西番語Bには有声無気音の系列が存在しなかった乙とにな

るO しかし，当時の漢語における閉鎖音の系列には出気音と無気音の対立はあ

っても，有声音と無声音の対立は認められなかった。それ故たとえ西番語Bに

おいて有声音と無声音の対立が存在していたにしても，当時の漢語の体系にも

とずく限り，乙の両者を適切に表記分けすることができなかったのであるO そ

して出気音と無気音の弁別に重点をおいてF 西番語の有声無気音と無声無気音

lζ対して，共lζ漢語の無声無気音を用いて記録したであろう乙とは当然考えら

れる O 一方，当時の漢語では，そり舌摩擦音にのみ無声音?と有声音究ーの

対立があった。したがって? 乙のテキストにおいて，西番語のそり舌摩擦音を

初頭音とする単語に対してのみ，漢語の無声音と有声音を明瞭に使い分けてい

る事実は重要な意味をもっている口しかもその区別が現代方言とくにチャムド

方言における音韻論的対立と一致するために (cf.p.114)西番語Bにおいても無

声音?と有声音尺ーの対立が意味の区別をになっていたと推定せざるを得な

い。乙の事実から類推して，初頭閉鎖音・破擦音についても，該当する文語形

式の差異を基準として， k-， g-: t-d-: p-b-: ts-dzーなどの 2系列の対立を認

めて差支えないであろう O 以下?乙の基礎的な推定原則にもとずいて，各項目

に有声無気音の系列を推定する。

初頭音 k-kh-gーをもっ西番語Bの単語は，チベット文語および現代諸方

言と概略つぎの対応を示しているO

Sifan B W ritten Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

1. <脚> rkan-paJ (622) : rkang-pa: kan-pa : kan・ma:kOU1綱pa1:xka守wa:

く唖> rku7 J (521) : lkugs-pa: kuk-pa: ?: kuk1・pa1:xkuxwa : 

<星> rkar-maJ (16): skar-ma : kaa1-ma: skar-ma: kaa-ma: xkar-ma: 

<白し'1> rkar-puJ (693) : dkar-po : kaa1-po: kaar-po: ka1や01 xkar-ro 

2・ く満ちる> r gauJ (54): gang : kaU3 : gau-se : kOU3 : khaU 

<門， ドア>r goJ (395): sgo : k03 : zgo : g05 : rgo 
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向... 

く九> rguJ (712).: dgu : ku3 : rgu :g芯 rgu

く頭> rgoJ (613) :口190 ko3 : go tJgo5 : mgo 

3. く口> rkhaJ (615) : kha : kha : kha : kha1 : kha 

く城市〉 rkhar J (95) : mkhar : khaa : khar : mkhar 

く円い，円>rkhor J (73) : bkhor : khoo1 : khor : kho1 : xkhor 

上に掲げた対応例から，西番語Bを中心につぎの対応原則をたてる ζ とがで

きる。

Sifan B Lhasa BatIi Chamdo Amdo Wr. Tibetan 
r 
1. k- : k- (高調) : k-sk- : k- xk- : rk-， lk-， sk-dk・-一

' 
2. g- : k- (低調) : g-， zg-， rg-: g-， tJg-: rg-， mg-: g-， sg-， dg-， mg-

3. kh- : kh- :kh- : kh-: kh-， mkh-， xkh-: kh-， mkh-， bkh-

~2 西番語B，歯茎閉鎖音 *t-，*th-，t-

漢語の t-(端母)およびth-(透母)を用いて表記される西番語Bの初頭音

には，上述の推定原則と以下の根拠からそれぞれ歯茎閉鎖音 *t-*d- および

*thーを推定する o

表記例

l. く花>滅奪 t-(279):く馬> 大 t-(331) 

2. く石>探 t- (91):く箭> 大 t-(449) 

3. <縄>塔th-巴(443):く飲む>通 th-(663).

1の系列は，チベット文語の無声無気音に 2の系列は?有声無気音lζ3

の系列はF 無声出気音lζ， それぞれ該当するO 軟口蓋初頭音と同様に， 漢語

tーを用いて表記された西番語初頭音の中には，実際には無声音 t-および有声

音 dーが含まれていると推測して，該当する文語形式の差異を基準に t-および

dーを推定する。

初頭音 t-th-dーをもっ西番語Bの単語は，文語および現代諸方言と概略つ

ぎの対応関係をもっている。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

1. くどま>rtiJ (327) : ti1 tii ? ? ti1 . 
<馬> rtaJ (331) : rta ta1 hrta: ta1 xta 

く千> r totJJ (724): stotJ tOtJl: stotJ: tOtJl : xtotJ-: 
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2. 

く見る> rtaJ (183) : lta- ta1 : hlta ta1 : Xthd . "，，:a.V.L.&.¥;7 

ぐ深さ> rtiD-J (145): gting: tiD1ー: :XthdD-: 

<日寺> rdu-J (211) : dus ty?3: dy3 dui-: 

く石> rdoJ (91) : rdo t03 P rdりa d05 rdo : 

<鍵> rdi一員i?J (442) : 1de-mig: te3叩 i2: (1imik) : de3珊mdg1: di-IIdq : 

<樹(の幹)> r dOD-buJ (299) :sdong-bu:toD3・pOl: (zdo) dOD 

く傘> rdu? J (438): gdugs: tuk3: 

<矢> rdaJ 

<坐る，ある>rdu?J 

<七> rdunJ 

(449): mdab: 

(423) : bdug-pa: 

(710): bdun : 

ta3 

tu3 

tyn3 

daa nda5 mda : 

duk-pa : dug3 cruq : 

凶un dyn5 :凶un

3・<縄> rtha?-paJ (443): thag-pa: thakLpa1: thaq-pa: thak1-pa1: thakWa : 

<飲む> r thuDJ (663): bthung: thuD1 : thuD-ma: thuD1 thuD : 

<辺り> rthaJ (187): mthab: thaa1 thaDaa: mtha: 

上に掲げた対応例から，西番語Bを中心に，つぎの対応原則をたてることが

できる。

Sif an B Lhasa Ba1t Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

4. t-: t (高調) : hrt-， st-， hlt-: t- t-， xt-， xth-: t-rt-， st-1t-gt-， 

5. d-: t (低調) : d-，rd-，zd-bd -:d-，nd-:d-，md-，bd-:d-，rd-，sd-，ld-gd-，md-占d-，

6. th-: th- : th- .: th-: th-， mth-: th-， bth-， mth-， 

S3 西番語B，両唇閉鎖音、一本phー*b- 咽

漢語 p-(帯母)および ph-(傍母)を用いて表記された西番語Bの初頭音

には，上述の推定原則にしたがって， pーには西番語B*p-bーを， phーには西番

語B*ph-をそれぞれ推定する。乙の *pーと bーの弁別は，対応する文語形式

を基準としたが， 実際には? この両者の区別が確かでない単語もある o (cf. 

く膝>)

表記例 1. <膝>ト p-木 (630)

2. <浪>把 p-洛 (111) く瓢輩>巴 p-力 (432)

3. <牌>鋪 ph- (450) <豚>伯 ph- (335) 

4. <砂>彼ph-麻 (110) : <数珠>平ph-瓦 (592)

1の系列は文語の無声無気音lと (p-)，2は有声無気音にゅう， 3および4は
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無声出気音(ph-phy-phr-)に，それぞれ該当する。そして， p-ph-bーを初頭

とする西番語Bの単語は，チベット文語および現代方言と概略つぎの対応を示

している。

Sifan B Wr.Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1・ く膝> r pu-muj (630): pus-mo: pe1叩 01: bukbmo: py3・m03:w己i-mo:

<板> r patJj (?) (154): spatJ- : paD1- : spaD- : xpaD-: 

く官吏>rponj (473) : dpon-: pon1-po: xpon: 

2・ く霜> rba-muj (13): ba-mo : pa3・m03: pa3咽m03: 

ぐ浪> fba-lo? j (111): rba-log : paL : chhu-rba: bdL : wa-

く亀> frかbayj (358) : rus-sbal: lP聞pε3 : P. zbal rP・pee5 ru同pel

く虫> rbuj (357) : bbu : pu3喝in1:habu : mbが : wu 

3・ く豚> rpha? j (335) : phag-pa :phak1剛pa1:P. phaq : phaa1 : phaq 

4・ く砂> fphi叩 aj(110) : bye-ma: tcpe3剛ma3:by仕ma xcpl-ma 

との対応例から，西番諮Bを中心につぎの対応原則をたてる ζ とができる O

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

7. p- p- sp-， b- p- Xp-， b- p-， sp-， dp-， 

8. b- p- b-， rb-， zb-， : p-，b-，mb-: p-，b-，w-: rb-sb-bb-

9. ph-: ph-， tcp-: ph- ph- : ph-， xcp-: ph-， by-， 

~4 西番語B 歯茎硬口蓋破擦音 tcp-tcph-d写ーとそり舌破擦音 t~- t~h一角一

漢語 t~ (照母)および t~h- (穿母)を用いて表記された西番語Bの初頭音

に，上述の原則にしたがって，それぞれ規則的にそり舌破擦音 t~- d死一および

t~hーを推定する乙とには問題がある o 筆者はこれに対応する現代チベット語

諸方言形式と明代北京音の性格から，乙の漢語による音表記には，そり舌破擦

音 t~一角一 t~hーのほかに， なお歯茎硬口蓋破擦音 tcp-，dヰー tcphーが含まれて

いた乙とを証明できると思う O まずつぎに表記例をあげよう

1 a く聾> 同 t~- 児嶋 (287) :く柳> 章 t~- 麻 (296)

b <髪〉 町 t~- (623) :く猿> 周 t~- 烏 (343)

2 a く虹> 町 t~- 谷児 (15) :b く蕎麦〉目玉 t~- 烏 (326)

く暖い>卓 t~- (49) :く歩く> 卓 t~- (165) 

3 a く雨> 父 t~h- 児 (8) :く跳> 衝 t~h- (551) 
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b <窄い>父 t~h- (138) <申> t~h- 齢、 (445)

Iの系列は文語-の無声無気音lと (a.c-， b. kr-， pr-) ， 2の系列は有声無気音

に (a.j-， b. gr-， dr-， br-，) ， 3の系列は無声無気音に (a.ch-， b. khr-， phr，) 

それぞれ該当するD 以下に掲げた各系列を代表する西番語Bの形式と現代チベ

ット語諸方言形式の対応関係から考察すると (cf.比較表)， rーを副次要素とする

初頭音結合 khr-，trーを保存しているパルティ方言を除いては，漢語 t~- t~hー

を用いて表記される西番語Bの初頭音には?いずれの方言においても 2種類の

音系列がはっきりとした区別をもって対応している O しかも'乙の 2種類の音

系列が対立する条件は'歴史的lに乙も明瞭なのである。チベべ、ツト文語の c-一'パch-司噌叩1句幽叩幽叩.

の系列lにζは' ラッサ方言tcp-，tcph-，チャムド方言ももh-，叫4ーアムド方言 tcp-，

tcph-， d与が対応し，文語の kr-，khr-， gr-， brーの系列には，ラッサ方言 t~-，

t~h-，チャムド方言およびアムド方言の t~一， t~h-， d~ーが対応する O そのほかの

ほとんどの方言においても，乙の 2系列の対立が守られているから，たとえば

シガッツェの方言でく髪>t~a2 と<虹>tcpa3などの対立が守られているから，

16世紀の天全六番方言において t~一系音と tcp 系音が合ーしていたとは考え

難い。一方『等韻図経』によって代表される明代北京音では，元時代の官話で

区別された tcp-Ì(phーと t~- t~hーの 2 系列の初頭音はすでに共に後者の形に

合ーしており，清朝の官話lとあらわれる tcp-tcphーと t~- t~hーの新しい対立は，

未だ成立していなかった。この 2つの条件は，西番語Bでは，実際lとは意味の

差別をになっていた tcp一系と t~一系の音韻対立があったが，当時の漢人が当時

の漢語の音韻体系を通じて考えるときには，それを表記わけする乙とができな

かったと推定するに十分である。上に掲げた表記例 1a~と属する単語には， t<fー

を， b ~とは t~- を， 2a ~とは d2;>-， 2b には d~ーを， 3a ~とは tcph-，めには t~hー

をそれぞれ推定する o つぎに文語および現代方言との対応関係を掲げる口

Sifan B Wr.Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1 aく朝日> rtcpa1J・maJ(296): 1cang-ma : tcpa1Jl圃ma1 : h1cha1J-ma :もo1Jl-ma1: xtcpar-: 

くー> rtCPiJ (704) : gcig : tcpi1 : chik :キi1 : xtcpi 

<十> rtcpuJ (713) : bcu : tcpu1 : phchu : ~~2 : btcpu 

1 b <髪> rt~aJ (623) : skra : t~al : (skagar) : t~al : t~a 

く猿> rt~ew-uJ (343) : sprebu : piiu1 • P sperii : t~el-wul : xpiu 

2 a <茶> rdヰaJ (655) : ja : tcpa3 :cha :キa3 :tcpha 
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く緑> rdヰatJ圃khuJ(694): ljang-khu: tcpa!)3-khu1 :ねり3khが:tcpha守khu:

く虹> rdね官urJ (15): bja-gur : tcpa3 : ("d"Za) : llpdra3 :d写aa

2 bく小麦>rd~oJ 

<歩く>rd究oJ

く六> rd~uり

(293) : gro 

(165) : bgro-ba 

(709) : drug 

: t~o : khro 

: t~03-wa : gwa 

: t~u3 : truk 

:d究03 :dぇo

: !)dぇ05 :nd究0

:d究芯3 : t~hüq 

く問う>r d~ij (552) : bdri : t~ii3 : trya : nd究i

く蛇> rd究uJ (356) : sbrul : t~yy3 : dbu1 : d究y5 : xd究註1

3 a <雨> rtcphar-paj. (8): char-pa : tcphaa1予a1: char-pha :ヰhaa1-pa1: tcphar-wa 

<跳> r tcphO!)J (551) : bchongs : tcphO!) : chhotJ-ma : :tcpo守wa

3 bく寓> rt~hij (725) : khri : t~hF : t~hi1 : t~hi 

<京国い>rt~haJ (138) : pbra : t~hal_pol : pra・!)O : t~ha2-kal : 

以上の対応関係の外に，西番語Bと文語の問になおつぎの関係が認められる O

2. く響く>Sifan B d~a: W. T. sgra;く遮る>dが:bsgribs 

く蕎麦>

3 aく雀>

d究a幽u

tcphi-pa: 

bra-bo; くざくろ>sun-d究uu:seもbru

mchi1・pa;3bく種種>t~hu: phrug 

とれらの例から，西番語Bを中心に，つぎの対応原則をたてる ζ とができる o

Sifan B Lnasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

10. tcp- : tcp- (高調) : hlc-phc-:ト :xtq-，btq-，:lc-，gc-，bc-，

11. dヰー : tcp- (低調) : ch- も一叫dr-: tcph-， dヰー : j-， lj-， bj-， 

12. tcph-: tcph- : ch- 山一 : tcph- : ch-bch-(mch-) 

13. t~- : t~- (高調) p sper- t~- t~- ， xp- skr， spr-， 

14. d究一 : t~- (低調) : khr、g-，tr-， db…:d究-tJd死一:d究-，md宅一:gr-，br-，dr-，bdr-，sbr-. 
(sgr-， bsgr-， br-bbr-) 

15. t~h : t~h- : khr-， phr-: t~h- : t~h- : khr-， phr-

~5 西番語B歯茎破擦音 ts-，tsh-， dz-，歯茎硬口蓋閉鎖音れもh-，dr-

漢語 ts-(精母)および tsh-(清母)を用いて表記された西蕃語Bの初頭音

には，原則として破擦音 ts-dz-および tshーを推定できるが，一部に問題が

ある O 筆者は乙の項目においても，上述4と同様に，四番語Bと現代チベット

語方言との聞に認められる対応関係、と明代北京音のもつ性格から，漢語 ts-tshー

を用いた表記には，西番語B ts-dz-tshーのほかに，なお歯茎硬口蓋音も-dr-
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出ーを表記した場合が含まれているととを証明できると思う。まずつぎに表記

例を掲げる O

1.く草> 雑 ts- (301) く梧香>鐙 ts-丹 (584)

2. <倉庫>鳴 ts-康 (406) : <日蝕>惚麻散忽 ts-巴 (51)

3. <熱> 擦 tsh- (217) く夜>架 tsh-木 (213)

4. <酔う>唱妓 ts- (564) く好い>蔵 ts- ト(493)

5. <河中>出烏祭 ts-児 (147)

6. <腸>足 ts-罵 (626) : <八>節 ts-(711) 

7. <村>腫切 tsh-児 (104)

1および 5の系列は，文語の無声無気音 (ts-ky一) ~r ， 2・4および6の系

列は有声無気音 (dz-z-gy-)に 3および7の系列は無声出気音(tsh-khy-) 

にそれぞれ該当する o 1・2および 3の系列に西番語Bts-dz-tshーを推定す

るととは，上述の原則から問題はない。つぎに第4の系列に属する単語は，た

とえばく好い><苧麻>などの西番語B形式が，文語 bzang，gzo・maあるいは

現代チベット方言と並行して， iza:uJ izo・maJ(低調)の形式をもっていたなら

ば，明代北京語の sa:u， so-maを用いて表記する乙とができた筈である。 それ

にも拘らず，乙のテキストで明代北京語の tsa:u， tso・maがそれらの西番語に与

えられているのはヲ西番語Bでく好い>は idza:uJ，く苧麻>は idzo・maJであ

ったととを意味している。それ故，乙の系列にも *dzーを推定する o 5・6・

7の系列に属する単語，たとえば<中間>， <村>， <腸>， <八>は，文語

および現代方言で，上記のいずれの系列とも弁別される初頭音をもっているO

(cf.比較表 p.113)それ故16世紀の天全六番の方言でく中間>が tsi，<村>が

向o:u・tsher，<腸>が dzu-ma，<八>が dzieの音形式をもっていたとは理解し

難い。また乙の漢字表記が，西番語Bのtq-d4>-tqhーを意図していて?く中間>

tqi， <村>-tqher， <腸>dヰu-ma， <八>d4>eであったならば， 乙のテキスト

では， 上記4の項目で考察した原則にしたがって， 漢語のそり舌破擦音 t~i ，

t~he， t~u， t~e を用いて，それらの西番語の音節を表記したにちがいない。しかし，

もし，乙の系列の漢字表記が，西番語Bで日irJ，iもherJ，idru-maJおよび idreJ

を意図していたと解釈するならば，明代北京語には，もーもh-dr-音を適切に表

記し得る形式が存在しなかったから，乙の推定は妥当であると認めざるを得な



いであろう。

一方，西容認~B のも- dp-~hーは，大部分が漢語 k (i)-， kh(i)ーによって表記

されている O

表記例 1. く梅>看菊 k(i)-児 (281)

2. く百>甲 k(i)一灘巴 (723) く塘〉蒋 k(i)一 (94)

3. く寒>恰 kh(i)(216) 

第一の系列は，文語の無声無気音 (ky-)，乙第 2の系列は有声無気音 (gy-)

'C， 3の系列は無声出気音 (khy-)にそれぞれ該当する D とれらの漢字表記に

忠実にしたがって? 西番語Bの形式が ky-，gy-， khyーであったと解釈する乙

とも可能である。 ζの解釈を採用するならばF上に掲げたく中間〉く腸>く八>

<村>によって代表される商審語Bのも-dp-~hーととの ky- gy-khy-が対立

した音韻であったと想定しなければならない。それにも拘らず， 16世紀天全六

番方言でく八>とく百>の初頭音が弁別されるべき関係、にあったととは?チベ

ット文語および現代チベット諸方言の体系から推定し難いのである。上述のご

とく明代北京音では樹茎硬口蓋音も-drーもh-を適切に表記し得る初頭音がなか

ったために， く八>によって代表される漢語 ts-系を用いる表記とく百>によ

って代表される漢語 k(i)一系を用いる表記が，同一の西番語音を記録するた

めに任意に採用された 2つの方法であったと解釈して差支えないと思う。

西番語を中心とした場合，はっきりとした対応関係を示す単語を多く発見で

きないけれども，西番語Bの形式は文語および現代諸方言と概略つぎの対応を

示しているととがわかる。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1.くツアンパ>rtsamゃaJ(600): tsam-pa: tsam1-pa: tsan1_pa1 : 

く草> rtsaJ (301) : rtswa tsa1 : hrtswa: tsa2 : xtsha 

く清浄な> r tsatJJ (139) : gtsang : tsat)l・ma1: : tsat)l帽ma1: 

く葱> r tSOt)J (290) : btsong : tSOt)l : tshot) : tSOt)l : xtsoq-pa 

2.く月蝕> r -dzen-paJ (61) :-bdzin-pa: : zun・ma:ndzin5 

く指> rdzu・gUJ (631): mdzug-思1:tsu3-ku3 : P. zub : dzポ欄gu3: mdzuq-gu 

3.く塩>

く夜>

rtshaJ (660) : tshwa : tsha1 P. tsha : tsha2 tsha 

rtshan-muJ (213) : mtshan叩 0:tshEn-mo: tshan: :mtshan 
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4. <好い〉 r dza:n-pu J (493): bzang-po: sa:n-po za:n 

5. く中間> r~irJ (147) : dkyi1 :もi1 : skyi1- t<pP : xt(fi1 : 

<酸い> 「ヰurJ (281) : skyur : ~Ul skyur (fU1叩 01

6. <腸> rdru-maJ (626) : rgyu叩 a:仰3・ma3: rgyu-ma: : rd昇u・ma:

く八> r dre?J (711) : brgyad :μ?3 : bgyad : dヰe3 :bdヰε?

<百> rdraJ (723) : brgya -: ~a 3 : rgya :dヰa2 :bdヰa: 

7. くあなた> 「もho?J (539) : khyod : ~h日1 : P. khyot: t(fhφ1 : t(fhO : 

とのほか文語形式との聞につぎの対応が見出される。

1.<服>go tse: Wr.T. gos-brtseg-pa; 2.く土> tsha: rdza b 

4.く苧麻>dzo・ma: gzo・ma; 7.く村>ーもher:-khyer 

との項の西番語B初頭音の対応原則をつぎのごとくまとめる乙とができる E

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

16_ ts- ts- (高調) : hrts-tsh-: ts-

17_ tsh-: tsh- : tsh- tsh-

xts-， xtsh- ts-，rts-，gts-，bts-， 

tsh-， mtsh-: tsh-， mtsh-

18. dz-: ts-，s一(低調): z- dz-， ndz-: mdz-， z- bdz-， mdz-， bz-

19 も一 : も一 (高調) sky- : t(f一 xt(f-， rd年一 : dky-， sky-

20 ヰh- もh- : khy一 : t(fh- : t(fh- : khy-

21 dr-: 丸一 (低調) : rgy-，bgy-: dヰ- (f- rdヰ-bd年一 : rgy-brgy-(gy-) 

~6 西番語B そり舌摩擦音~-叶・

漢語の p一(審母)およびぇ-(稔母)を用いて表記された西番語の初頭音に

は，それぞれそり舌摩擦音*~-および*えーを推定する。

表記例

1.<梨> 谷束 r~-J (284) : <玉> 舎内-J(674) 

2. <壱両>山内-J岡 (728):ぐ浅い>哨 r~-J (129) 

3.く田> 縄 r~-J (1 05) く帽子>沙 r~-J (645) 

4.く弓> 肉 「死一J(448) : <四> 日 「死一J(707) 

との中 1および 2は文語の無声無気音に (sh・，sr-)， 3および 4は，有声無

気音に該当する (zh-).そして， ~-，々を初頭音とする西審語形式は，文語お

よび現代方言と概略つぎの対応関係を示している D
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Sifan B Wr. Ti betan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

1.く東> rparJ (734) : shar <faa1 sharka: ca1-re1 <faa: 

くラマ僧の袴>r -pamJ (640): gsham : <fam1 c;:)n1-

2.く両> r panga!)J (728) : sranggang: sa!)l SU!)l 

3.く田> rpi!)J (105) : zhi!) : <fi!)3 : Jl!) : ci!)3 : <f;:)!)ka 

く帽子> rpaJ (645) : zhwa : <fa札口103: : ca3!)k03: caa 

4. <弓> 「ぇuJ (448) : gzhu <fU3 : KJu : 年芯5

く四> 「ぇij (705) : bzhi : <fP : bjii :ヰ;:)5 : bヰi

文語の sr-~とは現代諸方言とも不規則な対応関係を示している o たとえば，

ラッサ方言では文語 srin-balく棉>にあたる tpin1-peI， sramく水瀬>にあたる

tpam 1， srab-poく薄い〉にあたる tpapl中01のごとく tpーが対応する系列ととも

に，文語 srung-baく守る>にあたる SU!)1岨wa，srog <生命>にあたる SO?lのご

とく sーが対応する系列がある O 西番語Bにおいても同様に，文語 sranggang

<両>にあたる rpanga!)J， srabく浅い>にあたる rpaw J， srabく手綱>にあ

たる rpawJ ~ζ認められる p- の系列と文語 srung七a く守る>にあたる SU!)-- ，

srab-く薄い>にあたる rsa?Jによって代表される sーの系列があった。そし

て，チベット文語に対応する形式が， ζの2系列の中いずれに属しているかは，

方言問で必ずしも一致していない。

上記のどとく，漢字表記に忠実に西番語Bの形式を解釈すればヲ文語の zhー

に対応する形式は<田>によって代表される十の系列と，く弓>によって

代表される干の系列に分かれるととになる。 ζζで極めて興味のある事実を発

見する ζ とができるO 上記の対応表において明らかなどとくチャムド方言で，

文語の shーには無声硬口蓋摩擦音cと有声繭茎硬口蓋暦擦音ヰーの 2系列が対応
した。さきに掲げた西落語Bの形式に対する漢字の表記分けは，乙のチャムド

方言の 2つの系列によく該当しているのである O

Chamdo Wr.T. Sifan B Chamdo Wr.T. Sifan B 

1.く木> çi~i : shi!) <f;:)!) <肉> ca2 : sha <fa 

2. く田> ci!)3 : zhi!) <f;:)!) ; 〈帽子>ca3!)k03 : zhwa 。a
3. <伯父>句、0!)1:zha!) 年a!); く坐る>ヰu3 : bzhug: . J..JLJ..L..L........Jioo... 4>U 

との事実からでも西番語B~ζ は， く木>と<田>， く肉〉とく帽子>に
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それぞれ声調の対立(高降型と低昇型)があったと認めて差支えないであろう

(cf.p.140)。乙の 1~と属する単語はもともとは *shーの形式から来源し， 2 ~r 属

する単語は普zhーから 3に属する単語は Czhーから来源したものと推定する

ととが可能である。したがってく伯父>は古くは *gzhaDであったと考えられ

るO

22. 

23. 

以上の結果，西番語Bを中心につぎの対応原則をたてる乙とができるO

Sifan B Lhasa Ba1ti 

~- :<f-， s- ， t~一， (高調) : sh-

Chamdo Amdo 

: c-s-: c-

Wr. Tibetan 

: sh-， gsh-， zh-(一部)， 
sr-(一部〉

死一:'f-(低調) j-， oj一，bj-:昇一 iP-， b年一:zh-， gzh-(一部)bzh-

~7 西番語B 歯茎摩擦音 s-z-および歯茎硬口蓋摩擦音'f-iP-。

漢語 s- (心母)を用いて表記された西落語Bの初頭音には，上述の原則お

よび以下に述べる根拠から歯茎摩擦音 s-，z-および歯茎硬口蓋摩擦音 <f-， ヰーを

推定するD

表記例1. く地> 薩 s-(2) く金>案 s一児 (673)

2. <飯>薩 s-麻 (656) <爪>塞 s-児 (633)

3. く春>昔 s一渇 (206)

4. <外>昔 s- (743) <蝶>写 s-麻列 (361)

5. く難> 斜 s- (352) く鼠> 須 s-瓦 (337)

この中 1および 3の系列は，文語の無声無気音色一， py一〉に 2および 5

は有声無気音 (z-，by一)にう 4は無声出気音 (phy-)にそれぞれ該当する o

乙れらの初頭音をもっ西審語Bの形式はチベット文語および現代チベット方

言と概略つぎの対応関係を示している。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1. <土地〉 IsaJ (2) : sa . sa1 . sa sa2 sa 

<三> IsumJ (706) : gsum . su町11 xsum su町12 xsum 

<涼しい>Isij (437) : bsi1-po Sll-pO . sii2 ': psi1 

<鍋> IsaD-ljaJ (472) : slang-nga : : saD勺a

<守る> IsuD咽waJ (166): srung-ba : sUD1 : struD蝿ma: sUD2 

2.く橋〉 Izam-paJ (106): zam-pa : sam-pa: zam-ba : sam zam-pa 



く職人〉 fzoぺlJ (497) : bzo七o S03 Z05 zo蛸a

3.く春> f <pi?-khaJ (206): dpyid-kha: t<pF幡ka1: t<p;)l-ka1 : X<pε?-ka 

4.くj七> 「ヰa!)J (737) : byang : t<pa!)3 : <pO!)3 : X<Pa!) 

5. <開く> f<peJ (172): phye-ba : t<phe1 : phya <pe1 X<pl 

明代北京語では?と r以外には，無声音と有声音の対立をもっていなかっ
たが，上述の原則にしたがって，西番語B~とは，該当する文語と現代方言形式

から(後者ではトネームの対立としてあらわれる)，無声音と有声音の対立を推

定する O また文語の s-zーに該当する系列(上掲1.2.の系列)と文語の py-

by-phy にあたる系列(上掲 3.4. 5.)は，上表のごとく，いずれの方言にお

いてもはっきり弁別されているために，西番語Bにおいても，前者には， s-zー

を，後者には十年ーを推定して差支えないであろう O 事実， ζの両系列は，

実際には漢字表記で区別されていて，前者lとは Sーが，後者には siーが用いら

れている o たとえば se，ze ~c は塞 sε があたえられたが， phye 'Cは写 siε が
用いられた。 したがって， く春>f<pi?-khaJ，く北>f~a!)J ， <聞く>f<peJを推定

した。一例文語 zerく云う>に対応する西番語B形式に装児 sεrが用いられず¥

斜児 siεrによって表記されているのは， 一見との原則の例外のごとく思わせ

るけれども，明代北京語では sε 音節には去声調のみがあって，それ以外の声

調をもっ音節がなかったために，西番語B<云う>zerのもつ上昇型を強調す

る目的で，とくに如声調のを斜'が用いられた蓋然性が大きい口なお文語の sl-，

srーに該当する形式については p.114において述べた。

四番語Bと文語および現代方言の聞につぎの対応原則をたてるととができる o

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

24 s- s- s-xS-， str-: s- s-xs-ps-: s-gs-， bs-

: z-bz- : z-bz-25 z- s- z- z-

26. <p- : t<p-， t<ph-: phy- : t<p-， <p- : X<p-

27. 年一 : t<p- : (by-) : <p- : X<p-

98 西番語B 声門閉鎖音?および軟口蓋鼻音 D-o

漢語・(影母)を用いて表記された西番語初頭音には，声門閉鎖音?および

vd 

噌

HD& 
V
J

一

P

V

M

 

A

U

L

U

 

軟口蓋鼻音。ーを推定する o との声門音の閉鎖の度合は極めて弱いものであっ

たと考えられる O

表記例1. く下>寓「・-J納 (745) くつんぽ〉宛「・一」巴 (518)
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2. <銀>玉「・-J(675) :<青い>温 r'-J 卜(690)

lの系列は文語の bーに， 2の系列は 9ーに該当し，現代方言と概略つぎの

対応関係をもっているO

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1. <下> po?naJ (745) : bog- :日03 : oq- :日oq

<光> Po?-J (543) : bod :白回? : ot :白日? : fiot 

2. <我> rDaJ (541) : nga : Da3 : Da : Da : Da 

<銀> rDulj (675) : dngul : Dyyl : kbmul : Dy2 : rDul 

<青い>r Don-puJ (690): sngon-po : Don1・pOl:sDon-po: D仰l_pOl:xDon-po: 

<五> r DaJ (708): lnga : Da1 : oa : Da1 匂a

<太鼓>r DaJ (413) : rnga : Ua1 Da2 : rDa 

乙の 2つの系列は?文語および現代方言においては，はっきり対立した単位

であり，一方当時の漢語の体系を通じては，乙の 2系列を表記分けできなかっ

た乙とが明瞭であるから，文語および現代方言との対応関係にもとずいて，西

番語B~とにおよびりーを推定する乙とには問題がない。西番語B を中心に，つ

ぎの対応原則を認める乙とができる口

Sif an B Lhasa Bal ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

2δ ?ー :白一 :日- : fi- : h-

29. D- D- D-， sD-， xm-o-: D-， D-， rD-xD， tD: D-，dD-，sD-， lD-， rD-， 

~9 西番語B 両唇鼻音 m-

漢語 m一(明母)を用いて表記される西番語初頭音に，両唇鼻音 mーを推定

する乙とには問題がない。

表記例 <眼>密 rm-J(617) : <霧>木 rm-J巴(11)

西番語 mーは，文語および現代諸方言とつぎの対応関係を示している。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

く眼>

<霧> 1
1
J
 
a
 

ny 

-
J
λ
 

p

u

 

m

m

 

「
l
l

「
l
l

(617) :口lig : mik : mik mig3 mIIdq 

1 ....." 1 mug1-pa 1: xmuq醐wa:(11) : rmugs-pa: muk1-pa1: 

<赤い>rmarゃuJ (691): dmar綱po ma l_pOl mar-po : ma l_pOl xmar-ro 



とれらの対応例から西番語を中心につぎの対応原則をたてる乙とができる O

Wr. Tibetan Amdo Chamdo Balti Lhasa Sifan B 

m-xm-m首ー m-，rm-dm-:口1-m-m-ロ1-30 

および歯茎硬口蓋鼻音叫一歯茎鼻音 n-~10 西番語 B

歯茎鼻音 nーおよ(泥母)を用いて表記される西番語初頭音には，漢語 n-

び歯茎硬口蓋鼻音叫ーを推定する O

<黒い>納 rn-J ト(695):く天>難 rn-J (1) 

f示rn-J麻 (3) く旧い〉寧 rn-J巴 (156)

奴 rn-J罵 (285): <狂人>年 rn-J巴 (519)

表記例1.

<日>2. 

く竹>3. 

3は smyーにそれぞれ該当する。n-~と，2は文語のは文語の nーに，1 

現代方言と概略つぎの対応関係にたっている Oそして乙の 3つの系列は，

Amdo Chamdo Balti Lhasa Wr. Tibetan Sifan B 

nax-xo : nak輔po: : na?・po(695) : nag-po 1. <黒い>rna?-puJ 

rna na1 sna (614) : rna-rnamt~owJ く耳>

xnam : khnam : nam1 (1) : gnam rnamJ く天>

:叫a:叫a3: ngya :叫a3(353) :員a「叫aJく魚>2. 

x叫dU

x叫1

:叫iu1.pa1: sniu-ma:ヰiU1・pa1

:叫iU1 ヰiU1

:叫ii1 ngis 叫j1

(156) : rning 

(625) : sning 

<旧い>r I1piu-paJ 

「叫iUJ

r I1pij 
くJ心>

(705) : g負担くこ>

:叫回nl-pa1: :叫回nl-pa1: (519) : smyon-pa 3. <狂人>r叫en-paJ

一方，現代チベット諸方言において明瞭に弁別され，および 2，3は，1 

前者には西悉語叫ーは対立した音韻ではなかったから，明代北京音では nーと

西番語Bを中心につぎ上記の対応例から，後者には叫ーを推定する Oを，n-

の対応原則をたてることができる O

Wr. Tibetan Amdo Chamdo Ba1ti Sifan B Lhasa 

xn-: n-rn-gn-. n-rn-， n-sn-xn-，: n-n-n-31 

: n-， r員一，sn-，gn-， smy-x叫一:叫一U-， sn--叫一叫一32 

さきに述べた漢

およびふるえ音 r-0 

(来母)を用いて表記された西番語の初頭音には，

。。

歯茎側面音 1-911四番語B

漢語 1-



字表記に対する基礎的仮定にもとずいて，歯茎側面音1-およびふるえ音をr-推

定する O またとの歯室側面音には有声音 lーと無声音トの 2種類を区別しな

ければならない乙とも，チベット文語および現代方言の比較から明らかになる O

表記例1. <年>羅 11-J (210) 

2. <笛>零 11-Jト(415)

<月>老 i1-J瓦 (4)
3. <南>洛 11-J (735) 

4. <閤>噺I1-J瓦 (102)

<道>藍 11-J (92) 

<上>暁~ 11-J喝 (744)

<風>弄 11-J (5) 

<鞍>濫 11-J (641) 

<速い>塔零 11-J (748) 

1 の系列は，文語の lーに， 2の系列は gl・， b1， zl-， r1ーの音結合に 3の

系列は 1hーに，そして4は rーにそれぞれ該当する。 ζれらを初頭音とする形

式は，文語および現代チベット語方言と概略つぎの対応関係を示している O

SifanB Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1.く年> 110J (210) : 10 103 : 10 103 : 10 

2. く雷> 1107J (9) : glog 1072 : h10q : fi10q 

<風> l1uuJ (5) : rlung : (ia) : h1uU : 1uU2 : iuU 

<月> l1aw-waJ (4) : zla七a ta3-wa3 : 1zod ta3-wa3 : da-wa 

3. <南> 110J (735) : 1ho i01 i02 : io 

4. <長い>iritJJ (44): ring-po: riULpo : riU-PO : riu3_p01 : rdU 

この中 1系列に属する形式に lーを 4に属する形式に rーを推定すること

には問題がない。それに対して，文語の gl-b1-zl-r1ーに該当する第2の系列

が，第 1の系列と?西番語Bでどのように対立していたかについては明らかで

はない。 乙乙では仮りに第2の系列にも 1ーを推定して 1の系列が低昇型の

トネームをとるのに対して 2の系列は高降型のトネームをもった点で、弁別さ

れたと考えたい。く年> 110J低昇型<雷>n07J高降型 (cf.p.140)第 3の

系列には，対応する文語・現代方言形式から類推して，第 1，第2の系列と対

立した無声側面音を推定する乙とができる。<南>には iioJを<靴>には

iiamJを推定する O 当時の漢人が，明代北京音の体系を通じて， とれら 1-，i-， 

r-3種の音を弁別して記録することができなかった乙ともまた明らかである O

以上の結果，西番語Bを中心に?つぎの対応原則をたてる乙とかできるo



Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo W r. Ti betan 

33 1-(低昇型)

34 1-(高降型) 1-， t-: h1-1z- : 1-t- : i-fi1-d-: r1-b1-(b1)zl 

35 : i- : lh-

36 r- r- r- r- r- r-

~12 西番語B 半母音 y-，w-

漢語・(i)・{u)(影母)を用いて表記された西番語Bの初頭音には， 半母音

y-および Wーを推定する。

表記例1.く…である>銀 'i-(540) : <寛い>羊 'i-(638) 

2. く夏>葉 "i-児渇 (207)

3. く狐〉瓦 "u-木 (376) く踊幅>伯注 'u-(390) 

1の系列は，文語の yーに 2の系列は dbyーに 3の系列は wーに該当し，

現代チベット方言とつぎの対応関係をもっている O

Sifan B 

1. <有る>iyo? J 

く右> iyeJ 

Wr. Ti betan Lhasa 

(80) : yod 

(739) : gぅTas

:y回3

:yεε3 

Bal ti Chamdo Amdo 

:yodψa: j日3

: Jε2 

yo 

Xyl 

2.く夏> iyer-khaJ (207): dbyar-kha: yaa2-ka1: obyar : ja1.ka1 : xyer 

3.く狐> iwa-muJ (376): wa-mo wa-mo wa wa3-mo3: fiwa 

1 ，ζ西番語 y一(低昇型)， 2 ~ζy- (高降型)， 3'ζwーを推定する乙とには
問題はない口

西番語Bを中心lζ，つぎの対応原則をたてる乙とができる O

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

37 y- : y- : y-， oby-: j- y-， xy- y-， gγ-，dby-

38 w- w- w- w- : fiw- w-

~13 西番語B 声門摩擦音h-

漢詩 X- (腕母)を用いて表記される西番語Bは文語 hor-pa，ζ対応するぐ海
青(鷹の一種)>火 ix-J児巴 (393)の l例のみである。 乙れに声門摩擦音

hーを推定する Q
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初頭音結合の種類

~14 両唇音を主核とし，ふるえ音 rーをともなう音結合.牢pr-*br-.

漢語ト pu-l(来母)ー?補 pu醐1(来母)ーまたは白 puai-l-(来母)ーを用いて表

記される初頭音には，音結合 pr-brーを推定する。

1.<雲>ト苓 pul-fpr-J (6) 

2. <崖>ト吻Ipul-fbr-J (107): <雷>卜魯 pul-fbr-J (7) 

<龍>補禄 pul-fbr-J (328): <米>白列 puai1-fbr-J (292) 

1は文語の無声無気音 (pr-)にう 2は有声無気音 (br←)に該当する D そし

てそれらを初頭音とする形式は現代方言と概略つぎの対応関係を示している o

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Bal ti Charndo Arndo 

1. <雲>pu1in fprinJ (6) : sprin : t~in1.pal""""pinl_pal : P. sprin: t~iUl: xt~in-pa 

2. <崖>pula fbraリ(107): brag t~a?3 : braq : t~a?3: 

<蜂>-pulau fbrauJ (360): sbrang : t~au3 : zbyaU : 1UU3 : xd~au ， 

<米>puai1iεfbrεJ (292) : bbras : t~E3 : bras : d平3: dぇI

文語形式 pr-，brーに，西君子語B t~- (<猿>t~ow-u) ， d究一(<蛇>d~註)およ

び ph-(<砂>phi-ma)が対応することはすでに述べたが (cf.p.108)，そのほ

かに第 3の対応形として，この pr-，brーの系列があったO しかし， との 3種

の対応系列の分裂を根拠ずけた条件を見出す乙とはむつかしい。現代ラッサ方

言においても，文語の brーに p1ーが対応する例が僅かながら見出し得る O

?a1-p1a3 <野鼠>(Wr.T. a-bra). ta1 p1e3く株桶>(Wr. T. rta bras) (cf.西番語

B f ta -re J ( 410) )。一般に，西部方言を除いて，チベット文語の pr-，br-，に

は，そり舌音化した t~一系と両唇音を保存する p- 系の 2 系列が対応するけれ

ども，個々の単語については，採用された対応系列が，各方言を通じて必ずし

も一致していない。上記 1~とは *pr-，を， 2 ~乙は *brーを推定する O そして西

番語Bを中心に，つぎの対応原則をたてるととができる O

Sifan B Lhasa Balti Charndo Arndo Wr. Tibetan 

39， pr- t~- ， pーヲ:spr- t~- xt~: spr-

40. br-: t~- : br-zby-: t~- ， 1-， dぇ-:xd死一， dぇ br-，sbr-， bbr-

~15 sを先行する閉鎖音と Sを先行する鼻音 sk-，sg一， st-， sb-; sn-， sm-. 

-121-



漢語s1¥思'と k-(見母)， t-(端母)， p-(需母)および n一(泥母)， m-(明

母)の結合によって表記される西番語Bの初頭音結合には， *sk-sg-， st-， sb-， 

および ~n-FSm-を推定する o

表記例

1.くひでる>難思干 s1k-f紘一j(26) :く虎> 思大 s1t-fst-j (329) 

2.く鞍> 大思鳴 s1kfsg-j(460) :く紅藤>思巴 s1P-fsb-j馬児 (323)

3. <鼻> 思納 s1n-fsn-j (618) :く薬>思轡 s1m-fsm-j (609) 

1はチベット文語の stskーに 2は sg-sbーに 3は sn-sm-にそれぞ

れ該当し，現代方言と概略つぎの対応関係を示す。

Sifan B Wr.Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

1. <乾く>fskamj (26): skam: kam1-: skam-: kanL : 

<虎> fsta? j (329): stag : ta?l : hrta : ta?l : xta 

2.く鞍> f sgaj (460): sga : ka3 : zga : rga 

3.く薬> f smanj (609) : sman: mεn1 sman rpen1 xman 

く鼻> fsnaj (618): sna na1 : snam-句・:IJ a1 xna 

(sb-の例をく紅藤>soo-mar.:文語 sbadmarをもって補う)

漢字表記電思'が，閉鎖音または鼻音に先行する歯室摩擦音 sーの表記を意図

していたことは， ζの対応表から明らかであるO しかしく鞍>は sgaであった

か zgaであったかは実際には決定できない。

文語の Sを先行する閉鎖音および鼻音の結合がすべてとれらの例と並行する

形式をもっていたのではない。西番語Bのく鞍>が fsgajの形式をとるのは，

fta sgajく馬の鞍>の連続においてであって，<鞍寵>では鴫介fgake?j (Wr.T. 

sga khebs)の形をもっている o これは漢字表記の不統一に由来するのではなく，

複合語の第2要素となる場合にのみ sーが保存されていたのであるO 西番語B

の形態素く鞍>は実際には {ga--sga} と表記しなければならない。しかし，

文語の形式を基準とすれば，一方では Sを保存し，他方では脱落している理由

が明らかでない例も少くない oく鼻>fsnajに対立して，同じく文語sna-moに

対応するく婦人>は fsna網mojではなく那末 fna-mojであり， く薬>fsmanj に

対立して，文語sma-raく難〉にあたる西番語Bの形式は fma-rojである o全体

から見て， sーはとくに弁別を必要とする特定の単語にのみ保存されていたもの

-122-



と考えられる。

西番語Bを中心に，つぎの対応原則が成りたつ。

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

41 sk- : k- : sk- : k- sk-; 

42 st- : t- : hrt- : t- xt- st-

43 sg- : k- : zg- : rg- : sg-: 

44 sn- : n- : sn- :1J- xn- o sn-

45 sm- m- :sm一 : tp- o xm- : sm一

916 rーを先行する閉鎖音 *rg，rt-，r4-，rd-，

漢語電児'と k-(見母)あるいは t-(端母)の結合を用いて表記される西番

語Bの初頭音にはほ-rt-rdp-rdーを推定する o

表記例

1.<銅塔>駿児庖 drtr rt-J (51): 

20 <笑う>児喝 drk-rrg-J (549) : <魚網>娘児家 drki-rrdp-J (459) 

<叩頭>郭児東 drt-rrd-J (568) : <聾> 日児喝 drk-rrg-J (287) 

lは文語無声無気音 (rt-)に， 2は有声無気音(rg-rgy-， rd-19-)の系列に該

当するO 乙れらの表記例は，娘児一家，綴児一居，郭児一東，問児一喝と分析する

乙とも可能ではあるが，単独にあらわれる例<笑う>児鴎がある上に，乙れら

の複合形式を，そ乙に含まれている単純形式<魚>娘<法鼓>綴阿<頭>

郭と対照するならば児家'宅児居， ~児東'をそれぞれ一つの形態素と認めねば

ならないであろう o <笑う>のほかは，いずれも複合形式の第2要素の位置に

おいてのみ rーが保存された。 乙れは，現代チベット諸方言一般に認められる

現象である D

917以上の手続の結果，西番語Bの初頭子音を，つぎの単純子音38種，子音

結合12種に帰納する乙とができる。

単純子音 :k-，kh-，g-，g-;t-，th-，d-，n-;p-，Ph-J-m-;hLh-，4-，叫一;

t~- ， t~h- ， dぇts-，tsh-， dz一 t(p-，t(ph-， d与一 s-，z-， ~-，死一， (p-，昇一;

l-，t-，r-;w-，y-，?-，h-: 

子音結合:pr-， br-; sk-， sg-， st-， sb-; sn-， sm-; rg-， rt-， rd-， rdp-o 
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B 母音および末尾音の種類

~18 西番語 B aおよび a7

漢語 a(俄摂関口)または軟口蓋音と連続する o(果摂関口)を用いて表記

される西番語Bには *aおよび a7を推定する。

1.<肉> 沙 ~a r~aj (658): <山のへりチ懇塔1itha-rri thaj (120) 

<食べる>雑 tsardzaj (661):ぐ浪> 把洛 parba-lo7 j (111) 

2.く雪> 渇瓦 khorkha-waj (14): <秋>端渇 khorkhaj (208) 

3.く林> 納烏 narna7咽wuj(103):く豚>柏 pha rpha7j (335) 

2 ~と属する表記例は軟口蓋音を初頭にもつ形式に限られている。それ以外の

初頭音が属する 1の系列とは互に補い合う関係にたっている O 明代北京音には

kaおよび kha音節が存在しなかった上に，現代チベットのいずれの方言にお

いても，との第 1の系列と第2の系列が弁別されている例を，見出し得ないか

ら， 1および 2共に西番語B*aを推定する O 乙れに対して，第 3の系列は文語

の ag~と該当する O 乙れは文語 a に該当する系列と，現代チベット諸方言にお

いて原則として弁別されており，一方，明代北京音にはいわゆる入声音がすで

に消失していたために，乙の系列には西番語B a7を推定して差支えがないq

西番語 a，a7をもっ形式はチベット文語および現代諸方言とつぎの対応関係を

示しているO

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1.く肉> r <paj (658): sha <pa1 : sha : ca2 : <pa 

<食べる>r dzaj (661): za七a sa3 za sa3 za 

2.く手> rIa 7paj (621): lag岨pa : lak幽pa: laq-pa: lag3-pa2: laqwa 

1の系列にはすでに掲げたく土地>， <口>，<草>，く塩>，く髪>，く我>，

<五>， く太鼓>， <耳>などの例があり， 2'とはく黒い>， <縄>， く鉄>
などの例がある。

対応原則

Sifan B 

46 

47 

-a 

-a7 

Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

-a -a -a -a -a 

: -ak : -aq : -ag : -aq : -ag 
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~19 西番語B -aw 

漢語 nu(効摂開口)を用いて表記される西番語B~とは?牢aw を推定する O

1.<針>集 khnuIkhaw j (439): <後>爵 tsnu日awj(741). 

2. <月>老瓦 lnu-ual1aw-waj (4) :く根>糟瓦 tanu・uaItsaw-waj (300) 

1の系列は， 文語 -ab~ζ2 の系列は C-a-ba に該当する。 後者は?上掲

<月>の対応例から明らかなどとく 7 上述の aの系列ととくに区別されないか

ら，この表記は，実際にはl1awaj，Itsawajを意図したものと解釈する乙とが

できる。 1の系列の代表例<針>およびく後>は文語および現代諸方言とつぎ

の対応関係をもっているO

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

<針>Ikhawj (439) : khab : khdPl : P. khap: khε1 : khap 

<後>Idrawj (741) : rgyab : t(fdP : rgyap : : rd写ap

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

48 -aw -dP -ap 一ε -ap : -ab 

~20 西番語B -ay 

漢語 ai，uai (蟹摂関口合口) を用いて表記される西番語Bの母音には *-ay

を推定する O

1.<綿花>列白1iεpuaiIre bay j (321) : <叙>来支 laitpi 1 ray dぇij(453) 

2. <鵬鵡>乃作 naitsu:::> Inay tsoj (385):く仙鶴>斜線零 siεtshaili1J 

「ヰetshay ritJJ (384) 

1は文語の -alに 2は eに該当し，現代方言とつぎのごとく対応する o

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo 

<綿花>Ire bay j (321): ras-bal : pεε3 : bal : pie2 

第 2の系列<麟鵡>には文語 ne-tsoが<仙鶴>には byatse ringがあた

るが，現代方言の対応形式は資料の不足から発見できない。しかし，西番語B

-ayの一部が文語の -e，ζ対応する事実は，文語形式 -eの中には，もともと
-alから来源した形が含まれていることを意味しているo その反面， 文語の

-al ，ζは，規則的に西番語 -ayが対応するのではなく，たとえば<睡る>1叫ej
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のどとく文語の討に f-eJが対応する系列もある(cf.Wr. T. nyal)。西審語B

において f-ayJおよび f-eJの2系列に分裂している条件は明らかではない。

ζの2系列に対する方言問の対応関係もとくに差異はない。 (cf.p.131) 

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

49. -ay 一εε : -al 一le • ? : -al 

~21 西番語 B -au 

漢語 au(宕摂関口)および両唐音に連続する uau(宕摂合口)を用いて表記

される西番語 B~とは， *-ag を推定する c

表記例

1.<家> 康巴 khau-pa(394): く酒>唱 t~au (57) 

2. <多い>忙 muau (558) 

lのauと 2のuauは初頭音との結合関係を互に補い合っていて，いずれも

チベット文語の -au，現代諸方言のすり に対応するO

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1.く酒> ft~auJ (657): chang : tchaU1 : chhaU : ~hOUl : tchaU 

2.く多い>f mauJ (558) : mang-po : mau3_pol: mau-mo: moU3・pho1:mau 

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

50. -au : -au : -au ・・・-ou，(-au) :-au : -ang 

~22 西番語 B -an， -am， 

漢詩 -an，-uan (山摂関・合口)を用いて表記される四番語:Bの母音および末

尾音には *-an，率一amを推定する。

1. a.く江>出戦 rtchut~anJ (89) く晩〉参 rtshanJ(27) 

b.く薬>思轡 slmuanfsmanJ (609): 

2， く路〉藍 lan rIamJ (92) く考え〉三 sanfsamJ (637) 

3. く日蝕〉徐麻散;ま巴 -santSdn pa f -zandzinゃaJ(51): 

く錫>溌賦2i，annif 2i，annij (677) 
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<耳>南周 nant~ow inamtcpow J (614) : 

<蓮花>班麻滅奪 panmami民凶ε抗tωoip仰am-叩 a-J (303) 

1の系列は?文語一a加ntにζ2は -amt乙該当する。 明代北京音では -m末

尾音は，すでに -nと合ーしていたために，乙の両系列を表記分けする乙とが

できなかった。またつぎの対応表に掲げるごとく，現代諸方言においても，末

尾音 -nと-mははっきり弁別されているから，西番語Bt乙*-anおよび *-am

を推定すべきである o

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1. <夜>itshan-muJ (213): mtshan-mo: tshEn-mo: tshan: : mtshan 

2. <道>namJ (92) : lam : lam : lam : lam3 : lam 

なお，文語の -antとは 7乙の系列のほかに西番語 -enが対応する o(cf.p. 132) 

第 3の系列は，文語の -a辞鼻音または -ad辞鼻音の連続に該当する。く日

蝕>sa-bdzin (ndzin)， <錫>zha-iie， <耳>rna-mchog， <蓮花>pad-ma. 乙れ

らの単語では，第一の形態素の末尾が，第 2の形態素の初頭音と結合して，ある

いはその影響のもとに鼻音化がお乙った。この種の現象は現代方言においても

屡々認められる。たとえばラッサ方言の<存在しない>mPntu73は文語の mi

bdug に<目の前>ku1 ntyn1は skumdun ~[対応し，チャムド方言の<仏

像>ku1 Dt~al は文語の sku bdra に<上層>ja2 l1p~hXl は yar mchuに対応

するなど例は少くない。乙のような表記例から，とのテキストにおける漢字表

記が，天全方言の口語形式をかなり忠実に代表していると強調しでも差支えな

いであろう。

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

51 -an -an -an -an -an -an 

52 -am -am -am -am -a町1 -am 

S23西番語B -ar 

漢語 a(偲摂関口)または軟口蓋音と連続する J (果摂関口) とそ児，drの

結合を用いて表記される西番語母音および末尾音には *-arを推定する o

1.<赤い>馬児ト madrpuimarφuJ (691): <絹>大児 tadridarJ (605) 

2. <星> 鴫児麻 kJdrmaikar圃maJ(16) <城>渇児 khJdrikharJ (95) 
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1 ， 2共lと文語ar~と該当して?漢字表記 a と 3 の関係は，上記 1 西番語 -a

の場合と並行している O そして文語および現代諸方日との対応関係は，すでに

掲げたく足>， く雨>， く赤い>， <東>， く城>の諸例に認められる o

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

53 -ar -aa -ar -ar -ar -ar 

~24 西番語 B -i， -i? 

漢語 -i(止摂関口)を用いて表記される西番語には *-iおよび *-i?を推

定するD

1.<犬> 器

2.く二> 拭

3. <文字>義

く影> 止

khi rもhij(334) 

ni r叫ij(705) 

'i ryi? J (689) 

t~l rd究i?J (50) 

<問う>止 t~l rd究ij(552) 

くどま>的 tirtij (327) 

く春> 昔 sir Cfi? J (206) 
<鼠>世 ~1 r~iり (362)

4. <鎖> 薩子 satsi rza? tsij (441) 

<児馬>大四 tasi rta si? J (380): く琉泊>博世 pUJ~l fpo ~ij (578) 

1は文語形式一 ζ2は一is，-i1 ，ζ3は -ig，-id， -ib ，r.， 4は， -e， -eb， 

-el にそれぞれ該当する o 第2の文語 -isに該当する例は， く二>以外にはな

い。文語一i1には規則的に，西番語 -iが対応するとは限らない Oくどま>と並

行して<涼しい>は rsij (437)， <雀>は rt<fhi予aJ(348)ではあるが，

<露>忠助巴 rzi1欄paJ(Wr. T. zi1-pa)， く中間>祭児「もirJ (Wr. T. dkyi1)で

は-i1が保存される。第 3の文語形式 -ig，-id， -ib，に該当する系列には，第

lの系列と区別して一応 -i?を推定するO しかし実際には， -ig， -id， -ibまた

は， -ik，一it，-ipであった蓋然性が大きい。第4の系列はいずれも複合語の第

二要素の位置にのみにあらわれる形態素である。く琉拍>の r~ij はさきに述べ

たどとく， く玉>r~eJ と allomorph の関係にあったと解釈でき， く児馬>の

rsiりも，単独にあらわれる形式は記録されていないけれども， rseりの存在を

期待できる口く鎖>の rtsijも同じ条件にある付属語である D

現代チベット方言との対応関係はすでに 1にはく問う>， く四>， く寓>，

2 ，ζはく二>，く涼しい>， くどま>， <中>， 3にはく眼>，く春>， <ー>

の諸例を掲げた。それらの例から，つぎの対応原則をたてる ζ とができるO
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Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

54 -1 -11 -11， -lS: -1 : ーし -i，-il : ーし -is， -i1 

55 -i? -ik， -i -ik -ig(-ik)， -d: -ik， i7 -ig，一id，-ib， 

~25 西審語 B -i{l， -e{l 

漢語 -i!)，-d{l (通摂関口)を用いて表記される西番語母音および末尾音には，

本 i{lおよび *-e{lを推定する O

1.<心>寧 ni{l r叫i{lJ(625) <長い>零 li{lr ri{lJ (44) 

2. <木>盛 ~d{l r ~i {lJ (286) <田>縄 ~d{l r~i{lJ (105) 

3. <池>丁喝 ti{lk::> rte{l kaJ (109): <数珠>平瓦 phi!)wa r phe{l waJ (592) 

1， 2はいずれも文語一切に該当する。 2の系列は，そり舌初頭音をもっ形態

素に限定され，それ以外の初頭音が属する 1の系列と補い合っているからう共

に西番語:B -i{lの表記を意図したものと考えて差支えない。乙れに対して， 3 

の系列は?文語 -e!)，現代方言 -eりに該当する O 明代北京音では te{l， phe!)を

適切に表記する音節がなかったから 1， 2と区別してこれには *te{l*phe1Jを

推定すべきであると思う。 (Wr.T. lte{l-ka， phre{l-ba) 

西番語Bヲ 1{lと現代諸方吉の対応関係は?すでに掲げたく深さ>， <田>，

<心>， <長い>の諸例によって明らかである O *-eりにはつぎの例がある O

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

<数珠>rphe{l-waJ (592): phre{l-ba : t~he{l l 1Jal:? : t~he1J l ・ma1 : t~he{l-wa 

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

56 -1{l -1{l : -lU : -1{l : -lU ; -lU・

57 -eu : -eu ? : -eu : -eu : -eu 

~26 西呑語 B -in， -im. 

漢語一in(捺摂関口)を用いて表記される西番語には -inおよび -imを推

定する。

1.<蟹>底信 tisin r di?sinJ (359): <・・・である>銀・inr yinJ (540) 

2. <陰る>纂 tshinrもhimJ(50) 

1は文語形式 -inに 2は一im と該当し，現代諸方言との聞につぎの対応
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関係が成りたつ。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti chamdo Amdo 

く…である>yin yin yin3 inma jin3 yin cf.上例(雲)

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

58~ -1n 一1n -1n -1n， -lD -1n -1n 

927西番語B -i1， -ir 

漢語 i(止摂関口)とを勅'の結合，および iと聖児'の結合を用いて表記さ

れる西番語には，それぞれホーi1および *-irを推定する。

1.く露>思勅巴 s}lεparzi1開paJ(12) 

2. <中>祭児 tsi~r r~irJ (46) 

lおよび2の系列はともに文語形-i1に該当する口もしこの両単語がともに

西番語B-i1であったならば，前者の表記方法をもって統ーできたはずである o

事実一児の表記は -i以外の母音と結合する例では， いずれも文語の -rに該

当しているから (cf.pp.127， 132)ζの形式には西番諮B*ーirを推定するのが

妥当である o

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

く露>rzi1予aJ(12): zi1-pa : siP-pa1: P. zi1・pa: : zi1 

く中間>は上記 p.113を参照。

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

59 -11 : P. -i1 : ? 

60 一1r 一11 -1 

928西番語B-e， -e? 

漢語一iε(拙摂開口)および軟口蓋音， そり活音と連続する一εを用いて表

記される西番語形式には *-eまたは寧-e?を推定する。

1.<花>滅奪 miεtorme-to? J (279) :く舌> 摺 t~εrtçeJ (616) 

2.く腰〉革巴 kεparke?-paJ (629) :く鰍> 大滅 tamiεrta幽me?J(454) 

3.く玉>舎 戸内eJ(674) <私印〉梯子 thεtsirthe tsiJ (687) 
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4. <鶏>斜 Slε 「昇eJ(352) 

5. <八>節 tsiεidre7 J (711) 

6. <臥る>語 niε 「叫eJ(404) 

<秤> 姐麻 tsiε-mai dre-maJ (435) 

<杭く>陀舎 t~a ~εít~a ~e? J (634) 

<右>葉 'iεiyeJ(739) 

との中 1の系列は文語 -e ~と 2 は -ed ， 3は -el，4は， -a， 5は -ad，

6は -al-as にそれぞれ該当し?現代チベット方言と概略つぎの対応関係を示

している。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa 

1. <舌> itcpeJ : lce I(peLle1 

2. <腰> ike7-paJ : rked-pa : ke1-pa1 

3. <玉> í~ej : shel cpee 

4. <鶏> 「写ej : bya tcpa3 

5. <八> i dre7 J : brgyad :もε73

6. <臥す> i叫ej : nyal :叫ε3

Bal ti Chamdo Amdo 

: hlche ~e2 : xtcpe 

: sked-pa : ke1-pa1 xke7・pa:

: ~el ， 

η九

e
 

q印
.

A
u
 

A
u
 a
 

a

V

d

 

V
u
σ
b
 

h
υ
L
U
 

:cpa-wu 

:凶年ε?

P. iiyel 叫p 叫aa

1， 3， 4， 6 ~とは *-e を， 2， 5 ~とは *-e7 を推定した。 実際にはラッサ方言

のごとく ，i --3の -e-e7と 4--6の -εε?が対立した関係、にあった可能

性も少くない。しかし，全体から見て西番語Bはむしろチャムド方言に近い形

態をもっていたと考え得るから，漢字表記に忠実に *-eおよび *-e7をすべて

の系列に推定する o (Sifan B -e: Wr. T -asは上記<右>参照)

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

62.-e?:-e?，一ε7 -ed， -ad -e 

61. -e : -e， -a，-ε-e， -a， -el: -eヲーi. -e， -el， -a: -e， -el， -a， -al， -as 

-e7， -ε7 ←ed， -ad 

~29 西番語 B -en， -em. 

漢語 -iεn (山摂関口)またはそり舌音と連続する -dn (榛摂関口)を用いて

表記される西番語には， *-en，-emを推定する。

表記例

1.く大きい>嘆卜 t~hdnpu itcphen-puj (189): 

2.く白痴> 連巴 liEnpai1en帽paj(520): <赤胡椴>畑罵 iεn-maiyen叩 aJ(670) 

3. <日蝕> 惚麻散忽巴 -tsdn咽pai-dzen-paj (51): 

<家長>謙苔 khiεntaí~hem-daり (486)



4.く聴く〉 年 niEnr叫enj(555) 

5.く狂人> 年巴 ni印刷par叫en-paj(519): 

1 は文語 -en ~乙 2 は -en ， -er ~と 3 は -in， -irn ~L ， 4は -yan~ζ5 

は -yon~とそれぞれ該当する o 2のく赤胡椴>はもともと iyer-rnajであり，

末尾音 -rが接尾辞 -rnaの初頭音に同化されて ryen-rnajtと変った形式であ

ると考えられる O そして第 1の系列は専らそり舌音を初頭にもつ形式に限られ，

それ以外の初頭音が属する第2の系列とは?表記上補い合う関係にたっている口

第 3の系列に属するく日蝕〉は文語bdzin~と<家>は khyirn ~と対応する O 四

番語Bで前者が dzinであれば漢語電俸，tsinを用いるととができ，後者がもhirn

であれば電欽， khinを用いて表記できた。それにも拘らず? とのテキストでは

そ定、， tSdnおよびそ謙， khiEnを用いているから，<日蝕〉には idzenjを，<家>

には凡hernjを推定する。 第4のく聴く>と第 5のく狂人>は，チベット文

語および現代方言形式から類推して，対立した形式をもっていた可能性が大き

いけれども，後者の形式を推定する根拠が薄弱であるために， 共に「ヰenjを

仮定した。代表例<大きい>，<赤胡椴>，く聴く>はつぎの対応関係をもって

いる。なおく狂人>は p.118を参照。

Sifan B. Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

<大きい>rt<:phen-puj (189): chen-po : t<:phen1・p01:(chhoro): ~hen1予01 : t~en-po: 

<聴く> r叫enj(555) nyan tlpee3 P. nyan - tlpee3 iien 

く赤胡椴>iyen-rnaJ (670) : g-yer-rna: ?e1-rna1 : suer叩 a je1叩 a1

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

63. -en -en， -ee -an， -er: -en， -e -en， . -en， -yan， -er， 

64. -en <?) -onφn  -yon 

(く狂人>)

S30西番語B -er. 

漢語一εまたは -iε(拙摂関口) と(児〉の結合を用いて表記される西番諮

B には *-erを推定する o

1.く皿>畳児麻 tiωr-rnar der-rnaj (425):く金>塞児 S印 riserj (673) 

2.く夏>葉児渇 'i日rkhJ ryer khaj (207) 
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1は文語 -er~乙 2 は -yar に該当し， く皿>， <金>は，チベット文語お

よび現代方言とつぎの対応関係をもっている。<夏>は p.120参照。

Sifan B W r. Ti betan Lhasa Bal ti Chamdo Amdo 

<皿> I der-maj (425): sder-ma : ter3-ma3: 

<金> Iserj (673): gser : see1 xser 

: de3-ma3 : der刷ma

see1 xser 

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

65. -er . -er . -er -e， . -er -er， 

66. ( -yer -aa -yar-a : -er : -yar) 

S31西番語B -ew 

漢語 -gU(流摂関口)を用いて表記される西番語には牢-ewを推定する O

<猿>周烏 t~gU-'U It~ewuj (343) 

表記例はとの一例に限られ?文語 sprebu ~ζ 対応する C 乙れと類似した関係

にある連続として， く馬駒>大畳烏 ta-tiε-u があるが，前者を It~ewuj とし，

後者を Itate'ujと推定して区別する O 方言問の対応形式は p.109を参照。

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chando Amdo Wr. Tibtan 

67. -ew -iu (ii) -e-wu -iu -ebu 

S32西番語B -u， -u? 

漢語 -u (祝摂〉またはそり舌摩擦音と連続する -gU(流摂関口)を用いて

表記される西番語には *-uおよび寧-u?を推定する O

1.く九> 谷

2. <身体>禄
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噌
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A

く煙>観機 tu・waIdu-waj (17) 

3. <霧> 木巴 mu-paImu7-paj (11) : <西>奴 nuI nu7 J (736) 

<総> 谷巴 ku-paIku7・paj(440) : 

4. <弓>肉えgUIぇuj(448) <坐る>肉 ~gU Iぇu?j (546) 

1は文語 -u~と 2 は -us -ul ~と 3 は -ug -ud -ub に 4は -u-ug ~(， 

それぞれ該当する。 1~乙属する形式は，そり舌摩擦音を初頭にもつ場合に限ら

れ，上記 1， 3の系列に属する形式と補い合う関係にある O 文語の -ul，-us ~乙
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は， ζの-uのほか西番語 BjiL，および *-usが対応する口 (cf.p.135).っさ

にく水>， く身体>， <西>， く坐る>の対応関係を掲げる o く九>， く舞>，

く肉>の対応関係、は上記 pp.106， 117， 124を参照。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

1.く水> rtcphuj (90) : chu : tcphu1: chhu :ヰh芯2 : t~hu 

2.く身体>rIuj (620) : lus : ly3 : 1苫3・pOl

3.く西> rnu?j (736) : nub : nup3 : nubkha n(S"3--nu3 : nup 

4.く坐る>何u?j (546) : bzhugs : cpuu3 : (shakb (s) -pa) :ヰu3

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

-u，-y -u 一苫---u: -u -u， -US， -ul. 6R -u 

69_ -U? -up -uu : -Up : -(S"---U -Up -ug， -ud， -ub. 

~33 西番語 B -un， -um. 

: ~u 

漢語 -un(操摂合口) を用いて表記される西番語B~とは *-un および *-um

を推定する O

1.く前>敦 tunrdunj (740): <冬>視渇 kunkh~ rgun khaj (209) 

2.く三>孫 sunrsumj (706) :く月が円い>老瓦輪ト lunpurIum-puj (55) 

1は文語 -un'ζ2は -um，ζ該当し，現代チベット方言との対応原則は，
さきに掲げたく三>およびく七>の例からつぎのごとくまとめることができる o

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

70. -un -yn -un -yn -un -un 

71_ -um -um -um -um -um -um 

~34 西番語B -ur 

漢語(祝摂)-u と‘児'の結合を用いて表記される西番語には牢-urを推定

する o

く箸>土児麻 thudr-mar thur引laj(427):く紅花〉古児視 kUdrkun 

rgur-gumj (306) 

とれは文語一urに該当し， すでに掲げた例く酸い〉から(p.113)， つぎの対
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応原則を考え得るD

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

72_ -ur -u -ur -u -ur 

935西番語B-U1，-U，-br，(-凸r7)，-US. 

漢語 -U，-i怯(止摂合口)を用いて表記される西番語 B~とは*一己， *-U7を，

漢語一i怯と電児'の結合および一iuと電思'の結合を用いて表記される西番語B

にはそれぞれ *-urおよび *-usを推定する。

1.<蛇> 主 t~せ fdぇ己j(356): 

2. <痩せ人>密主巴 mit~u pa f mi-d耳目欄paj(515) 

3. <青木香>巴思大 liuslta frus taj (582): 

4.く銀> 玉児・i社drf uurj (675) :く窓掛け>雨児瓦 iほdrwafy批幽waj(654)

1は文語の -ul，~乙 2は -ud ~と 3 は -us ~r ， 4は -ul，-01 にそれぞれ

該当する O 文語の -ul，-usは， 乙のほか?西番語B *-uに該当する系列があ

り?文語 -ud~とは西番語 B *-u7があたる例がある。<窓掛け>と<銀>に

は，同じ漢字表記'iせdrが与えられているために，共に西番語B 牢-urを推定

したが，チベット文語および現代方言形式から類推して， 乙の両単語はおそら

く， -orと -urに類似した対立した形式をもっていたものと考えられる O す

でに掲げた<蛇>， <銀>の例を除いて<骨>および<窓掛け>の形式の対

応関係をつぎに示す。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

<骨> fr泊sJ (582) : rus lP- ruspa 花 L .r込-wa

く窓掛け>fyur--yorj (65の:y01-ba : j回φ31a3: : jo03-1a3 

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo 羽Tr.Tibetan 

73 -u : -yy : -ul : -y : -u1 : -u1 

74 -us -1 -us -o -us -us 

75 -ur : -yy : -u1 : -y : -ul : -ul 

76 一品r(-りr): 一回φ -00 :一01

936西番語B-0 -07 
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漢語 -UJ(果摂合口〉を用いて表記される西番語 B~どは *-0 および仁o~を，

泥母初頭音と連続する idU(流摂関口)には *-0を推定する。

1.く歯> 索 SUJ r so J (619):ぐ海>興剣 tsiεntshuJ同entshoJ(97) 

2. <分かれ路>藍郭 1ankuJrIamgo J (164):く法>畷 tpUJ rUphoJ (589) 

3.く下>商納 .UJna r・o?聞naJ(745):く時>観剣 tutshuJ rdu・tsho?J (211) 

4.く買う〉 牛 nidU r IlpoJ (566): 

1は文語 -0~ζ2 は -01 -osに 3は -og-od，ζ4は -osにそれぞれ
該当する o 4 ~ζ属する単語はく買う>一例のみであって， 西番語 *-0 ~とは

-UJを用いる表記原則に適した niuJ音節が明代北京音には存在しなかった口

その結果，牛 nidUによる表記は第2の系列と初頭音を補い合う関係になるた

めに? く買う>にも西番語「斗oJを推定する。 ζの諸系列は概略つぎのどとく

チベット文語および現代方言と対応する o [上掲く行く>， く頭>， <門>，

く年>， く有る>， <下>etc.を参照〕

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1.く歯> rsoJ (619) so so so so so 

2. <沸かす>rkoJ (668) : sko1-ba : k回2 : sko1-ba : kε1 

3. <汚れた>rtso? J (140) : btsog-pa : tsokl-pa1: p.stsoq岨po:tsokCpa1: 

く時> rdu-tsho? J (213): dus-tshod: -t曲折1: -tshザ -tsho 

4. く買う> r叫oJ(507) 首os 叫回 P nyo- 叫o 斗0

対応原則

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo Wr. Tibetam 

: 一0，一回 : 一0，-01 一0，一ε . -0 :一o.-01.一os77 -0 

78 -o? -ok，一回:一oq，-ot: -ok一回 :一o? -り 一oq:-og. -od. 

S37西番語B -ow 

漢詩句烏 niBU (効摂開口)を用いて表記される西番語Bには *rヰowJを推

する o

く水が揮る>出烏 t~hu niBU rUphu IlpOW  J (130) 

く親戚> 烏蔑 niBUwa r Ilpow-waJ (485) 

前者は文語 nyog ~ζ，後者は nye-ba ~c.対応する O とれらに対応するラッサ

-136-



方言叫ok-pa<溜る>および叫e-wa<親戚>以外の現代方言形式をことで掲げ

る乙とができない。

S38西番語B -utJ，一OtJ・

漢語 -UtJ(通摂)を用いて表記される西番語Bには *-UtJおよび仁OtJを

推定する O

1.<小さい>充

2. <来る> 容

tt'hutJ rtcphutJJ (71): <槍>董 tUtJr dUtJJ (445) 

iUtJ ryotJJ (543) く葱>宗 tSUtJrtsotJJ (290) 

3.くほら貝>東鴎児 tUtJk::>drr dUtJ kar J (587) :く氷>紳卜隆 tt'h::>pu1utJ 

rtcphobrutJJ (18) 

1は文語 -UtJ ~とう 2は一OtJ~ζ3 は -un -um に該当する O 明代北京音で

は -UtJと -OtJの区別を適切に表記分けすることができなかった。しかし，チ

ベット文語および現代チベット方言形式から類推して西番語においても，この

両形式が弁別されるべき職能をもっていたととは明らかである D したがって?

文語形式から類推して，西番語Bに *-uD*ーOtJを?区別する O 第 3~ζ属する

単語<氷>tt'ho brutJは，文語 chabbrum~乙対応する O もし乙の西番語B形式

が tcphobrumであったならば，たとえば漢語をト脅'を用いて適切に表記できた

と考えられるから，西番語Bのく氷>は rtcphobrumJではなく rtcpho-brutJJで

あったと推定せざるを得ない。

西番語B -utJおよび -OtJはつぎのごとく現代チベット方言と対応する O

[<風>， <来る>， く葱>， <樹>は上抱参照〕

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Balti Chamdo Amdo 

1. <小さい>rtcphutJJ (71) : chung tcphUtJ1 : tshutJ-:もhUtJl : tcphutJ : 

2. <兎〉 r ri -gOtJJ (338): ri -gong : lP-kotJ3 : ryotJ : ld3-gOtJ3 : ld-gOtJ 

対応原則

Sifan B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

79 -UtJ : -UtJ : -UtJ : -UtJ -UtJ -ung 

80 一OtJ : -OtJ .一OtJ : -OtJ -OtJ -ong 

S39西番語B -on. -om 

漢語 -uan(山摂合口)両唇音・声門音と連続する -U(d) n (様摂合口)また

は yーを初頭音とするときの -iUEn (諌摂合口)を用いて表記される西番語B
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には-*onおよび*ーomを推定する O

1.く寺> 官巴 kuan-pafgon-paj (397) :く右>院・iUEnfyonj (738) 

く騎馬>本烏 pU(d)n'ufbon-uj(344) :く青い>温ト'u(d)npuftJon-puj(690) 

2.く熊〉端 tuan fdomj (355) 

1は文語 -on~ζ2 は -om ~C該当し，概略現代チベット方言とつぎの対応

関係をもっている o

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

1. <寺>fgonpaj (397) : dgon予a : k仰 3_pa1: gompa:切n3pa1:mgon-po 

2.く熊>f domj (355) : dom tom3 : dom3 tom 

対応原則(上掲く背い〉参照)

Sifan B Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 明Tr.Tibetan 

81 -on 一回n -on : 一回n -on -on 

82 -0口1 -om -om 一om -om 

~40 西番語 B -or 

漢語 UJと句児， dr の結合を用いて表記される西番語 B~ζ は *-or を推定する O

く牛>那児 nUJdrfnorj (332):く碗>披児巴 phUJdrpafphor-paj (424) 

乙れは文語 -orに該当し，現代チベット方言と概略つぎの対応関係を示す。

Sifan B Wr. Tibetan Lhasa Ba1ti Chamdo Amdo 

<碗>fphor-paj (424) : phor-ba : pho1 ・pa1 : P• phoro: pho1 phor 

対応原則〔上記くまるい>参照〕

Sif an B Lhasa Balti Chamdo Amdo Wr. Tibetan 

83 -or 一O P. -0， -or: -0 -or -or 

~41 以上の手続の結果，西番語B の母音および末尾音の連続は，つぎの体系

lとなるO

V V? VtJ Vn Vm Vr Vw Vy Vl Vs 

a a? atJ an am ar aw ay 

1 i? 1tJ 1n 1m 1r 

U U? utJ un um ur 

e e? etJ er ew 
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O 。? on on om or ow 
U u7 ur us 

(り7) (りr)

C トネームの種類 39)

西番語B'ζは，基本的に 2種類のトネーム類の対立があったと推定すること

ができる O 乙れをトネーム類 Iおよびトネーム類Hとよぷ。乙の 2つのトネー

ム類の対立は，漢語の声調の対立によって表記されているが，全般にわたって，

規則的に表記わけされているわけではない。たとえば?すでに初頭音の推定に

関連して掲げた諸例のごとく<足>rkar-maj喝児麻とく舞>r gar-chenj鳴

児粘は実際にはトネームの対立があったと考えられるにも拘らず，共i乙電鴫児'

によって表記され<地>薩 rsajと<飯>薩 rzajも共に平声電薩'を用い，

く聾>rupa-rgaj rr:E児鴎とく虹>町谷児 rdね-gurj にも共に平声(rr:E'を与え，

く馬>大 rtajとく箭>大 rdajの表記には共に去声々大'が用いられるなど，

漢字表記においてトネームの対立が無視されている場合が少くない。それにも

拘らず乙のテキストでは，微細な点でトーンの型が表記わけされているのであ

る。たとえば付属形態素本-waの表記には司瓦， (上声)と電蔑， (去声)が区別さ

れ，九ma'とは麻(上声)と罵(去声)が使い分けられている。たとえば<園>

噺瓦 ra-wa(上)+ (上)に対して<肇>喋~機 1a-wa (上)十(去)があり，

<根>槽瓦 tsaw-wa(平)十(上)に対してく煙>観機 du・wa(上〉十(去)があ

る。またく葉>羅麻10・ma(如)+(上〉に対して，<蟻>卓罵 ~07・ma(平)十(去〉

がある。とれらの付属形態素の宅上声'と宅去声'による表記分けは，単語全体

のもつトーンをかなり忠実に記載しようとした結果であると見倣すことができ

る40)。 すなわちく園>ra-waは v.v=vノ型， く聾>1a-waはv.、=v¥型，
く根>tsaw-waは-.vローノ型， く煙>du・waは v.¥、=v¥冶型，<葉>10-ma 
はノ・v=ノ〉型，く蟻>dぇ07-maは一?・¥=一?¥型を示していた。換言するな
らば，西番語Bの同じ -rwaj一rmajが，先行する形態素のもつトーンの相違に

よって，上昇型をとるときと，下降型をとるときがあった。前者の場合に，漢語

39) 以下用いるトネーム類， トネーム型などの用語については，拙稿 TonematicaHistorica. トネ
ームによるタイ諸語比較言語学的研究， l言語研究~ 25， 1954を参照されたい。
40) 明代北京語のトネーム類平声上声去声如声のもつトネーム型の実際1r.ついては他の資料から推定
する方法をもたないけれども，現代北京語のトネーム型からつぎのごとく類推して，基本的には誤り

がないと思う。平声=平板型，上声=降昇型，去声=下降型，如声=上昇型。

-139-



4瓦麻'が使われ， 後者にはそ機罵'が用いられた。 同様にく寺>官巴

rgon-paJ (平)・(平)に対してく観>本ト管 bon帽pugon (上)・(上)・(上)の

表記があるD ζの両者の rgonJは西番語Bで同ーの形態素であると考えられ

るにも拘らず，漢字表記が異っているのは，無意識に表記されたトーンの相違

であると見倣さざるを得ないであろう O く寺>は一・一型すなわち，全体が平

板型であったのに対して， く観>の方は v.v.v=vノノ型， すなわち全体が
上昇型になっていた ζ とを示していると考えられる O とれらの諸例に認められ

るトーン型の対立は，西番語の各形態素がもっトネーム型が連続した結果生じ

るいわゆる変調の例として扱い得るであろう口しかし，とのような変調をもた

らすもともとのトネーム型をさぐらなければならない。

上記のく星>， <舞>などの諸例は，たしかに対立したトネーム型をもって

いたととは確かであろうけれども，それを明瞭に表記分けする必要はなかった

(あるいは漢語の声調型によっては表記分けできなかった)。 ζれらの単語はト

ネーム型自体の対立によるよりも，初頭無声音と有声音の対立によって十分に

弁別されたからである口しかし，乙れに対して，初頭音の対立のみによっては

十分に弁別できないで， トネーム型の差異にたよって意味の区別を表示してい

るいくつかの単語の組があった。漢人がそれらの単語を互に区別するためには，

明瞭にそのトネーム型を表記分けするととが必須の要件であった口西番語Bの

トネーム型は，つぎの 2つの方法によって表記分けされている O

1) 漢語の去声調と上声調の対立によって表記分けする。

去声く風>弄 1ut) : <鮭>濫 iam:く日〉伶麻叫i欄ma

上声<溝>瀧巴1ut)“pa:<路〉藍 1am くニ>束中

2) 漢語の去声調と如声調の対立によって表記分けする口

去声く晴れる>臥黛t)o-dat):く電>、洛 1o?:く木>盛 ~it)

如声く顔> 鵡t)o : く年>羅 10 く田〉縄 ~it)

これらの漢語の去声調によって表記される形態素の初頭音は，文語の語幹に

子音を先行する形式に該当し，漢語の上声調または如声調によって表記される

形態素の初頭音は，共に文語の子音を先行しない語幹形式に該当するから，漢

語の上声調と如声調は，四番語Bの同じトネーム型を示したものと考えるべき

である O したがって，西番語Bの乙の 2つのトネーム型の対立によって代表さ

れる西番語Bの2つのトネーム類を仮定する乙とができる。そして，漢語のト
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ネーム型から，西番語Bのトネーム類 Iは下降型であり， トネーム類Hは?上

昇型であったと推定したい。実際には，乙の下降型には，高|年型と低|奇型が，

上昇型lとは，高昇型と低昇型などが含まれていたかもわからない。

乙の対立から類推して，西番語Bの初頭音一般に，仮りにつぎのトネーム型お

よびトネーム類を推定してみた。上述のごとく，西番語Bの k-.t-. tcp-. t~-. sー

などを初頭音とする形態素を表記する場合に，当時の漢人がとくにトーンを区

別していない理由の一つはp 西番語Bのトネーム類 1，IIがときに中平型(あ

るいは高平型?)と低平型という当時の漢語では表記し得ない型をとったから

であると考えたい。しかし，それらの中平型・低平型を本来の下降型・上昇型と

対立する意味の相違をになったトネーム型として扱う乙とは出来ない。たとえ

ば西番語Bの<地>isaj， <飯>izajは共に漢語の平声で表記されるが?同じ

条件をもっ西番語Bの<馬>itaj， <箭>idajは共に漢語の去声によって表

記されるなどの例があるからである。

初頭音の種類 トネーム型 トネーム類

無声無気音・無声出気音 中平型~下降型

有声無気音 低平型~上昇型 H 

鼻音および r-1一系音 I 上昇型 H 

鼻音および r-1一系音H 下降型

乙の原則には，勿論例外も少くない。たとえば文語形式dmar-po~乙対応する

西番語B<赤い>imar-puj ~C:::は，下降型建罵児卜'を期待できるが，実際には

¥馬児ト'と記載されている O 文語の nag-po~乙対応する<黒い> ina?-pujには

上昇型を期待できるがヲ く蝿>ト郎傘 ibra1Jna? j (黒蝿)に上昇型が認められ

るほかは，納卜(下降型)と表記されている。しかし，乙れらの例を，もしト

ーンの表記に重点をおいて解釈するならば，西番語Bの<赤い>は dmar-poか

ら来源したのではなくて， mar-poから来源し<黒い>は nag-poからではな

く， g-nag-poから来源したと説明するととも可能である O

西蕃語Bのトネームは，西番語Aのごとく明瞭に考察できないけれども41)，

ζのテキストにおけるこれらのトーンの記載が，規則性を意識して表記された

結果でない点に，より大きい価値があるように考えられる。

41) 拙稿， Iチベット語とビソレマ語におけるトネームの対応についてJU言語研究JJ35， 1958， p.91-。
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四西番語Bの文法形態について

ここで西番語Bの文法形態全般にわたって考察する ζ とは?乙の言語資料の

性格から，ほとんど不可能に近い口以下の考察はおのずと， ζの漢語と西番語

Bの対訳単詩集に記載された事実に限定されている O そして ζの単語集におい

て，西番語Bが，音表記と同様に，前後統ーのとれた条件のもとに記載されて

いるものと仮定して，以下の考察を行いたい。

ζの単語集の基準としてあげられた漢語は，一つの単語または 2つの単語の

連続に限られて，それ以上の連続は含まれていない。しかし，その範囲内にお

いでさえも 2つの単語の連続関係にはいろいろの性格が認められるために，

それらの漢語を如何に西番語Bで翻訳しているかを考察する ζ とによって，西

番語Bの基本的な構文を知ることができる口

つぎに， A. 漢語 1単語に対訳される西番語Bの単語形態，およびB. 漢語

2単語の連続に対訳される西番語Bの文法形態について考察を加えた。

A. 漢語の 1単語lと対しては，原則として西審語Bの1単語があてられるが，

その場合漢語の 1形態素からなる 1単語化?西落語BのI形態素によってあら

わされる 1単語が対訳されるとともに 2つまたは 3つの形態素の結合からな

る1単語が対照される例も少くない口すなわち西審語Bの1単語が 1つ以上の

形態素の結合からなる場合が多いのであるO

a) 名詞42)0 1形態素からなる諸例 Oく天>nam，く地>sa，く水>I(phu，く弓>2iu， 

<針>khaw，<羊>lu?などのほかに，く日〉叫i-ma，く月>law-wa， <杏>kham-

bu，く豆>so-maなどによって代表される付属語 -ma，-wa， -bu etc.をともな

う単純名詞および<聾>tcpa-rga， <時>du・tsho?などによって代表される同じ意

義をあらわす 2形態素の結合からなる複合名詞， あるいはまれにく象>la1J輸pu

tcpheのような 3形態素の結合からなる複合名詞がある D

乙れらの 2つの形態素の結合を，結合される形態素の性格から，つぎの 2穂

類に分類するととができるO

I 自立形態素と自立形態素の結合よりなる単語

42) 以下Ir用いる西番語の，名詞・形容詞・動詞などの分類は， 対照される漢詩と対応するチベット
文語から決定した。
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H 自立形態素と付属形態素の結合よりなる単語43)

I にはつぎの例がある O

i) <鰍>ta-me? <馬>と<しりがい> <岸>t(phu -d4. am <水>とく岸>

<居>ta-dan <馬>と<鞍敷き>ぐ江>t(phu-t~han く水〉とく小川>

<鞭>ta-t(pa?く馬>とくむち> <井>don-t(phu <井戸>とく水>

<轡>ta-~aw <馬>とくくっわ>

乙れらの ta<馬>あるいは t(phu<水>は，最後の例を除き，一種の接頭辞

的な職能をもっていて，つぎにつづく名詞を限定していると考えてよい。

ii) 2つの自立形態素が結合して，新しい派生名詞を作る o

po・ ~i <香>・く玉>口<晩泊>ぇu・t~hi <坐る>・<席>=<椅子>

ru-bay <骨>・く蛙>=く亀> : Ilpe-t~hi くねる>・く席>=<床>

t(phu・mi?<水>・<眼>=<泉>

H 自立形態素と付属形態素が結合して名詞を作る o

i) 付属形態素 -pa，-wa， -ma， -kha， -ka， -naを接尾する名詞

<霧>mu?-pa， <家>khan-pa; <雪>kha-wa， <煙>du・wa，

<竹〉叫u?・ma，<葉>10・ma; <春>(pi?-kha， <夏>yer-kha， 

<池>ten-ka， <道具>t(pha-ka; <鍋>1an-na 

乙れらの付属形態素は，チベット文語の -pa，-ba， -ma， -kha， -ka ~と該当する o

ii) 付属形態素 -bu，-wu， -u， -mu， -guを接尾する名詞。

<樹>don-bu， <杏>kham-bu; <河>t(phu・wU，<猿>t~ew-u， <匠入>zo・u，

<夜>tshan-mu， <膝>pu-mu; <筆>叫u-gu， <紙>~o宮u.

乙れらの付属形態素は，文語の -bo，-mo， -bu， -u， -guに該当し， -bu， -u， 

-guはもともと bu<子供>から来源して， とくに指小辞の機能をもっていた。

iii) -tsiを第2形態素とする名詞。乙の多詞は数多くはないけれども，すべ

て漢語よりの古い借用語であると考え得る 44)。 乙の -tsiは，漢語の電子'K該

43) 乙の自立形態素と付属形態素の分類も， 対応するチベット文語・現代方言形から類推して， 推定
した結果である。

44) cf. B. Laufer， Loan words in Tibetan. T‘oung Pao VOL. 17.1916. 
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当する45)口

<卓>t(jio?-tsi (漢語の勺卓子'より)， く鎖>za?-tsi (漢語ぞ鎖子'より)

iv) 付属形態素 aーを接頭する名詞。

<叔父>a占叫く姉>a-t(jie 

との aーは，チベット文語の aーに該当し，いわゆる親属名詞につけられる

接頭蹄である 46)。

b) 代名詞 西番語Bの代名詞はつぎの形をもっている O

人称代名詞 疑問代名詞

1人称単数 t]a 1人称複数 t]a tsho <誰>su

2人称単数 もho? 2人称複数 ~ho? tsho 

3人称代名詞および指示代名詞の形式はとのテキストには記載されていない。

人称代名詞複数形を造る一tshoは，そのほかに， く千年>10 tOt]-tsho， <万年>

10 t~hi-tsho にもあらわれるから， 名詞一般に付けるととができたものと考え

られる口

c) 数詞 西番語Bの数詞は，つぎのごとくである。

1. t(jii? 2. 叫1 3. sum 4. 究1 5. t]a 6. ~u? 

7. dun 8. ~e? 9. gu 10. t(jiU tham・pa

20. Ilpi-t(jiU 100 ~a tham-pa 1000 tOt] tsho t(jii? 

1寓 t~hi tsho t(jii? 1億 t~hi tsho t~hi tsho 

序数詞は，第 1t(jii-pa，第2Ilpi-pa，第 3sum-pa，第4~i-pa のどとく一仰を

つけてあらわされた。

d) 形容詞 西番語Bの形容詞は，つねに -puを第2形態素とする 2つの形態

素の結合によって表わされる。

く白>kar-pu <紅>mar予u

く青> t]on-pu く黒>na?-pu etc. 

45) 乙れと関連して興味のある事実がある。 中園の河南省・鄭州・原陽一帯の方言では，北京語の…
子 [tS8Jの替りにじuJが用いられ，鄭州では，鼻子は pi8u，皮子は p'iau，李子は li8U，笛子は
ti8U etcとなると報告されている(李栄， 在、様記詞録和語法例句， 中国語文 1957I. p.21-)李栄
氏は叱-uJが‘子‘から来掠していると断定する ζ とがまだできないから， 只[-uJ接尾辞が‘子‘
接尾辞に該当すると去えるだけである"と述べているが (p.21)，この [-uJは， おそらく上に述べ
たチベット詔一般にあらわれる指小辞ーの -u<bu r子供J>と通じる接尼辞であろう。中国の方言
形式の中には，チベット訴と漢語の共通時代の残存がなお見出し得るものと期待できる。
46) S.N. Wolfenden， Out1ines of Tibeto-Burman Linguistic Morphology. London 1929. 
p.198. 
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e) 動詞 西番語Bの動詞は，変化形態をもたない上に?原則として 1形態

素によって代表される。

<去>so:n<行く>， <来>yo:n<来る>， <坐>叩?く坐る>，

く突>:nu く泣く >， <買>IlpUく買う>， <売>tsho:n <売る>，

<説>~er<云う>，

しかし 2つあるいは 3つの形態素の結合から成る動詞もある O

<過> phar-dLi， 0 (phar <彼方に>・dL1，o<行く>)→く渡る>

<酔> I(pha:n-dzi (hpha:n <酒>・ dzi<酔う>)→<酒に酔う>

<脆> pu7-mu tsu7 (pu7-mu <膝>・ tsu7くつく >)→<脆ずく>

<鞠朗>ke7-pa gur(ke7・pa<腰>・gurく曲げる>)→<身をかがめてお辞儀する>

B 漢語が2つの単語の連続によって表現される項目には，西落語Bの2つ乃

至3つの単語連続が対訳される O それらの連続には基本的に，つぎの四種の関

係を認める乙とができる O

1.従属関係 天上<天の上>天→→上

2. 修飾関係 青天<青い空>青→→天

3 a.主語・述語(名詞・動詞)関係 天晴<空が晴れる>天→←晴

b.主語・述語(名詞・形容詞)関係 天高<天が高い>天一+←高

4. 目的語・述語関係 敬天<天を敬う>敬→←天

1， 2は内向的(endocen tric )な構文であり 3，4は外向的 (exocentric)な

構文である O 漢語では，単語そ天'は， 乙れらの構文の中 1と 3ab，および2

と4でそれぞれ同じ位置を占めている D 乙れに対訳される西番語Bの単語連続

は，つぎの構文をとる。

1. <天の上> nam dri tho 7 天→→の→→上

2. <青い空> nam dri :non-pu 空→→の→→青い

3 a.く空が晴れる>nam :no-da:n 空→←晴れる

b.<天が高い> nam dri thon-pu 天→→の→→高い

4. <天を敬う> nam du7 天→←敬う

1. 2. 3bは，内向的構文， 3aと4は外向的構文であって，単語く天>namは?

との 4つの構文を通じていずれも同じ位置を占めている O との例では，内向的

構文をとる1.2. 3bは， -driーを 2単語の問に介在しているけれども，乙れ

以外の例では， -driーをともなわない場合も多い。
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Iの従属関係iとlむを山前， ri→→dun<山の前>電山後， ri→→drawく山の後>

e河中， tcphu-u→→ヰirく河の中>などの例があって， N→→N の関係を示してい

る。 2の修飾関係にはF ー白天， nam dri→→kar幽pu，電黄天， nam dri→→ser-puなど

は上例と並行しているが， 電青雲 prinく雲>←←!)on-puく青い>，白雲 prin

←←kar-puなどの例では N←←Adjの関係、になって，上掲の 3a・4と同じ語

j慣になる O すなわち，西番諮Bでは， -driーを介在させない限り?修飾関係(2)

と主語・述語関係 (3a.3b)は， 単語の配列の上では異るととろがなかった。

たとえば

2. <気持の好い風> 好風

3aく風が吹く(来る)> 風来
3b<風が涼しい> 風涼

lu!)←←dza!) 

lu!)→←yO!) 

l町→←~a!)

の例がある G それにも拘らず実際には，乙れらの構文は口語形式では十分に区

別されたものと考えられる D おそらく， lu!) dzaりではとの 2つの単語がかなり

密接に連続して発音されるのに対して， 3abの場合は， lu!)と yO!)，lu!) と

~a!) の 2 つの単語の聞に弱い休止が置かれたのであろう O

従属関係が， さきに掲げたく天上>のどとく -driーを介在して表現する場合

と並行した諸例をつぎに補いたい (cf.pp. 88-89)。

く水浪> tcphu-i ba-lo? (-iは文語の -biζ対応する)

く西番地方>00ρ?-~i s悶a仕仕仕.珊剛句ha(十一もμiは文語の一占ky判にζ対応する)

く金匠> seぽr-drizo-'u (←一4ωiは文語の一部rぺにζ対応する)

<銀匠> !)ur-dri zo勺(-driは文語の -gyi と対応する)

乙れらの i，ーもし -driは，チベット文語と同様に先行する形態素の末尾音の

性格に応じて補い合う関係にあるから，同一の職能をもった同じ形態素であっ

たと認めて差支えない。 ζれを{一1--ーもi---drilとして表記する ζ とができる o

2つの単語が修飾関係あるいは従属関係にだっときには，上記の{-i--ーもi---

dri}をともなう場合のほかは，実際には N←←N，N←←Adjの配列と N→→N，

Adj→→N の配列の 2つの場合が記載されていて， 乙の両者をそとに含まれる

形態素の意味あるいは形式から決定することはむつかしい。たとえばく雪山>

は kha-waく雪>→→riく山>であるが<石山>はriく山>←←doく石>であ
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るo しかし，乙の差異をつぎのごとく扱うととができる o 2つの単語を，修飾

関係にあると意識して連続するときには， N←← N，N←←Adjの配列をとり，

従属関係にあると志識されるときには， Nータ→N，Adj→→N の配列にしたがっ

た o<一年>は 10<年>←←tcpi?<ー>であるのに対して，<一日(ついたち)>

は tcpi?→→斗i<日>であるのはy前者は修飾関係にあり，後者は従属関係にあっ

たと意識された乙とによる O く石橋>do-wa<石>→→zam-pa<橋>と並行し

て<新橋>sar-pa <新しい>→→zampa，<旧橋>叫iD-pa<1印、>→→zam-pa

が， N←←Adjとならないで Adj→→N の配列をとっているのは， 乙れらの単

語連続が従属関係としてとらえられたためであろう D

西番語Bの存在表現・関係表現にはつぎの形式がある。

<……がある>・・・・..yo? <雨がある> tcphar-pa yo? 

<……がない>・・・…me? <雨がない> tcphar-pa me? 

く・・・・・・である>......yin <私である> Da yin 

<・・・・・・でない>…・・・*mi-yin <私ではない>* Da mi yin> Da min 

最後の例は実在しないが? khogくひま>に対して mikhoDく忙しい>の例

があるから， 一般に否定形式は mi-によって表現されたと推定して誤りでは

ない。しかし，西番語Bの疑問構文はとの資料からはわからない。

五阿波国文庫本西番館訳語テキスト

阿波国文庫本『西番館訳語』は，全体で64頁の小冊子である4九その内容は，

天文門，地理門，地名門，時令門，花木門，烏獣門，宮室門，器用門，人物門，

人事門?身体門，衣服門，飲食門?珍宝門，文史門，声色門，数日門，通用門

の十八部門に分かたれ，総計749項目が収録されている O 上段に漢語が書かれ，

下段には，各漢語の意味に該当する西番語が漢字を用いて表記されている D

以下に提供する資料ではう最左欄に上段の漢語を置き?その英訳を付して，

つぎに西番語を表記した漢字と，それにもとずいて筆者が上述の手続を経て推

定した西番語形式を記入した。最右欄は，その西番語に該当すると考えられる

チベット文語または俗語の形式である O

47) との書物の編者はわからないけれども， 十回訳語に属する『西番訳語』の編者は， 孝慈堂書目に
よれば李広元となっている，乙の阿波国文庫本と十国訳語の西番訳語の聞にどの程度に内容の差異が

あるのかは，今は明らかにできない。
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四番館訳語

THE CHINESE-TIBETAN VOCABULARY， HSI-FAN-KUAN YI-YU. 

A W AKUNI LIBRARY TEXT. 

阿波国文庫本

Astronomy Part 1 天文門

gnam rnamJ 難heaven 天1 

sa 

nyl-ma 

rsaJ 

l
l
J
 

l

J

1

 

a

m

 

m

v

 

可、

・
l

a

V
E
L

‘.a
E
・6

r
J

「
l

麻

瓦

薩

徐

老

earth 

sun 

地

日

zla-ba 

rIU{)J 

卜寄 r prinJ sprin 

卜魯 rbru? J bbrug 

父児巴 rt<:phar-paJ char嗣pa

洛rIo?J glog 

rlung 弄

moon 

cloud 

thunder 

raIn 

wind 

月

風

雲

雷

雨

竜

5 

1ightning 

ser-ba 寒児瓦 rser-waJhai1 電10 

r mu?-paJ smugゃa-rmug-pa木巴fog 霧

zi1-pa 思勅巴 rzi1帽paJdew 露

ba-mo rba-muJ 白木frost 霜

rkha-waJ kha-ba 渇瓦snow ~手
三ヨ

町谷児 rdヰa-gurJbjab-gur rainbow 虹15 

喝児麻 rkar-maJskar-ma star 星

du・bardu倫waJ親機smoke 畑

氷 chab-brom 紳ト降 rt<:pho七ru{)Jlce 

upper part of 
天上 heaven 難吉蛇 rnam ~i tho? J gnam gyi thog 

under part of 
天下 heaven 難吉沙 rnam~i 4，a? J gnam gyi zhabs 20 

難古鎖禄 rnam~i zo lu? J gnam gyi (?) 天辺 horizon

一Theheaven is 
天両 high. 山

難吉闇ト rnam ~i thon-puJ gnam gyi thon-po 

~ The weather 
天悔 hascldhded up.難潟替 rnamkha thi? J g問問lkhathibs 

The weather 
天晴 hascleared 難臥黛 rnam{)o・da{)Jgnam sngo-dang 

rnam la{)J gnam langs 
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dry weather 
天早 (The weather 難思干 fnam skamJ gnam bskams 
has dried up.) 

天晩 evening 難参 fnam tshanJ gnam mtshan 

天知 heavenknows 難吉舎 fnam dri ~e J gnam gyi shes 

青天 bluesky 

30 白天 whitesky 

黄天 yellowsky 

難吉温卜 fnamdrj t)on引 lJgnam gyi sngon-po 

難吉鴎児ト fnamdri kar-puJ gnam gyi dkar-po 

難吉塞児ト fnam dri ser-pu J gnam gyi ser嗣po

to worshin 
敬天 theも悶vぷs
黒天 blacksky 

青雲 bluecloud 

難特 f nam thu7 J gnam dud 

難吉納卜 fnam dri na 7 pu J gnam gyi nag幽po

ト客温卜 fprint)on酬puJsprin sngon-po 

35 白雲 whitecloud 

黄雲 yellowcloud 

紅雲 redcloud 

ト苔鴎児卜 fprinkar中uJ sprin dkar-po 

ト客塞児卜 fprinserゃuJsprin ser-po 

ト苔馬児ト fprinmar-puJ sprin dmar-po 

黒雲 blackcloud 卜喜納卜 fprin na7-puJ sprin nag-po 

線雲 coloredcloud 卜客嘆托 fprin t~hen-dねり sprin tshon rgyab (?) 

40 雲開 cloudspart 卜苔謝 fprin cpe J sprin phye 

雲遮 cloudscover 卜容止 fprindザJsprin bsgribs 

日出 thesun rises 惚麻沙児「叫i-ma~arJ nyi-ma shar 

日落 thesun sets 侭麻奴「叫i-manu7 J nyi-ma nub 

the day is 
日長 lengthening 侭麻零「則-marit)J nyi-ma ring 

45 日短 theda y is short侭麻通「斗i叩 athut)J nyi-ma thung 

50 

日中 daytime 依麻祭児 fI1pi-ma~irJ nyi-ma dkyi1 

the sun is 
日斜 gettinglower 侭麻足児「叫i-madzurJ nyi-ma bzur 
(slanting) 

日午 midday 除麻扶 fI1pi-magUt)J nyi-ma gung 

the wea ther is 
日暖 warm 惚麻卓 fI1pi-ma dぇoJnyi-ma bdro 

shadows of the 
日影 sun {示麻築止「叫i-ma~him dぇi7J nyi-ma bkhyims grib 

日蝕 solar ecli pses 惚麻散忽巴「叫i-mazan dzen-paJ nyi-ma za bdzin-pa 

日紅 thesun is red 惚麻馬児卜「叫i-mamar-puJ nyi-ma dmar-po 

月落 themoon sets 老瓦奴rIaw-wanu7 J zla-ba nub 
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月満 themoon Is 
ful1 老瓦岡 naw-waga1JJ zla-ba gang 

55 
月国 themoon 
round 老瓦輪トrIaw-walum-puJ zla七azlum-po 

the moon 
月出 comes 老瓦沙児rIaw-wa~arJ zla-ba shar 

月明 bthre ight 老瓦喝児rIaw剛wakarJ zla七adkar 

月黒 them山 00 
dark 老瓦納トrIaw-wana?-puJ zla-ba nag-po 

明星 morningstar 鴎児麻占 rkar-madqenJ skar-ma rjen 

60 月影 smhoaodnowsof the 老瓦纂止rIaw-wa~him d究i?J zla七abkhyims grib 

月自虫 lunareclipse 老瓦散志巴rIaw-wazan dzen-paJ zla岨baza bdzin-pa 

星出 starscome out 鴎児麻雄 rkar-maヰu1JJskar-ma byung 

星落 starsfal1 鴎児麻奴 rkar-manu? J skar-ma nub 

星多 starsare many鴎児麻忙 rkar-mama1JJ skar叩 amang 

65 星少 starsare few 鴎児麻紐 rkar-ma~uJ skar-ma nyung 

宿 starsand 
屋 constellations 足喝児 rdpukarJ rgyu skar 

雷簿 thunderbolt 舵 rtho?J thog 

風起 windblows 弄郎 rIu1J 1a1JJ rlung langs 

風息 windstops 
blowing 弄墨 rIu1J me? J rlung med 

70 
風大 wind is big 
(gale) 弄車 rIu1J t(pheJ rlung che 

風小 ind is smal1 
(breeze) 弄充 rIu1J t(phu1JJ rlung chung 

風来 windhas arisen弄容 rIu1J Y01JJ rlung yongs 

旋風 whirlwind 弄課児rIu1Jkhor J rlung bkhor 

風涼 windis cool 弄掌 rIu1J ~a1JJ rlung grang 

75 好風 pleasant wind 弄蔵 nU1J dza1JJ rlung bzang 
大雨 bigrain 父児巴車 rt(phar-pat(pheJ char帽pache 

小雨 smallrain 父児巴充 rt(phar-pa t(phunJ char中achung 

雨下 torain 父児巴博 rt(phar欄pabaり char醐pabab 

雨注 topour (rain) 父児巴粋 rt(phar-pa~oJ char-pa bgro 

80 有雨 (thereis) rain 父児巴約 rt(phar-pa yoり charゃayod 
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父児巴墨 rt(phar-pame? J char-pa med (there is) 
無雨 norain 

雪下 tosnow rkha幽waba? J kha-ba bab 

塞児瓦博 rser-waba? J ser-ba bab 

白木薩 rba-mu sa? J ba-mo srab 

綜ト隆父 rt(phobrung~ha?J chab brom khyags 

木巴替

渇瓦博

電下 tohai1 

霜薄 frostis 1ight 

氷凍 tofreeze 

霧車 tofog 

85 

rmu?-pa thi? J smug-pa thibs 

rmu?幽padangJ smug-pa dang 霧散 thefrost breaks木巴蕪

Geography Part II 地理門H 

rrij ri 

rt(phu t~hanJ chu phran 

rt(phuJ chu 

rdoJ rdo 

委長

出戦

出

深

mountain 

large river 

water 

stone 

rIamJ lam 

rdoD t(phuJ dong chu 

r~aDJ gyang 

rkhar J mkhar 

藍

輩出

蒋

渇児

road 

well 

wall 

山

江

水

石

路

井

堵

城

90 

chu bgram 

rt(phu-wuJ chu-bu 

r~en・tshoJ rgya mtsho 

rIuD-paJ lung-pa 

rt(phu ~amJ 
，saJ sa ，tsha? J rdzab 
，ra-waJ ra-ba 
r na?-wuJ nags-bu 

烏

剣

巴

出

男

瀧

walled city 

nver 

sea 

7可

海

溝

岸

95 

戦

瓦

烏

出

薩

擦

噺

納

ditch 

bank 

earth 

闘

は

-r、
凸

lv

r

L

P

L

 

同

印

円
民
」

P
T

・-

soi1 

地

土

国

林

100 

，dぇoD~herJ grong khyer 
，~iDJ zhing ，zam-paJ zam-pa 

蹟切児

縄

散巴

village 

rice fields 

村

田105 

，bra? J brag 
rtはlU・mi?J chu-mig 
，teなkaJlteng-ka 
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110 沙 sand 彼麻 fphi-maJ bye-ma 

浪 wave 把洛 fba-lo? J rba-log 

山高 mountains
are high 禁固卜 f ri thon-puJ ri mthon-po 

山低 mountains
are low 怒罵瓦 fri ma-waJ ri dmab-ba 

山上 uthpepemr opuanrtt J of 
aIn 認噺喝 fri la包aJri bla-ga (?) 

115 
山下 inside part of 
the moun tain 家寵納 fri ?o?-naJ ri bogイla

f ron t side of 
山前 themountain 禁敦 f ri dunJ ri mdun 

backside of 
山後 themountain 委長爵 f ri ~aw J ri rgyab 

山頂 top of the 
mountain 強舵 fri tho? J ri thog 

山脚 foot of the 
mountain 梨岡巴 f ri kaD-paJ ri rkang-pa 

120 
山辺 edgeof the 
mountain 委長塔 fri thaJ ri mthab 

山尖 mountainpeak 梨尊木 fri tsum muJ ri rtse-mo 

山洞 caves 梨鋪 fri phu? J ri phug 

山涯 ledge 懇ト刺 fn bra? J ri brag 

山澗 mounta
torrent 君主瀧巴 f ri rOD-paJ ri rong嶋pa

125 青山 bluemountain 裂温ト fri Don明puJri sngon-pu 

石山 stonemountain梨探 fri doJ ri rdo 

雪山 snowmoun tain渇瓦禁 fkha wa rij kha七ari 

水深 wateris deep 出丁零ト ft<phu tiD-riD-puJ chu gting-ring-po 

水浅 wateris shallow出哨 f t<phu ~aw J chu srab 

130 水海 wateris muddy出烏 f t<phu ~ow J chu nyog 

水清 wateris c1ear 出黛 f t<phu daDJ chu dang 

水流 current of 
a stream 出卓 ft<phu dぇoJchu bgro 

水響 soundof water 出町 rt<phu d究aJchu sgra 

水浪 waves 水以把洛 rt<phu-iba-loり chuカirba log 

135 Jk落 waterfalls 出奴 rt<phu nu? J chu nub 

水出 watercomes out出雄 ft<phuヰuDJchu byung 
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水寛 wateris wide 出羊巴

水窄 wateris narrow出認叉

浄水 cleanwater 出蔵

140 濁水 turbidwater 出作

泥水 mire 謄出

to go down 
下水 stream

ft<fhu yan・paJchu yang-pa 

ft<fhu 21，en t~haJ chu zheng phra 

f t<fhu tsanJ chu gtsang 

f t<fhu tso? J chu btsog 

f dam t<fhuJ bdam chu 

馬児出 fmar t<fhuJ dmar chu 

過水目立ニ 出伯児卓「同huphar d2j，oJ chu phar bgro 

海岸 seashore 努坐Ij喋1伯力fdpen tsho ra pha rij rgya-mtsho ra pha ri 

145 河深 riveris deep 出烏丁零 ft<fhu・wutin-rinJ chu七ugting-ring 

河浅 riveris shal10w 出烏哨 rt<fhu・wu~aVv J chu-bu srab 

河中 middleof river 出烏祭児 ft<fhu・wu~irJ chu七udkyi1 

過河 tocross a ri ver 出烏伯卓 ft<fhu・wupha d21，oJ chu-bu pha bgro 

大河 largeriver 出烏車 ft<fhu・wut<fheJ chu-bu che 

150 小河 smal1river 出烏充 ft<fhu欄wut<fhuDJ chu七uchung 

大石 largestone 探瓦車 fdo・wat<fheJ rdo-ba che 

小石 smal1stone 探瓦充 fdo・wat<fhuDJ rdo七achung 

石橋 stonebridge 探瓦散瓦 fdo・wazam-paJ rdo・bazam-pa 

板橋 woodenbridge 探列散瓦 fdo・le(?)zam-paJ spang-leb zam-pa 

155 新橋 newbridge 薩児巴散巴 fsar-pa zarrνpaJ gsar-pa zam-pa 

奮橋 oldbridge 寧巴散巴 fIlpiD-pa zam-paJ rnying pa zam-pa 

過橋 tocross a bridge散巴伯卓 fzam・papha d21，oJ zam-pa pha bgro 

to travel 
船 byboat 竹卓 fd21，u d21，oJ gru bgro 

上岸 togo ashore 思干藍卓 fskam lam d2j， 0 J skam lam bgro 

160 大路 largeroad 

小路 smal1road 

石路 stoneroad 

藍車 rIam t<fhe J lam che 

藍充 rIam t<fhunJ lam chung 

藍探 rIam do J lam rdo 

修路 torepair a road藍綴

分路 branchroad 藍郭

165 走路 towalk 藍卓

守路 toguard a road藍松瓦 a
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水路 waterways

早路 roadways

路遠 roadis far 零

藍

藍

塔

出

干

藍

170 路近 roadis near 藍塔轟

路平 roadis level 藍轟木

関田 toopen a field縄謝

to cultivate 種田 G 

a fie1d 

水田 paddy-fie1d

175 "1容田 top10ugh 

菓閤 orchard

菜園 vegetab1e
garden 

花園 flowergarden 

rt(fhu lamJ chu 1am 

rkam 1amJ skam 1am 

rIam tha? ri{)J 1am thag-ring 

rIam tha?叫eJ1am thag-nye 

rIam de-muJ 1am sder-ma 

r ~i{) (feJ zhing bphye 

組愚 r ~iD de? J zhing bdebs 

出京電 r t(fhu ~i{)J chu zhing 

縄磨瓦 r~iU mo・waJzhing rmo-ba 

昇奪噺瓦 r~iU thog ra-baJ shing thog ra-ba 

扱罵吻j瓦 rtsho?-mara-waJ tshod-ma ra欄ba

滅奪喋~瓦 rme tho? ra-waJ me-thog ra-ba 

守城 toguard a city渇児松瓦 rkharsuU-waJ mkhar srung七a

180 入城 toenter a city 渇児嚢容 rkharna{) YO{)J mkhar nang yongs 

出城どおoutof 渇児昔洛「伽(fj川 mkhar州 10g
上城 togo to a city渇児畷tl鴎卓 rkhar1a-ga dzoJ mkhar b1a包abgro (?) 

宥城 tosee a city 渇児大瓦 rkharta-waJ mkhar 1ta町ba

城裏 insideof a city渇児嚢 rkhar nauJ mkhar nang 

185 城外 outsideof a ci ty渇児昔 rkhar (fij mkhar phyi 

城辺 borderof a ci ty渇児塔 rkhar thaJ mkhar mthab 

辺境 frontier 三塔 r san thaJ sa-mthab 

地方 10ca1p1ace 薩父 r sa t(fhaJ sa-cha 

大関 bigcountry 蒋看噴卜 r~aDkham t(fhen-puJ rgyal khams chen-po 

190 皇城 1mperia1city 僧渇児 r ZO{) khar J rdzong mkhar 

城池 moatof a city 渇児了鴎 rkhar teu-kaJ mkhar 1teng-ka 

田地名門 Part III P1ace names 

北京 Pei-ching 大都 rta tuJ 

南京 Nan-ching 南泰 rnam thaij 

天全六番招討司 沙轄吉末噺班薩児 r~a phin -~i mo ra pan sar J 
Thien -ch uan欄liuイan sha phin gyi morapan gsar 
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195 西天地方 Indiaarea 買鳴児薩父 rdra-gar sa t(fhaJ rgya-gar sa-cha 

雅町C乱批;:2:を記t盟長旦九hu凶 a叫n昭g鴎蓄剖出舎吉宗郭 rg切恥刷g伊伊似a仕剖圃ぺt刷Fρ仲拘山hl加n旧ut(fぬ伽h
kua加In1 d匂ga幼b-gru山1巾bcぬhu屯he1gy列 r吋dzon昭l沼g-引欄-rr叫mg伊O 

西審地方 Tiぬbeta訂re悶a 博吉薩父「印boρ? も~i s臼at旬q計仙haωJbod ky計is臼a氾ha

a

沼

唱

し

日m

a

 

g

.
四

方
-m
方
凶

地・
H

地
-m

寧
民
西
出

西

侠
宗喝薩父 rtsou-kasa t(fhaJ tsong-ka sa-cha 

努削薩父 rnu?(fo? sa t(fhaJ nub phyog sa-cha 

200 長河西地方 米納吻l卜岡薩父 rmina?印刷bugau sa t(fhaJ 
V Chang-ho・hsiarea mi nyag rabu sngang sa-cha 

輩昌地方 出馬鳴児薩父1"t(fhu ma kar sa t(fhaJ chu rma dkar 
K un -chang area sa-cha 

董ト韓胡地方 節木犠巴薩父 rdre? mu rou-pa sa-t(fhaJ brgyad-mo 
Tun-pu・han-huarea rong-pa sa-cha (?) 

四川地方
SZii・ch'uanarea 成語胡薩父1"tpou tu hu sa t(fhaJ krong・tu-husa-cha 

臨川地方
Lin-ch'uan area 昇視薩父 rpiu gun sa t(fhaJ shing-kun sa-cha 

5涼出ふouarea 想臥薩父「判明 sat(fhaJ byang昭 ossa-ch 

春

夏

秋

え

210 年

時

思

夜

早

215 晩

冷

熱

陰

晴

W 時令円

spnng 

summer 

autumn 

winter 

year 

time 

daytime 

night 

mornlng 

evenlng 

to be co1d 

to be hot 

cloudy (sky) 

clear (sky) 

Part IV Time 

昔渇

渇児

渇

渇

剣

公

木

木

木

替

黛

葉

端

視

羅

視

惚

恭

阿

扶

恰

擦

渇

臥

1" (fi?-khaJ dpyid-kha 

r yer-khaJ dbyar-kha 

rton-khaJ ston-kha 

r gun-khaJ dgun-kha 

noJ 10 

r du tsho? J dus tshod 

「叫iguuJ nyi gung 

rtshan-muJ mtshan-mo 

1" ua-muJ snga-mo 

r goU-muJ dgong-mo 

「もha?J khyags 

I"tshaJ tsha 

I"kha thi? J mkhab bthibs 

1" uo-daUJ sngo dwangs 
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220 今日 today 轟零 f de rinJ de ring 

明日 tomorrow 桑{示 f san I1pinJ sang nyin 

day after 
後日 tomorrow 襲賦 f nan I1pij gnang nyin 

昨日 yesterday 潟児桑 fkhar-sanJ khar sang 

前日 dyaesytebredfaoy re 渇{示巴 fkha叫i-paJkha nyin 

225 今年 thisyear 打羅 fda 10J da 10 

明年 nextyear 薬羅 f san 10 J sang 10 

後年 yearafter next惹羅 fdeo-10J ? 10 

去年 1astyear 那寧 fna斗inJna rnying 

葎年 formeryears 羅寧 rIo I1pinJ 10 rnying 

230 一年 oneyear 羅治 rIo I(fi? J 10 gcig 

十年 tenyears 羅竹 rIo tquJ 10 bcu 

百年 hundredyears 羅甲灘巴rIodea tham-paJ 10 brgya tham-pa 

千年 thousandyears 羅東剣 rIo ton tshoJ 10 stong tsho 

寓年 ten thousand 
years 羅麹坐リ rIo t~hi tshoJ 10 khri tsho 

hundred 
羅麹剣麹剣「lkohtrpi-hti shto sho tphi tshoJ lo khri-tsho 235 高高年 thousand

years 

正月 first month of 
the year 老瓦治巴rIaw-watqi?-paJ z1a七agcig-pa 

一月 secondmon th 
一 ofthe year 老瓦賦巴rIaw-wa叫iゃaJz1a珊banyis綱pa

三月 thirdmonth 老瓦孫巴rIaw-wasum剛paJz1a-ba gsum-pa 

四月 fourthmonth 老瓦日巴rIaw-wa究i暢paJz1a聞babzhi鍋pa

240 五月 fifthmonth 老瓦附巴rIaw-wana-paJ zlaゐalnga-pa 

六月 sixthmonth 老瓦竹巴rIaw-wa~u?-paJ z1a-ba drug-pa 

七月 seventhmonth 老瓦敦巴rIaw網wadun幽paJz1a醐babdun-pa 

八月 eighthmonth 老瓦節巴rIaw-wadee?-paJ z1a-ba brgyad-pa 

九月 ninthmonth 老瓦谷巴rIaw-wagu・paJzla-ba d郡上pa

245 十月 tenthmonth 老瓦竹灘巴rIaw-watqu tham帽paJz1a-ba bcu tham-pa 

十一月 e1eventh 
month 

老瓦竹治巴rIaw欄watqu tqi?岨paJz1aゐabcu gcig-pa 

十一月 welfth 
-n  month 老瓦竹賦巴rIaw-watqu r叶paJz1a七abcu gnyis珊pa
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一口H fthire st mdoany th of 治{示 i t<fi?叫ijgcig nyi 

一円H seconmd ondtah y of 
- I-l the m 拭的ミ 「叫i叫ijgnyis nyi 

250 三日 third 孫(示 i sum I1pij gsum nyi 

四日 fourth 日(示 「ぇiI1pij bzhi nyi 

五日 fifth 阿{年 i Ua I1pij lnga nyi 

六日 sixth 竹{示 i ~ u? I1pij drug nyi 

七日 seventh 敦{示 idun叫iJbdun nyi 

255 八日 eighth 節{忽 í~e? 叫ij brgyad nyi 

九日 ninth 谷{示 i gu I1pij dgu nyi 

十日 tenth 竹灘巴{示 it<fU tham幡paI1pij bcu tham-pa nyi 

二十日 212e$111賦竹灘巴惚 iI1pit<fU伽 n-pa叫ijnyi bcu tham-pa nyi 

thirtieth day 孫竹灘巴侭 isumt<fU tham-pa I1pij gsum bcu 
三十日 of the mon th tham岨panyi 

night is 
夜短 shortning 

夜長 nightis 
lengthening 

恭通 i tshan thuUJ mtshan thung 

恭零 itshan riUJ mtshan ring 

first two hours 
一更 ofthe night 阿児東治 iuarduu t<fi? J rnga rdung gcig 

second two 
二更 hoursof the 阿児東賦 iuarduu Ilpij rnga rdung gnyis 
night 

-= third two hours 
ニ更 ofthe night 阿児東孫 iuarduu sumJ rnga rdung gsum 

fourth two 
265 四更 hoursof the 阿児東日 iuarduuえijrnga rdung bzhi 

night 

fifth two hours 
五更 ofthe night 阿児東阿 iuarduU UaJ rnga rdung lnga 

子時 tzuhour 須瓦観剣「写u-wadu-tshoJ byi-ba dus tshod 

丑時 ch'ouhour 

寅時 yinhour 

270 卯時 maohour 

辰時 ch'enhour 

己時 ihour 

那児観創 inordu-tshoJ nor dus tshod 

思大観制 istadu・tshoJ sta dus tshod 

里公観剣 irigou du・tshoJ ri -gong dus tshod 

補禄観創刊ru?du tshoJ brug dus tshod 

主観制 id完治 dutshoJ sbrul dus tshod 
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午時 wuhour 大観制 f ta du tshodJ rta dus tshod 

未時 weinour 禄親坐リ rIu? du tsho J lug dus tshod 

275 申時 shenhour 同応視制 ftpew-udu-tsho? J sprebu dus tshod 

酉時 yuhour 斜視剣 「ヰeduぺsho?J bya dus tshod 

成時 mouhour 器視制 「ヰhidu・tsho?J khyi dus tshod 

亥時 haihour 伯規制 f pha? du-tsho? J phag dus tshod 

V 花木門 Part V Flowers and Trees 

花 flower 滅奪 fme to? J me-tog 

280 菓 fruit 昇奪 f pit) to? J shingぺog

梅 plum 者菊児 fkham ~urJ kham skyur 

杏 apricot 者卜 fkham buJ kham七u

桃 peach 姐干 「もekamJ (?) 

梨 pear 谷東 fku puJ ku-shu 

285 竹 bamboo 奴罵 「叫u?岨maJsmyug-ma 

木 tree 盛 fpit)J shing 

聾 glngar 町児鴎 ft<pa-rgaJ bcab 19a 

冴オ完セ了、 gar1ic 果 fgo? J sgog 

韮 a kind of radish菊 f~uJ kibu 

290 葱 onlOn 'Y±Ib t f tsot)J btsong 

正ゴ王2立1 beans 色麻 fso帽maJso叩 a

米 nce 白列 fbreJ bbras 

麦 wheat 卓 f~oJ gro 

稲 rice stalk 索機 fso-waJ so・ba

295 松 pine楢tree 湯盛 f that) pit)J thang shing 

相P willow-tree 章麻 f tcpat)-maJ lcang叩 a

椀 a kind of locust看包盛 fkham-paw pit)J kham pabi shing 

桑 mulberry 打児盛 f dar pit)J dar shing 

格J tree ( trunk) 輩卜 f dot)-buJ sdong-bu 

300 ネ良 root 糟瓦 ftsaw-waJ rtsa-ba 

草 grass 雑 rtsaJ rtswa 
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葉 1eaf 羅麻 110・maJ10-ma 

蓮花 10tus 班麻滅奪 ipam叩 ameぺo?J pad-ma me-tog 

紅蓮 red10tus 班麻馬児卜 ip仰am聞-IT叩I口mama訂r.中.

305 白蓮 white10tus 班麻鴎児ト「印pam-maka訂r帽pu孔叫1_リ目Jpad-ma dk王a訂r幽やp仰O 

紅花 redflower 古児視 i gur gumJ gur gum 

花開 flowersopen 滅奪謝 i me-to? 4>eJ me-tog bye 

花謝 flowersf all 滅奪耶思 ime-to?yesJ me-tog yas 

花架f1ower-bud 滅奪懇里 ime-to? ri1iJ me-tog ril 

310 花韮;出;;nsor 滅奪丹麻 ime-to?dammaJ me-tog bdab-ma 
W凸ar円f10wer

戴花 onthe head しi 滅奪托 imeぺo?tho? J me-tog thogs 

柑子 22Ein

石橋 pomegranate 

芭蕉 p1antain

315 甘庶 sweetcane 

核桃 wa1nut

楼桃 cherry

fruits are 
菓熟
、ripe(hot) 

菓落 fruitsfall 

320 烏木 ebony

綿花 cotton

苧麻 fibres

紅藤 redrattan 

羅萄 radish

325 青裸 bar1ey

宮委 buckwheat 

芝麻 sesame

VI 鳥獣門

龍 dragon

新卜魯 i siIl bruJ (?) shing bbrus (?) 

孫竹 isun d21，uJ se-bbru 

大喋u羅麻 ita1a 10・maJta 1a lo-ma 

ト藍盛 ibu ram ~i Il J bu ram shing 

大児鴎 itargaJ rta sga 

安菊 i?an druJ an dud 

昇奪撮 i ~i Il-to? tsho J shing-tog tsho 

昇奪博 í~i Il-to? ba?J shingぺogbabs 

出盛納卜 itGhu~i Il na?-puJ chu shing nag-po 

列白 i re bay J ras bal 

作罵 idzo・maJgzo・ma

思巴馬児 isbamarJ sba dmar 

噺ト l1a pu? J la phug 

奈 inayJnas 

凡烏 i d21，a-uJ bra-bo 

的 itijtil 

Part VI Birds and Beasts 

補禄 ibru? J bbrug 



虎 tiger 思大 fstaりstag

330 象 elephant 郎卜車 rIan-pu I(fheJ glang-po che 

J馬 horse 大 ftaJ rta 

牛 ox 那児 fnorJ nor 

羊 sheep ポ設 rIu?J lug 

犬 dog 掠 「キhiJkhyi 

335 猪 plg 中自 fpha? J phag 

1苗 cat 葬郎 f man lanJ (?) 

鼠 rat 須瓦 「写u-waJbyi七a

兎 rabbit 里公 frトgonJri-gong 

鹿 deer 沙襖 f~a-waJ shwa-ba 

340 musk-deer 暁1機 rIa-waJ gla-ba 

鹿 snow-deer 渇沙 fkha-~aJ kha-shwa 

号令
a kind of 

義 fyij dbyi--g.yi leopard 

5侯 ape 周烏 rt~ew叫J spreu 

騒 donkey 本烏 fbon-uJ bon-bu 

345 螺 mule 止烏 fd究トuJdrebu 

驚 oriole 叉 rt~haJ khra 

燕 swallow 潟噺有 fkha la yu? J kha la yug 

管場 sparrow 痴巴 rt<:phi-paJ mchiトpa

合鳥 plgeon 披策 fpho?-ronJ phug ron 

350 鷲 domestic goose 鴫 fkaJ (?) 

鴨 wi1d duck 出斜 ft<:phuヰeJchu bya 

鶏 hen 斜 「写eJbya 

魚 fish 女良 「叫aJnya 

鵠 magpa 斜鴫 「ヰega? J bya gag 

355 熊 bear 立自 fdomJ dom 

蛇 snake 主 fd毛色Jsbrul 

虫 insect ト fbuJ bbu 

範 turtle 目白 f ru bay J rus sbal 

虫解 crab 底信 f di? sinJ sdig srin 

-160-



360 蜂 bee 弦卜郎 i tsi brarJJ rtsi sbrang 

蝶 butterf1y 局麻列 icpe-ma le? J phye ma leb 

調‘ louse 世 í~i? J shig 

自由 fly ト郎全 ibraD na? J s brang nag 

蚊 mosquito 工立ミト工f士iヒ imu sij (?) 

365 馬包 camel 阿蒙 iDa-moDJ rnga mong 

青馬 bluehorse 大温卜 ita Don-puJ rta sngon-po 

白馬 whitehorse 大鳴児ト itakar-puJ rta dkar帽po

赤馬 redhorse 大堪ト ita kham-puJ rta kham-po 

黒馬 blackhorse 大納ト ita na?・puJrta nag-po 

370 騒騎馬 brownhorse 大蒋烏 ita 存仰aD-ujrta rkyang-予a 

沙馬 sand-colored 
horse 大磨富 ita mo? ruJ rta mog-ru 

銀褐馬 si孔lver.七ro
horse 大昂思児 ita DaD sir j rta ngang ser 

藍花馬 大抄烏 ita t~haw-uj rta phra-bo 

栗色馬 bayhorse 大卜暁tl烏 itabr任uJrta brabu 

375 黄牛 commonox 浪烏 i1aD-uJ glang-bu 

狐狸 fox 瓦木 iwa-muj wa-mo 

野猪 wildboar 柏児園 iphargo?j phag rgod 

j煽馬 gelding 大波占 ita-pho tcphenj rta-pho chen 

牒馬 mare 大果麻 ita go?-maj rta god-ma 

380 児馬 stallion 大四 rta si? J rta gseb 

馬駒 colt 大墨烏 ita teぺlJrta rtibu 

孔雀 peacock 卯牙 i maw yaJ rma-bya 

鳳風 phoenix 斜充 「ヰe~huDj bya gyung 

仙鶴 whitecrane 斜線零 「ヰetshay riDJ bya tse ring 

385 麟寄 parrot 乃作 inay tsoJ ne-tso 

天鶏 wildswan 難吉璃 inam dri gaJ (7) gnam gi (?) 

難暗 cock-crow 斜日 「ヰed究a?J bya grog 

班鳩 turtle-dove 替的 i thi-tij thi-ti 

黄鴛 yellow-orio le 叉寒児卜 ít~ha ser-puj khra ser-po 

-161-



390 踊幅 bat 市自在 rpha網wauJpha-wang 

幡蟻 ant 卓罵 rd~o?-maJ grog-ma 

老璃 crow 渇大 rkha -taJ khaぺa

海青 woodgrouse 火児巴 rhor-paJ hor剛pa

W 宮 室 Fう Part VII Bui1dings 

房 house 康巴 rkhaU-paJ khang-pa 

395 Fう gate， door 郭 rgoJ sgo 

dりH::..i主才P、 window 鴫児空 rkar khuUJ skar-khung 

寺 monastery 官巴 rgon-paJ dgon-pa 

廟 shrine 見康巴 ria khau-paJ lha-khang 

翻 temple 本ト管 rbon-pu gonJ bon-po dgon 

400 碍 brick 占巴 rdヰan-pa?J (?) ja帽pag(?) 

瓦 tile 絶木 r ~ö?-muJ (?) tra-ma (?) 

館騨 translation
office 茶木納 rd写a-muna? J (?) 

civi1 or 
衛門 mi1itary court 参木明 rtshan-mu raJ (?) 

臥房 bedroom 話 「叫eJnyal 

405 厨房 kitchen 塔康 itha?-khauJ thab khang 

庫房 treasury i鞠康 r dzo ?-khaUJ mdzod khang 

草房 shed 雑康 rtsa-khauJ rtswa khang 

瓦房 ti1edhouse 絶木康 r~ö?-mu khaUJ (?) khang 

倉房 storehouse 白列康 rbre khaUJ bras khang 

410 馬槽 manger 大列 r ta re J rta bras 

軍営 militarycamp 馬鴎児 r ma? gar J dmag sgar 

四 器 用 門 Part VIII Implements 

鐘 gong r t(fOUJ cong 

鼓 drum 阿 ruaJ rnga 

笠 pan plpe 征 rt(fhouJ 
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415 笛 f1ute 零ト i1i!)・buJg1ing-bu 

来氏 paper 束谷 i ~u guJ shug-bu 

主'-土、1L、1ー、， ink 納雑 i na? tsa J snag -ca 

筆 wri ting brush 紙谷 「叫U司guJsnyug-gu 

硯 ink-stone 納探 ina? doJ snag rdo 

420 卓 tab1e 着祭 itcpo? tsij cog-tse 

椅 chair 肉麹 i4，U? t~hij bzhugs khri 

床 bed 高麹 「叫et~hij nya1 khri 

機 stoo1 麹度 i t~hi du? J khri bdud 

腕- bow1 披児巴 i phor-paJ phor-ba 

425 楳 p1ate 墨児麻 i der-maJ sder-ma 

匙 spoon 渇墨 ikha? deJ khab-sder 

筋 chopsticks 土児麻 ithu町u汀r.叩.

S同 cooking pot 郎阿 i1a!)aJ 1ang・nga

宝τ圭~ pot 贈畢 i dam-bij dam-bi 

430 盆 basin 容巴 「ぇo!)・paJgzho!)-pa 

ネ首 pai1 索臥 izo・woJzo・ba

瓢 gourd 巴力 iba-rij sba-ri1 

杓 1ad1e 思J]t~ ís~oり skyogs

等 ba1ance 土児納 i thur-na? J thur-nag (?) 

435 秤 stee1yard 姐麻 idre叩 aJrgya-ma 

枕 pillow 額 i!)eJ sngas 

扇 fan 席要 i si-yaw J bsi1γab 

傘 umbrella 言責 idu? J gdugs 

針 need1e 葬 ikhawJ khab 

440 線 thread 谷巴 iku?-paJ skud-pa 

金員 chain 薩子 iza?-tsij zag-tse 

金脅 key 的賦 idi叫i?J 1de-mig 

縄 rope 塔巴 itha?-paJ thag-pa 

盗 he1met 磨 imo? J rmog 

445 甲 armor 齢、 i t~haw J khrab 
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鈎 hook 阿臥 fa-tJoJ(?) a七部19(?) 

鎗 spear 董 f dUtJJ mdung 

弓 bow 肉 「究uJgzhu 

箭 arrow 大 fdaJ mdab 

450 牌 shield 鋪 fphu7J phub 

得 cross-bow 宛大 f tJan-daJ ngar-mdab 

旗 flag 大児 ftarJ dar 

錦 sword 来支 f ray d21，iJ ral-gri 

鰍 crupper 大滅 fta me? J rta-rmed 

455 胆 saddle楠pad 大丹 fta danJ rta唱dan

粘 saddle-f1ap 戦 ft~anJ 

鞭 whip 大摺 f ta t<:pa? J rta -lcag 

燈龍 lantern 我康 f?07 khatJJ bod khang 

魚網 fishingnet 娘児家 「叫ar~aJ nya rgya 

460 馬鞍 saddle 大思鳴 fta sgaJ rta sga 

鞍座 seat of saddle 安着 f?an t~o J (?) 

轡頭 bridle 大哨 rta ~aw J rta srab 

草龍 straw -basket 禿際郭 fthurutJgoJ mthur-mgo 

馨薦 reins 扶塔 f gOtJ-tha? J gong-thag 

465 鐙皮 sti町up 日大 f 21，i taJ (?) (?) -rta 

吐帯 girth 羅南 rIo-namJ glo-snam 

主労 bit(?) 梢袖 f ~aw-~huJ (?) srab一(?)

鞍能 saddle-c1oth 崎介 fga-ke? J sga-khebs 

日字鴫 large trumpet 董ト車 fdotJ七utqheJ dong-bu che 

470 喋U~i\ trumpet 鴎零 fka・litJJka-1ing 

鎖納 fife 零烏 flitJ・uJg1ing-bu 

羅鍋 chouomkpinbga-cpkoet d 桑阿 f satJ-aJ slang-nga 

K 人 物 r~ Part IX Persons 

総兵 general 馬伴唄卜 fma?輔pontqhen引 lJdmag-dpon chen 

大人 greatperson 米占 fmi tqhanJ mi chen 
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475 頭目 headman 果巴 rgo・pajmgo帽pa

通事 interpreter 羅雑瓦 no tsa-waj 10 tsab-ba 

漢人 chinese 買密 rdea-mij rgya mi 

夷人 foreigner 西密 r qi mij phyi mi 

叔人 father'syounger阿谷
brother ra-kuj a-khu 

480 熔母 aunt 阿谷那末，a-kuna-moj a-khu sna-mo 

女婿 son-in-1aw 馬巴 ，ma7-paj mag-pa 

姪児 niece 曹烏 Itshaw-uj tsha-bu 
elder brother 

大男 ofa wife 壌ト車瓦，~au-bu tqhe-waj zhang-bu chen七o

j¥男 yofoua ngwer ifebrother 壊ト充瓦「伊u-butqhuU-waj zhang-bu chung-ba 

485 親家 re1atives 烏機 「叫ow-wajnye-ba 

家長 hoaussteer of a 謙容 ，~hem da 7 j khyim-bdag 

男子 man 沙喋u ，~a-1aj shar・1a

婦人 woman 那末 ，na-mo j sna-mo--mnab-mo 

老人 oldman 米児子 ，mir tsij (?) 

490 女人 woman 米間 ，mi究uujmi zhung 

貧人 poorman 密卓児ト，mit~or-puj (?) 

宮人 richman 密削ト ，mi qu7-puj mi phyug綱po

好人 goodman 密蔵卜 ，mi dzau-puj mi bzang-po 

ダ人 badman 密奄巴 ，mi uan-paj mi ngan-pa 

495 反人 rebels 密我洛 ，mi UO 107 j mi ngo 10g 

賊人 thief 密換巴 ，mi tqhom-paj mi chom-pa 

匠人 artisan 索烏 ，zo・ujbzo輔bo

金匠 goldsmith 塞児吉索烏，serdei zo-uj gser-gyi bzo・bo

銀匠 si1versmith 玉児吉索烏，uurdei zo-uj dngu1・gyibzo・bo

500 銭匠 blacksmith 陀吉索烏，tqa7~i zo岨uj lcags-kyi bzo・bo

銅匠 coppersmith 松塞児吉索烏，zuuser dei zo-uj zungs gser gyi bzo・bo

錫匠 tinsmith 染賦索烏「究an叫1zo・ujzha-nye bzo・bo

皮匠 skinmaker 銅模索烏，ko・wazo・ujko七abzo・ba

裁縫 tailor 園節索烏，go・tsezo・uj gos brtseg bzo聞bo
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505 染匠 dyer 撮索烏 rtsho zo・uJtshos bzo“bo 

帽匠 hatmaker 沙索烏 r~a zo・ujzhwa bzo・bo

前長匠 rope maker 鶏喋u索烏凡ila zo-uj (?) 

甲匠 armormaker 齢、索烏 rt~haw zo網ujkhrab bzo・bo

輩匠 painter 喋u索烏 円azo帽ujlha bzo・bo

510 木匠 carpenter 昇索烏 r~iU zo・ujshing bzo同bo

厨匠 cook 塔喝索察 ftha?ka zo・mijthab ka bzo mi 

長子 tallman 密零ト r mi riu-puj mi ring-po 

綾子1ittleman 密通ト rmi thuU-puj mi thung-po 

昨子 fatman 密酸ト r mi som-puj mi tshom-po 

515 痩子 thinman 密主巴 rmi dヰu?-pajmi jud-pa 

麻子 pock帽marks 拓児巴 rdar幽paj(?) (?) 

膳子 blindman 密檎瓦 rmi lou-waj mi long-ba 

聾子 deafman 宛巴 r?on-paj bon-pa 

風子 madman 年巴 「叫en幽pajsmyon-pa 

520 痴子 idiot 連巴 l1en-paj glen-pa 

昭子 dumbman 谷巴 rku?-paj lkugs-pa 

大寄 elderbrother 披烏車 rphaぺ1tcphej pha-bu che 

一寄 secondelder 
- PJ brother 披烏賦 rpha-u Ilpij pha・bugnyis 

コ寄 thirdelder 
-pJ  brother 披烏孫 rpha-u sumj pha珊bugsum 

525 
四寄 fourth elder 
brother 波烏日 rpha-u究ijpha七ubzhi 

五寄 fifth elder 
brother 披烏阿 Iphaぺ1uaj pha-bu lnga 

ノJ¥4石官了i sixth elder 
brother 域烏竹 Iphaべ1~u? j pha-bu drug 

七寄 seventh elder 
brother 披烏敦 Ipha・udunJ pha-bu bdun 

八司 ebirgohthther elder 披烏節 Ipha司udpe? j pha欄bubrgyad 

530 大姐 eldersister 阿摺車 I a -tcpe tcphe j a -ce che 

一姐 secondelder 
一一 sister 阿摺賦 la-tcpe Ilpij a-ce gnyis 

一姐 thirdelder 
_:>'...0. sister 阿摺孫 印刷tcpesumj a-ce gsum 
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r a-t<peぇiJa-ce bzhi 阿摺日
fourth elder 

四姐 sister

fifth elder 
五姐 sister ra暗tcpe1JaJ a-ce lnga 阿摺阿

ム L口 sixthelder 
ハ姐 sister r a-tcpe d;u? J a-ce drug 阿摺竹

rムe
 
唱。
唱
B
E
E
-e
 

噌

n
4
L
 

竹

u
rム
e
e
 

V

4

H

 

e・
刊
U

Q
U
Q
U
 

姐七

535 

r a-tcpe dunJ a氾ebdun 阿摺敦

r a -tcpe dre? J a -ce brgyad 阿摺節八姐 ;Jft:helder 

我毎 we r 1Ja tsho J nga tsho 阿釧

「もho?tshoJ khyod tsho 却制{示毎 you(pl.) 

rsu・yinJsu yin 

r1JaヴinJnga yin 

俗銀

阿銀

是誰 whoare you? 

是我 1am. 

540 

Human Affairs Part X r~ 事人X 

rso1JJ song 

lyo1JJ yong 

I cpa1J tshanJ (?) phyag-btshal (?) 

送

容

相恭

to go 

to come 

去

来

to bow 拝

IPU・mutsu? J pus叩 obtsug ト木足to kneel 脆545 

「ぇu?J zhug 

「叫eJnyal 

肉to sit 坐

高to sleep 睦

I1JUJ ngu 
辛事与

表売子to weep 突

Irga?J rgad 児鴎to laugh 笑

Igar tcphenJ gar chen 鴎児革占to dance 舞550 

I tcpho1JJ mchongs f苦to jump 間i

.
1
s
 

ゐ

低

唱

n一
b
vル

・
リ
リ

均
一
除

「
l

r

l

止to ask 

昭和jto reply 

to speak 「ヰerJzer 斜児

年 「叫enJnyan to hear 

IYo? J yod 約to exist 

問

苓

説

聴

有

無

555 

Ime?J med 墨not to exist 

rma1JJ mang 
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少 few 紐 「ヰuJnyung 

560 選 to shame 鵡擦 r 1Jo tsha J ngo tsha 

'伯 to fear 陀 n~a? J skrag 

'r亡 busy 米空 r mi kho1JJ mi khong 

関 1eisure 空 rkho1JJ khong 

酔 to be drunk 唱蕊 r tcpha1J dzij chang bzi 

565 醒 to get sober 馬蕊 r ma dzij ma bzi 

買 to buy 牛 「叫oJnyos 

貰 to sell 葱 r tsho1JJ tshong 

叩頭 kowtow 郭児東 rgoでdU1JJmgo rdung 

平身 risefrom 
kneeling 隆刺端 n01J 1a donJ (?) 

570 起身 torise 言隆 r yen 101JJ yar-s10ng 

鞠朗 tobow 革巴谷児 rke?帽pagurJ sked岨padgur 

進貢 tosend tribute補瓦 rbu-waJ bbu1聞ba

方物 rpergoidouncatls 昔納鴫 r cpi na? kaJ (?) 

金{弗 goldbuddha 塞児谷 r ser-kuJ gser sku 

5 輩{弗 pbuadindthinag of a 湯鴫 r tha1J-gaJ thang-ga 

瑚珊 cora1 須禄 「ヰu-ruJbyトru

璃瑠 agate 墨力 rme-1iJ (?) 

暁泊 amber 博世 rpo・~ij spos-she1 

珍珠 pear1 母的 r mu-ti? J mu tig 

580 種種 Tibetanserge 畜 n~hu?J phrug 

紙褐 blanket 南ト rnam buJ snam七u

青木香 b1ue wood 
lncense 日思大 rrus taJ rus rta 

黒呑 b1ackincense 古谷 rgu幽guJgu-gu1 

white 
白樺香 sandalwood 償丹喝児卜 rtsan・tankarゃuJtsan・tandkar-po 

585 降員呑 lakawood 鍛丹馬児ト rtsan-tan mar聞puJtsan-tan dmarゃo

吉祥草 goodfortune 谷沙
grass rku-~aJ ku・sha

海螺 trumpet shell 東喝児 rdu1J karJ gdung dkar 
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響鉢1ittlebell 丁沙 ftiU ~a7 j ting-shags 

法鼓 drum 綴阿 r t(fho uaj chos rnga 
590 香煙 incenseburner 披思披児 fphosphorjspos phor 

花瓶f1ower-vase

数珠 rosary

鈴杵 bell

舎利 buddistrelic 

595 窮香 musk

金箔 gold-foil

顔料 cosmetics

商科由 butter

滅奪贈畢 fme-t07dam-biJ me-tog dam-bi 

平瓦 fpheu-waj phreng-ba 

止力卜

領参

暁~則

窓口白

猪児

麻児

灼子 milk 五麻

600 妙麺 friednood1es 瞥巴

賞賜 gift 裏認

終段 co10redsatin 園欲

衣服c10thing 園節

表裏 coat 昔裏

605 絹疋 silk 大児欲

鐙宴 feast 端木

下程 too1 托鴫

銅塔 bronzepagoda 綴児庖

薬材 medicine

red mango 
紅毛綾 (medicine) 

「向ili-bujdri1-bu 

r riu tshanj (?) ring bsrel 
l1a tsiJ g 1a rtsi 

f se ~aw j gser srab 

itsharj (?) 

fmarj mar 

f70・majo-ma 

ftsam-paj tsam-pa 

fnau年injgnang byin 

fgo・yu7j gos yug 

fgo・tse7 j gos brtseg -pa 

f (fi-nauj shyi-nang 

f dar-yu7 j dar・yug

rton-muj ston-mo 

ft(fha-kaj chas-ka 

f t(fhortenj mchod-rten 

思蟹 ismanj sman 

馬児ト阿麻 fmar-pu7a-maj dmar-po a・mra

黒毛綾 blackmango納ト阿麻 fna7-pu7a-maj nag-po a-mra 
(medicine) 

white mango 
白毛私 鴎児ト阿麻 ikarpu 7a-maj dkar-po a-mra (medicine) 

医身体門

頭 head

耳 ear

615 口 mouth

Part XI 
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郭

南

渇

Parts of the Body 
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舌 tongue 摺 ftcpej 1ce 

眼 eye 密 fmi? j mig 

鼻 nose 思納 fsnaj sna 

繭 tooth 索 fsoj so 

620 身 body 密禄 f mi luj mi lus 

手 hand 畷tl巴 rIa?・pajlag-pa 

脚 foot 岡巴 fkaU帽pajrkang-pa 

髪 hair 町 ft~aj skra 

面 face 鷲 fuoj ngo 

625 J心 heart 喜守志主マ 「叫iujsnying 

腸 intestine 足罵 fdpu-maj rgyu・n1a

1支 abdomen 蘇巴 fsu・pajgsus-pa 

要最 beard 馬喋1 f ma-raj sma-ra 

腰 waist 革巴 fke?・pajrked-pa -.， sked-pa 

630 膝 knee ト木 fpu-muj pus-mo 

手指 fingers 喋tl巴足谷rIa?-padzuguj lag-pa mdzug-gu 

脚指 toes 岡巴足谷 fkau-padzuguj rkang“pa mdzug-gu 

指甲 nail 塞児 fzerj gzer 

杭頭 tocom山 b the 
hair 町舎 rt~a-~e? j skra shad 

635 洗験 ftoacewaa sh the 鷲竹 fuo t~uj ngo bkru 

費心 toworry 高噺車 fkaw la tcphej (?) -che 

知心 toknow the 
)L' heart コ巴舎 fsam司pa~ej bsam-pa shes 

心寛 tobe generous ニ巴羊 fsam-pa yaDj bsam嶋payangs 

心窄 tobe cowardly三巴奪 fsan1-pa do? j bsam-pa dog 

XII 衣 ij~ p~ Part XII clothing 

640 梧 skirt 思墨扇 f sme? ~amj smad gsham 

鞍 slippers 濫 fiamj lham 

新t boots 烏噺 「叫aw-la?j nya-lag 

樟 trousers 探児麻 f dor-maj dor帽ma

-170ー



機 socks

645 帽 hat

Q"auze hat 紗F6Ga
目 (ofofficials) 

束世 agirdle 
市 (ofofficials) 

大帽 bighat 

小中目 smallhat 

650 詰傑 fe1tc10th 

記杉 fe1tcoat 

雨帽 rainhat 

帳房 tent(?)

園帳 curtain

溜飲食門

655 茶 tea

飯 cookedrice 

酒 wine

肉 meat

油 oi1

660 瞳 salt

博

伴沙

伴鶏喋~

沙車

沙充

星丹

星巴

父児沙

陀畳児

雨児瓦

Patt xnr 

日毛

薩麻

日目

沙

馬児余

擦

吃飯 toeat food 薩麻雑

吃茶 totake tea 陀索

飲酒 todrink wine 唱通

吃肉 toeat meat 沙索

665 訴油茶 buttertea 麻児町

茶冷 teagets cold p=f;恰

茶熱 teagets hot p=f;擦

煎茶 to make tea p=f;園

糊析 pepper 蒲足

670 花析 redpepper ~因罵

酒冷 winegets cold 唱恰

酒熱 winegets hot 唱擦

Ibo? J bbob 

IpaJ zhwa 

I pon paJ dpon zhwa 

I pon ~i ra? J dpon kyi rag 

Ipa tGheJ zhwa che 

I pa tGhuUJ zhwa chung 

I GiU tanJ phying tan 

I Giu-paJ phying七a

I tGhar paJ char-zhwa 

I tGa der J ca -der 

I yor-waJ yol-ba 

Food and Drink 

Id写aJja 

Iza-maJ za-ma 

I tGhaUJ chang 

IpaJ sha 

Imar-na? J mar引ag

I tshaJ tshwa 

Iza-ma dzaJ za-ma bzab 

Idヰa-soJja gsol 

I tGhaU thuUJ chang thung 

I pa so J sha gsol 

1m紅白aJmar-ja 

Id写a~ha? J ja khyag 

Idヰatsha J ja tsha 

I d~a ko J ja skol 

IPU tsuJ (?) 

lyen-maJ g・yer聞ma

ItGhaUもha?J chang khyags 

ItGhaU tshaJ chang tsha 
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Jewels XIV Part 口
H

，lv
ロ
ド
』賓珍XlV 

rserJ gser 

r~eJ shel 

rnurJ dngul 

窓児

& 
l二I

gold 

gem 

金

玉

玉児si1ver 安良675 

r zun ser J zangs-gser 

「ぇannij zha-ne 

r tca 7 J lcags 

領ト車 r rin pu tche J rirトpoche 

饗児膿畢 rserdamゐijgser dam -bi 

松葉児

染賦

同

copper 

織

費石 preciousstone 

金壷 goldpot 

tin 

lron 

銅

錫

玉児膳畢 rnur dam -bij dngul darrトbi

塞児展賦 rseトtcannij gser-can ne 

銀壷 si1verpot 

680 

金謹 smallgold dish 

銀謹 smallsi1ver dish玉児展賦 rnur-tcan niJ dngul-can ne 

Documents and writing Part XIV 門
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書

命

勅

語

史文XV 

rdヰasaJ bjab sa 者薩

くfromchinese kaoming 
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V
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rkaw minJ 高名

黛暗

梯子

~p信 official seal 

図書 personalseal 

685 

r yi -gij yi -ge 

rbo?・yi?J bod yig 

文書 booksor letters以計

tibetan 
蕃文 characters 博義

Colors 

r t)on-puJ sngon-po 

r mar-puJ dmar輔po

Part XVI 

温ト

馬児ト

塞児卜

F~ 色撃

blue 

XVI 

red 

「田rゃuJgser-po 
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予
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鴫児ト

掌庫

納ト

yellow 

white 

green 

青

紅

黄

白

緑

690 

温ト嘆ト rnon-pu tchen網puJsngon-po chen-po 

馬児ト唄ト fmar中utchen幽puJdmar-po chen-po 

-172-

black 

大青 pureblue 

大紅 purered 

里695 



柳黄 willowyel10w 

柳青 wil10wblue 

700 青布 bluecloth 

白布 whitecloth 

黄布 yel10wcloth 

章麻塞児ト rt(faD・maser-puJ lcang-ma gser-po 

章麻温卜 rt(faD-ma DotトpuJlcang-ma sngon-po 

列温卜 rre Don幽puJras sngon-po 

列鴎児ト rrekarゃuJras dkar-po 

列寮児卜 rre ser-puJ ras gser-po 

夏布 summercloth 借列 rzoD reJ (?) -ras 

XVII 数日門 Part XVII Numerals 

査 one

705 或 two

参 three

捧 four

伍 five

陸 six

710 柴 seven

拐 eight

玖 nine

拾 ten. 

査拾 ten

715 或拾 twenty

参拾 thirty

捧拾 forty

伍拾 fifty

陸拾 sixty

720 柴拾 seventy

捌拾 eighty

玖拾 ninety

査百 onehundred 

萱千 onethousand 

725 壷寓 tenthousand 

査分 onefen 

巴

，

巴

治

治

灘

竹

竹

竹

竹

竹

竹

竹

竹

竹

灘

釧

釧

治

治

賦

孫

日

阿

竹

敦

節

谷

竹

治

賦

孫

日

阿

阻

敦

節

谷

甲

東

麹

分

r t(fi? J gcig 

「叫ijgnyis 

rsumJ gsum 

r ~ij bzhi 

rDaJ lnga 

rd~uり drug

fdunJ bdun 

r dre? J brgyad 

rguJ dgu 

rt(fu tham-paJ bcu tham-pa 

r t(fi? t<:pu J gcig bcu 

「叫it<:pu J gnyis bcu 

r sum t<:puJ gsum bcu 

「究it<:pu J bzhi bcu 

r Da t<:pu J lnga bcu 

rd弐u?t<:puj drug bcu 

r dun t<:pu J bdun bcu 

rdre? t<:puj brgyad bcu 

rgu t<:puj dgu七cu

rdra tham-paj brgya tham-pa 

r tOD tsho t<:pi? J stong tsho gcig 

r tphi tsho t<:pi? j khri tsho gcig 

r phen t<:pi? j phen gcig 
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査銭 onech'ien 

査雨 one1iang 

華子治 r dong-tsi I(piりdong-tse gcig 

山岡 r ~an ganJ srang gang 

拾雨 ten1iang 山竹灘巴 r~an tqu tham雌paJsrang bcu tham-pa 

730 伍拾雨 fifty1iang 山阿竹灘巴 r~an na tqu tham聞paJsrang lnga bcu 

tham網pa

one hundred 
査百雨1iang 山甲灘巴 r~an dra tham-paJ srang brgya tham-pa 

e thousand 
査千繭1iang 山東創治 r~an ton tsho tqi? J srang stong tsho gcig 

ten thousand 
査寓雨1iang 山麹剣治 r~an t~hi tsho tqi? J srang khri tsho gcig 

府国通用門

東 east

735 南 south

西

北

左

右

'140 前

後

内

外

上

745 下

両

低

Z暴

近

west 

north 

left 

right 

front 

back 

inside 

outside 

above 

beneath 

to be high 

to be low 

to be far 

to be near 

Part XVIII Directions 

沙児

洛

r~arJ shar 

rioJ lho 

奴 rnu?Jnub 

祥 「初日Jbyang 

葉C院の誤り]r yonJ g-yon 

院〔葉の誤り]ryeJ g-yas 

敦 rdunJmdun 

爵 rdrawJrgyab 

襲 rnanJnang 

昔 rqiJ phyi 

噺鳴 rIa gaJ bla ga (?) 

商納 r?o? naJ bog-na 

間ト rthon-puJ mthon-po 

罵瓦 r ma-waJ dmab-ba 

塔零 r tha? rinJ thag ring 

塔語 r tha? I1pe J thag nye 
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